






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　細居美恵子
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グラファリア交こう響きよう組曲第二番「紅こう舞ぶ」

序曲






　風が、吹ふいていた。

　ヒトに光差ささぬ、この大地に。

　風が、吹いていた。

　それは大陸の西から、熱い咆ほう哮こうをのせて。

　一つの国を丸ごと飲み込む、真しん紅くの炎ほのお。

　風が、吹いていた。

　それは大地を血で染める、先さき触ぶれ。

　風が、吹いていた。

　東へ、北へ、南へ。

　休むことなく、絶えることなく。

　風が、吹き乱れていた。







　　　第一楽章　波乱







　魔ま物ものや妖よう魔まらが世界をヒトの手から奪うばい、グラファリア大陸を統すべ、年号を改めてから五七六ヤーズ（年）が経たった。

　ここグラファリア大陸北西部に位置するヴァンパイアの国、ストーリア公国は、未み曾ぞ有うの混乱に叩たたき落とされていた。七〇〇ヤーズの永きに亘わたってこの国を支配していた絶対的君主、ハーシュタット・ストーリア大公が、何ものかによって暗殺されたのである。

　この大事件にいち早く動き出したのは、ハーシュタット大公の長男であり、第一継けい嗣しであるワーテイスだった。

　ワーテイスは古いにしえより伝わる「ヴェルフレイム教会」からの戴たい冠かん式しきや、様々な儀ぎ式しきを無視し、第一継嗣という立場を利用して、勝手に第八代ストーリア大公を名乗り、東西南の各領主に服従と、祝しゆう儀ぎという名目で、莫ばく大だいなる上納金を強要したのである。

　これをよしとせず、公然と反旗を翻ひるがえしたものがいた。それは実の妹であり、第二継嗣だったストーリア公国西、辺境フェザーミル地方の領主、ヘネシーである。

　公国の重じゆう鎮ちんであり、東に領地を構えるシルバーキープ伯はく、グレン・レヴァンダが静観を決め込んでいるうちに、ヘネシーは新大公に従うと公言した南のリンカーフォル領主、ゴダード・イセントリク子し爵しやくを討うち果たし、その領地を手中に収めた。

　この世界は魔物や妖魔のものであり、ヒトは奴ど隷れいや家か畜ちく扱あつかいだが、ストーリア公国の四領地内で最も勢力が小さく、辺境と蔑さげすまれていたフェザーミルを勝利に導いたのは、その矮わい小しようなる存在である一人のヒトの知略によるものだった。

　その名は、ジノ。

　ジノはリンカーフォルへ侵しん攻こうするため、フェザーミル唯ゆい一いつの大将軍であるライバー・ツェンペルト男爵に、僅わずか二十の兵を持たせて出しゆつ陣じんさせた。侮あなどられたと憤いきどおったゴダードは、リンカーフォル全軍に当たる二〇〇でこれを迎げい撃げきした。

　戦いはリンカーフォル西の平原で行われ、逃にげるフェザーミル軍に対し、追うリンカーフォルという展開になった。リンカーフォルのゴダードも、城から時告げの鐘かねが鳴るまで、執しつ拗ようにライバーと刃やいばを交かわすつもりだった。

　だが、時告げの鐘は鳴らず、フェザーミル兵二十とライバー将軍が、リンカーフォル兵二〇〇とゴダード子爵、アイザック将軍が、昇のぼってくる朝日に焼かれ、絶命したのである。

　ジノはライバーを通じ、自軍から度胸の据すわったものを選せん抜ばつさせていた。集められたエデッサという伍ご長ちようと五名のヴァンパイアに命じ、前日にリンカーフォル城の鐘しよう楼ろうを制圧し、時告げの鐘を鳴らさないようにしていたのである。

　こうして、フェザーミルの完全勝利が決定した。

　全すべては、合戦前に決まっていたのだ。

　これが後のストーリア公国史に名を刻んだ〝リンカーフォルの戦い〟の全容である。




　そして、リンカーフォルの戦いから二ディエ（日）後。

　ヘネシーは急きゆう遽きよ、夜よ議ぎを開いた。フェザーミルの要職にあるものたちが勢せい揃ぞろいする中で、内政局長ルシールはいるものの、軍事局長のライバー、外交局長ヴィオラが不在という、前代未み聞もんの夜議となった。軍事局からは副局長である兵長ターシャが、外交局は副局長のマーサーが代理として、前列に来ていた。

　議題は当然ながら、今後のことである。

　やがてヘネシーが、布に包まれた長ものを持つ仮面姿のジノと、同じようなものを持つメイド、トレーフルを伴ともなって現れると、皆みなが片かた膝ひざを突つき、拝手敬礼する。ヘネシーは玉座の前で、満座の人々を見回し、叫さけんだ。

「皆のもの、ご苦労である！」

　参加したものたちが、更さらに低頭して応こたえた。それを見届けると、一いつ瞬しゆんだけ傍かたわらに片膝を突くジノと視線を交わす。ジノは小さく首しゆ肯こうした。

「今回の夜議はライバー将軍と二十名の勇者によって切り取った、リンカーフォル領の処しよ遇ぐうについて報告しようと思う！」

　それを聞いて、辺りがざわついた。

　今、リンカーフォルはエデッサが宮中を制圧し、フェザーミルの手中にある。

　しかし、エデッサは伍長である。身分が違ちがいすぎて、彼ではこれを治められない。故ゆえに、ヘネシーの許もとへ、早く代わりの領主を送ってほしいという、悲鳴のような嘆たん願がん書が伝信鳥より送られてきていた。

　そしてもう一つ。リンカーフォル兵二〇〇が散ったことで、その南に位置する〝白はく南なん関かん〟を指揮していたゴダードの娘むすめアリューゼ将軍が、手勢四十を率いてリンカーフォル奪だつ還かんに動いているとのことだった。

　エデッサ隊はあくまで別働隊、奇き襲しゆう部隊であり、たった五人しかいない。しかも相手のアリューゼ将軍は知勇兼けん備びと称しようされる、リンカーフォルの名将である。そのアリューゼ将軍を相手にして、今のままでは敵かなうはずがない。それどころか、領民が裏切り、城門を開けてしまう可能性すらあった。

「リンカーフォルは我がフェザーミルが手中に収めたとはいえ、簒さん奪だつしたも同然よ。リンカーフォルがゴダード子爵の娘アリューゼによって奪還される前に、相応のものを送り込み、リンカーフォルを盤ばん石じやくの体制にしなくてはならないわ」

　ヘネシーの言葉で、更にざわめきが大きくなった。〝偽にせ大公〟ワーテイスと戦うには、その前にリンカーフォルをしっかりと治めておく必要がある。大半のものが、それは外交局長ヴィオラ・ウォティアだと思っていた。

　しかしそのヴィオラは、東のシルバーキープ伯、グレンの説得に行ったきり、何の音おと沙さ汰たもなく、この場にいないのでは、どうにもならなかった。

「ターシャ・ツェンペルト兵長、前へ」

「は、は？」

　突とつ然ぜん、自分の名前を呼ばれ、ターシャは一歩、前に出た。ターシャは〝リンカーフォルの戦い〟で大功を挙げたライバー・ツェンペルト大将軍の娘である。ライバーは先の戦いで死んでしまったが、その悲報を聞くやいなや、ジノの首をねじ切ろうとして失敗し、暫しばし投とう獄ごくされていた。これは更なる刑けい罰ばつを受けるものだと、ターシャは平静を装よそおい、ヘネシーの言葉を待った。

「ライバー将軍の一件は、本当に申し訳ないと思っているわ。でも、あの策なしでは、我らに未来はなかった。その胸中は複雑だと思うけど、今後もフェザーミルに尽つくして貰もらえないかしら？」

　ターシャはすっと立ち上がり、そのまま左手を右胸に当て、右拳こぶしをその上に乗せた。ヴァンパイアの、拝手敬礼である。

「獄中で頭を冷やしました。父を失ったのは悲しいです。しかしヘネシー様も父上を失い、これから未曾有の戦いに身を投じようとなされてます。このターシャ・ツェンペルト、生しよう涯がいの忠誠をヘネシー様に誓ちかいまする！」

「うん、よく言ってくれたわ！」

　ヘネシーと、ターシャの視線が交こう錯さくする。

「ジノ、それを」

「はっ」

　ヘネシーに言われ、ジノは布にくるまれた棒のようなものをターシャの目の前に置き、またそそくさとヘネシーの横に戻もどった。

「こ、これは？」

「ターシャ、あなたの返答次し第だいでは、それを手にすることは出来なかった。これはあたしとジノから、あなたへの、せめてもの償つぐないよ。開けてみて」

「はっ」

　ターシャが、屈かがんでその棒を拾い、布を開く。

　そして……ぽたり、と、一ひと滴しずくの涙なみだを落とした。

「ああ、あ……」

　ターシャはその二対つい一刀の剣けんを手にして、震ふるえていた。

「ライバー将軍が愛用していた魔剣〝デスティーノ〟。知らないはずがないわよね」

「は、はい。しかし何な故ぜこれが、軍師の手に？　リンカーフォルの戦いで失われたものと思っておりましたが……」

　ターシャは溢あふれる涙をそのままに、ジノに視線を向けた。ジノは黙もくして語らず、堪たまらなくなってヘネシーが代弁した。

「ジノはリンカーフォルの戦いの後、戦場荒あらしが起こることを先読みしていたのよ。そして、この剣が売りに出されたら言い値で買い取り、フェザーミルへ持ち帰るよう、密みつ偵ていに指示を出していたのよ」

「そんなところまで……ジノ、あ、いや、軍師。有り難がとうございます。そして、今まで、申し訳ありませんでした」

「気にすることはない。ターシャには、これから大きな仕事が待っているからね」

「は？」

　ジノの言葉の意味が分からなかったターシャに、ヘネシーの声が再び降り掛かかった。

「ライバー将軍が挙げた功績は、本来ならばライバー将軍自身が受けるべきだけど、今となってはそれは叶かなわないわ。だからといって、無視出来るものでもない。よってターシャ、ライバー将軍の功を娘であるあなたに全て譲じよう渡とする。今より、ターシャを兵長から将軍にすると共に、男爵から子爵に引き上げる。これが意味するところが、わかるわよね？」

　兵長から将軍に引き上げられたのはともかく、子爵位を与あたえられたのは大きい。これによりターシャは領地を得ることが出来るからだ。

「ま、まさか、このあたしに、あのリンカーフォルを治めよと!?」

「その通りよ、ターシャ・ツェンペルト女子爵。あなたはこれから、フェザーミルの兵八十と共に領地へ向かいなさい。これは全て、ジノの助言があったからこそだということは、忘れないでね」

「あ、ああ、ああ……ははっ……！」

　罰せられるとばかり思っていたターシャは、この予想外の待たい遇ぐうに感極きわまり、その場に泣き崩くずれてしまった。そんなターシャに周りのものは拍はく手しゆで讃たたえた。これはターシャにではなく、ライバー将軍への、手た向むけの拍手でもあった。

「それと、これはジノの提案なんだけど、これからあなたはリンカーフォルの宝玉と呼ばれた名将、アリューゼ将軍を相手にしなくてはならないわ。でもね、あたしは今、一人でも心強い味方が欲ほしいの。だから──」

　ヘネシーがトレーフルに視線を投げると、トレーフルは音もなくターシャの前に歩み寄り、その前に布に包まれた長ものを置いて、元の位置に戻った。

「こ、れは？」

　ターシャの疑問に、ジノが応えた。

「アリューゼ・イセントリクもキミと同じ思いを抱いだいているに違いない。キミにやって貰いたいのは、アリューゼと戦うことじゃない。フェザーミルに投降するよう説得するんだ。これは、その時の大きなカードになるだろう」

　ターシャは魔剣〝デスティーノ〟を大事そうに腰こしに差すと、その長ものを両手で持ち上げた。ジノの言葉で、この物体が何かを悟さとったのだ。

「仰おつしやる意味が、今、解わかりました。あたしに課せられた使命は重く、そして困難を極めるものです。しかしヘネシー様の御おん為ために、必ずやり遂とげてみせます！」

「その意気だよ。リンカーフォルでは、エデッサが首を長くしてターシャを待っている。早く行ってあげてくれ」

　ジノの瞳ひとみを覗のぞくターシャだったが、ジノの顔は紅あかい仮面によって隠かくされているので分からなかった。

「ヘネシー様。何から何まで……本当に有り難うございます。身に余る光栄に存じます」

「その何から何までをあたしの許可なくやったのは、ジノと内政局よ。全く……彼らにも礼を言っておきなさい」

　そう言われ、ターシャはジノに顔を向けた。その瞳からは、父を殺したという憎ぞう悪おが、きれいさっぱり抜ぬけ落ちて、ターシャ本来の凜りんとした顔つきになっていた。

「軍師。そして、ルシール局長を始めとした皆様方。心より、御お礼れい申しあげます」

　ターシャは優ゆう雅がに、深々と頭を下げた。

「期待しているよ、ターシャ女子し爵しやく。そして一つだけ助言しておく」

「はい、何なりと」

　今のターシャは、ジノの言葉を素す直なおに聞く耳を持っていた。

「リンカーフォルでも、なるべくヒトを殺さないようにしてくれ。フェザーミルと同じやり方で抜ばつ血けつし、ヴァンパイアに与えるんだ。ヒトはただの家か畜ちくじゃない。考え、喋しやべり、感情を持つ生き物だ。リンカーフォル領主として、ヒトを減らさない努力をしてほしい」

　ターシャはジノの言葉に「必ずや」と答え、再び頭こうべを垂れた。

　もう、ヒトだから何だなどと難なん癖くせをつけてきたターシャの姿は存在しない。そこには、いずれジノやヘネシーが頼たよることになるであろう、凜り々りしき女子爵の姿があった。

「さあターシャ、時間がないわ。向こうに着いたら、エデッサらにも恩賞を用意して待ってるって言っておいてね」

「ははっ、それでは、失礼いたします！」

　ターシャはデスティーノと片かた翼よくの天使を抱かかえ、皆みなに頭を下げると、胸を張って退出した。

「ジノ、これでいいのよね？」

　ヘネシーが小声で側そばにいたジノに言うと、ジノはその問いに大きく頷うなずいてみせた。

「でも、これでフェザーミルには頼れる将軍がいなくなっちゃったわ。これで、ワーテイスと戦えるの？」

「心配いらないよ」

　ジノは、ヘネシーに耳打ちした。

「ターシャは近いうちに、必ず帰ってくるよ。そしてリンカーフォルの領主はアリューゼになるだろうね」

「!?……それって、どういう」

「今は、それだけ伝えておく。ま、今は気にしないでいいから」

「何よそれ、もう……分かったわよ！」

　ヘネシーは驚おどろきの表情を隠し、ジノがヘネシーから離はなれる。そしてヘネシーは、外交局副局長、マーサーに顔を向けた。

「ところでマーサー。局長ヴィオラからの連れん絡らくは？」

　マーサーは小こ柄がらで、目がぱっちりとした、可愛かわいさを持つヴァンパイアだった。何せ局長のヴィオラの個性が強きよう烈れつなので、副局長であっても影かげの薄うすい存在だった。

「はっ、ただいま、全力を挙げて局長との連絡を試みているのですが、一通も返答が来ないのです。外交局としても、どうしてよいのか分からず……」

　マーサーは、涙目でヘネシーに訴うつたえた。

「ふむ……ジノ、あなたの見解を聞きたいわ」

　ジノはヒトでありながらヘネシーに認められた、フェザーミルの軍師である。こういう局面でも、発言権を持っていた。

「恐おそらくヴィオラは、シルバーキープにて軟なん禁きん状態にされていると思うよ」

「……どうして？　グレン様がヴィオラを軟禁する、その意図は？」

「グレン伯はく爵しやくは国を想おもって辺境姫様につくか、それとも古式に則のつとり、血筋を優先してワーテイスを大公と崇あがめるべきか悩なやんでいるんだろうね。何せワーテイスは愚おろかで救いようがないけど、その息むす子こ、アルベリック伯爵は、聡そう明めいなヴァンパイアだからね」

「確かに、あたしは第二継けい嗣しでワーテイスより継承権は下よ。でもね、ヴァンパイアに寿じゆ命みようはないわ。あんな男がこの先数一〇〇ヤーズもこの国に君臨したら、それこそ破は滅めつよ。だからこそあたしたちは、ライバー将軍を犠ぎ牲せいにしてまで戦ったんじゃない！」

「しかし第一継嗣という事実は変わらない。だからグレン伯爵は悩んでいるんだよ」

「ねえジノ、何とかグレン様の心を、こちらに向けられないかな？」

「それも大事だけど、その前にやるべきことがある。ここから先はオレに任せて貰もらうよ？」

「いいわ。ジノのやることなら、大たい抵ていが状じよう況きようを好転させるからね」

「はは、有り難う」

　ヘネシーの了りよう承しようを得て、ジノは早さつ速そく、内政局長ルシールに視線を送る。

　イヤな予感を察知したルシールは、思わず顔を背そむけた。軍師という役職は、内政、外交、軍事の三局よりも、高い地位なのである。

「まず、ここにいる皆に今の情勢を簡単に説明する。北はハーシュタット大公が亡なくなったとはいえ【繊せん美びの】大将軍カルウラと【放ほう逸いつの】発明家キリエ、そして三〇〇の精せい鋭えいが手付かずで残っている。東のシルバーキープは公都軍に負けない陣じん容ようで、二五〇以上の兵力を擁ようする。では、我々はどうだろうか？」

　そこで、はたと、その場にいる全員が凍こおりついた。

「ストーリア公国の五本の名剣と謳うたわれた【疾しつ風ぷうの】ライバー大将軍はもういない。しかも、兵力も一〇〇だったのに、そのうち八十をターシャに与えてしまった。今、フェザーミルの兵士数は僅わずか二十。リンカーフォルが八十だ。現状だと南と西を合わせても、東のシルバーキープにすら勝てない、危険な状況であることを認にん識しきして貰いたい」

「確かに。先のリンカーフォルの戦いで、ストーリア公国内にある四つの領地の均きん衡こうは、大きく崩れたわ。今一番の狙ねらい目めは、ここフェザーミルね」

　ヘネシーの言葉の通り、今一番危あやういのは、北のストーリアでも東のシルバーキープでもなく、ここフェザーミルなのである。先の戦いでリンカーフォルは大敗したが、まだアリューゼ率いる数十名の兵士が残っている。それに比べて勝者であるフェザーミルは、リンカーフォルを得た代だい償しようとして、兵力を大きく損そこなった。

　これは情報を知るものであれば簡単に想像が付く状況であり、今、北や東が西を襲おそえば、一いち網もう打だ尽じんにされてしまうだろう。しかし、北や東がそれをやってこないということは、何らかの事情があるに違ちがいない。

　この絶好機を逃のがしているのが、その証しよう拠こになる。

「当然だけど、今は増兵が急務だよ。以前も言ったけど、最低でもフェザーミルで兵七〇〇、リンカーフォルで兵五〇〇、合計一二〇〇程度の徴ちよう兵へいを行わなければ話にならない」

　ジノが、ルシールに目を向ける。ルシールは、がっくりと肩かたを落としていた。

「わ、分かりました、分かりましたよっ！　その費用、工面してみせますっ！」

　ルシールはもう、泣きそうだった。

　戦いくさの前の臨時徴兵ならば、日当を払はらえば済むが、ジノが言う七〇〇の兵は正規兵であり、彼らには当然ながら給料が発生する。それは恒こう久きゆう的な出費であり、その分、それなりの金が必要なのは当然だ。

　ジノはそんなルシールを慰なぐさめるかのように、優やさしく声を掛けた。

「オレは軍師だから、幸いにも軍事局長代行を務められる。ルシールには申し訳ないけど、明日にでも領地内に徴兵の布令を出す。ここにいる軍事局のものは、早急に徴兵と調練の準備に取りかかってほしい」

「ははっ！」

　ターシャが抜けた軍事局の面々は、過去にない大徴兵に色めき立った。

　何せリンカーフォルの戦い前のフェザーミルは、一二〇しか兵を持っていなかった。

　それが今回は七〇〇である。その数で、自おのずと次の戦の規模がこれまでとは桁けたが違うことが窺うかがえる。これは軍事局のものにとって、またとなき出世のチャンスである。その目は輝かがやきを秘ひめ、それとは対照的に、内政局の面々は額から脂あぶら汗あせを滲にじませていた。

「それと外交局の方々には、引き続きヴィオラ局長の安否確認は勿もち論ろんだけど、間かん諜ちようを増やし、北の動向に注意を払って貰いたい。もしオレなら間かん髪ぱつ入れずに、先の戦で弱ったフェザーミルに攻せめ込む。それをしない理由が知りたい」

「は、ははっ！」

　外交局副局長マーサーはおどおどしながら、ジノの言葉に従った。そして、ジノがヘネシーに視線を送る。言うべきことは、言い尽つくしたという合図である。

「よし、それでは軍師ジノの言葉に従い、各自、役目を果たせ。本日の夜議は以上である。大義であった！」

『ははっ！』

　こうして、この日の夜議が終わり、各局の面々とルシールが、小走りで退たい廷ていしていった。

　その後、ジノは名目上、自室となった司書室に向かう。すると、後ろからヘネシーとトレーフルがついてきた。

　まあ、これもいつも通りである。

　ジノは司書室に入ると、ストーリア公国の地図を机に広げた。

「ねえねえ、何してんの？」

　さっきまでの尊厳溢あふれる口調はどこへやら。ヘネシーが素の状態で、ジノの腕うでにぴっとりと張り付き、机の上に目を落とした。ジノはそんなヘネシーに目もくれず、卓たく上じようの地図に視線を落としたままだった。

「今のフェザーミルは砂上の楼ろう閣かくと同じで、酷ひどく脆もろい。何せ武力を担になっていたライバー大将軍を失い、リンカーフォル軍としてターシャに兵八十も与あたえちゃったからね。残りは兵二十。将軍格のヴァンパイアはなし。これでもし北や東が動き出したら止める術すべがない」

「そりゃそうね。じゃあ何で、ターシャに八十もの兵を持たせたの？」

「仕方がなかった。リンカーフォル城から南にある白南関には、兵四十とゴダード子爵の娘むすめアリューゼ将軍がいる。もし、アリューゼが兵を率いてリンカーフォル城に攻め込んだら、あっという間にリンカーフォル城を取り返されるよ。それに、アリューゼは前領主ゴダード子爵の娘だからね。リンカーフォルの領民たちが呼応する可能性がある。そうなると、エデッサだけじゃ止められないよ」

「むむ……そっか。だからあたしたちは危険を冒おかしてでも、リンカーフォルに多めの兵を向かわせなきゃならなかったんだ」

「それで本国のフェザーミルが落とされたら元も子もないけどね。東がフェザーミルに攻め込んで来ることはないと思いたいけれど、北のワーテイスがどう出るか分からない。今のところ、北はまだフェザーミルが辺境で、弱っていようがいまいが、いつでも攻め落とせると思われてることが幸いしているようだけどね」

「何で、そんなに詳くわしいの？」

　ヘネシーが、ジノの顔を覗のぞき込む。

「ああ、実はね、オレ直下の間諜組織を作ったんだ。ところがこれが存外に優ゆう秀しゆうで、辺境姫様の許可を貰う前に色々と調べてくれたよ。ね、トレーフル」

「えっ!?」

　ヘネシーが、澄すまし顔のトレーフルに目を向けた。

「ジノ様の仰おつしやる通りです。この組織の名は〝影かげ蛇へび〟と申します。僭せん越えつながら、私が長おさとなるよう、命じられました」

「そっかあ！　トレーフルの瞬しゆん身しんはフェザーミルで一番だもんね。ただのメイドにしておくには勿もつ体たいないと思ってたもん。いいと思うよ！」

「事後報告で申し訳ないけど、こちらもそれだけ切せつ羽ぱ詰つまってるんだ。表向きは外交局の間諜組織に任せて、裏で真実を探さぐるもう一つの組織が必要不可欠だった」

　ジノが仮面を外しながら、ヘネシーに謝った。

「うん、適任だと思うわ。さすがはあたしの軍師ね！」

「とまあ、そういう訳で、引き続き宜よろしくね」

「はい」

　トレーフルが、ぺこん、とお辞じ儀ぎする。

　その手には、紙が握にぎられていた。

「もう追加情報を!?」

「つい先さき程ほど。中々、痺しびれる内容です」

　ジノがその紙をトレーフルから受け取り中を確認する。それは、公都でのワーテイスの行動と、今後の予定表だった。

「これは……凄すごいな。値あたい千金の情報だよ、トレーフル！」

「有り難がとうございます」

　褒ほめられても顔色一つ変えない。この鉄面皮を笑わせるにはどうすればいいのか、それはジノですら分からなかった。

「なになに？　どうしたの？」

　ヘネシーが、ジノとトレーフルの間に割り込む。

「公都軍に動きがあった。公都軍事局長カルウラ大将軍が、今ならフェザーミルを落とせる、すぐに出しゆつ陣じん許可をと迫せまったらしい」

「えええっ!?　そ、それって、一大事じゃないの！」

「ところが、ワーテイスは流石さすがだよ。カルウラの要よう請せいをあっさり却きやつ下かした」

「はあ!?」

　ヘネシーは驚おどろいて、思わずジノに聞き返した。

「ワーテイスは攻めるなら自分も参陣じんしたい。しかし今は貴族の相手で忙いそがしく、一メリア（月）先まで予定が埋うまっているから、その後にしよう、と言ったそうだよ」

　それを聞いて、ほー、と息をつき、脱だつ力りよくするヘネシー。

「本当に、兄が筋金入りの馬ば鹿かで、助かったわ……」

「でも油断は禁物だよ。その愚おろかなワーテイスが、手紙一通でフェザーミル、シルバーキープ、リンカーフォルの三領地の情勢を操あやつったことを忘れちゃいけない」

「！……確かにあれには、肝きもを冷やしたわ」

　ワーテイスは前大公が崩ほう御ぎよすると、即そく座ざに三領地に対して十億エルもの大金と、忠誠を要求してきた。その一手でフェザーミルはワーテイスに対して反旗を翻ひるがえし、南のリンカーフォルはワーテイスに付いた。

　唯ゆい一いつ、東のシルバーキープのみ静観を決め込んでいる。だからこそ、シルバーキープ伯はくグレンを味方に付けるべくヴィオラを派は遣けんしたのだが……。

「とにかく今は一刻も早く徴兵する。それと、エデッサを一足飛びになるけど、伍ご長ちようから将軍に格上げさせるからね」

「えっ!?　伍長から一気に将軍へ!?」

　通常、ストーリア公国の軍事部では、兵士、伍長、兵長、将軍、大将軍と上がっていく。ジノが提案したのは、異例の人事だったのである。

「オレはエデッサというヴァンパイアをそれだけ高く評価してる。だってエデッサとその部下は、リンカーフォル軍の命いのち綱づなだった鐘しよう楼ろうを制圧後、城に攻め込んで紅くれないの公国旗を立てたんだ。これはもう伍長の仕事じゃない。立派な将軍になると思うよ。それに……」

「それに？」

「実のところ、ライバー大将軍を失い、今またターシャが抜ぬけて、これぞ、という人材が他ほかにいないんだ。だからこそ、先の戦で大功を挙げたエデッサを将軍に、エデッサの部下たちを兵長に格上げする」

「エデッサだけじゃなくて、その部下たちまで昇しよう格かくさせるのね？」

「そうすることでフェザーミルでは家いえ柄がらではなく、手柄を挙げたものが出世するという事実を領内に知らしめることが出来る。そして、この話を領内に広めていくんだ。この噂うわさを聞けば志願兵が殺さつ到とうするだろうし、七〇〇なんて、あっという間に揃そろうさ。そうなって漸ようやく、一大決戦を迎むかえられるよ」

「ふむ、確かに。ジノの言う通りね」

「じゃあ認めてくれる？」

「いいわ。今のフェザーミルは昔よりも潤うるおっているとはいえ、まだまだ北や東には敵かなわないもん。ジノの言葉に従って、辞令を出すわ」

「有り難がとう、辺境姫様」

「ねえジノ」

　ヘネシーが両手を腰こしに当て、ぷう、と頰ほおを膨ふくらました。

「あなた、これからもずっとあたしのことを〝辺境姫様〟って呼ぶの？」

「うん」

「何で!?」

　ジノはきょとん、とした表情で、首を傾かしげた。

「もしもよ？　次の戦の相手はまず間ま違ちがいなくワーテイスと、公国内最強の〝黒の軍団〟を率いるカルウラ大将軍だと思うの。それでね、カルウラを討うち破って、ワーテイスを倒たおした暁あかつきに大公になった後も、ジノにとってはずっと〝辺境姫〟なの？」

「そうだよ」

　即そく答とうだった。

「それって……ジノはあたしを、大公として認めないってこと？」

　ヘネシーがしゅんとして、項うな垂だれる。そんなヘネシーの顔を覗き込むように、ジノは片かた膝ひざを突ついてヘネシーの肩かたに手を置いた。

「違うよ、そんなことはない。キミは今でも立派な大公になれると思う。ただ、オレが言いたいのは〝初心、忘るべからず〟なんだよ」

「初心？」

「そうさ。オレはキミがどんなに出世して大きくなっても、この貧しい西のフェザーミルで〝辺境姫〟と呼ばれている、今の気持ちを忘れて欲しくないんだ。辺境姫様はこれからどんどん大きくなっていくだろう。そして絶対的権力を持ったものたちが陥おちいりやすいのが、疑ぎ心しん暗あん鬼きだ」

「それ、分かる気がするわ。外敵がいなくなったら、次に疑いたくなるのは臣下だもの」

「その通り。それに歴史もそれを物語っている。書物によると、グラファリア大陸は一度、ドラゴンレイスによって統一を成されている。ところが、今は七国七種族が相争う争乱の時代だ。何でこんなことになったと思う？」

「それならヴィオラに習ったわ。ドラゴンレイスの王は、いつ有能な臣下から寝ね首くびをかかれるのか不安になり、有力な側近に濡ぬれ衣ぎぬを着せては、次々と殺害していった。その結果、地方で虐しいたげられていた七つの魔ま物ものたちの台頭を許した。そして強大なドラゴンレイスの王国を数メリアで崩ほう壊かいさせたって」
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「その通り。だからオレは思うんだ。絶対権力者の孤こ独どくは、かなり大きなものなんじゃないかってね。だから、ドラゴンレイスの王は功臣まで疑うようになったんだ」

「でも、それなら、あたしは大だい丈じよう夫ぶだよ。ジノが側そばにいてくれるから」

　ヘネシーは力がこもった、いい目をしていた。

　だからこそ、伝えておかなくてはならなかった。

「ドラゴンレイスの王が真っ先に殺した同どう胞ほうは、誰だれだか知ってる？」

「え、それは、ちょっと」

　ジノは少し間を開けて、ヘネシーを見つめたまま言った。

「それはね、類たぐい希まれなる知略で人間を次々と討ち果たし、ドラゴンレイスの王国を築いた第一功労者である……軍師なんだよ」

「え！」

　目を丸くするヘネシーに、ジノは続けた。

「歴史は語っているよ。軍師があまりにも有能すぎると、王はその才能で玉座を簒さん奪だつされるんじゃないかと疑うようになる。外敵がいなくなった状態なら、そういう心理が働いても仕方がないと思うよ」

「そんな!?　あたしはジノを信じてる。ジノを処しよ刑けいしたりなんかしない！」

「次の大戦に勝利し、辺境姫様が無事に大公になったとして、それから数ヤーズ後も、その言葉が聞けることを願ってる。オレは……」

　ジノはそこで言葉を句切り、静かに言った。

「いつまでも、キミの側にいたい」

「ジノ……」

「だからオレは、キミのことをいつまでも〝辺境姫様〟と呼び続ける。この国の大公になったとしても、この大陸の覇は者しやになったとしても、このフェザーミルで過ごした日々を、それを支えてくれたものたちの苦労を忘れてほしくないから」

「うん。あたし忘れない。貧しかったフェザーミルでの生活を。亡なきライバー大将軍のことを。そして、ジノの今の言葉を」

　ジノは真しん紅くの仮面を外し、ヘネシーににっこりと微笑ほほえむ。

　その笑顔には、ヴァンパイアをも惹ひき付けるであろう魅み力りよくがこもっていた。

「理性は制せい御ぎよ出来るけど感情はそうはいかない。オレは、いつまでも辺境姫様の味方だよ。でも、感情に任せて重臣を葬ほうむるようになったらオレは、キミの許もとを去る」

「！……そんなこと、しないもん」

「これは今の内から心構えとして、辺境姫様の胸にしまっておいてほしい。いいね？」

「うん！」

　ヘネシーが、弾はじける笑顔をジノに向けた。きっと、この子ならいい為い政せい者しやになれる。ジノはそう思った。

　だがジノの胸中では、歴史が語りかけていた。身分が低かったものほど権力の頂点に立つと、その状態を維い持じするのが難しいということを。故ゆえに、ジノはヘネシーの杖つえになってあげたかった。

　尤もつとも、それ以前に当面の問題を何とかしなくてはならないのだが。

「こうなったら、早く徴ちよう兵へいと練兵を行わないといけないな」

「そうね。でも、本当に七〇〇もの兵士が集まるかしら？」

「集まる。軽く超こえると思うよ。だから、選せん抜ばつ試験をしないといけないかもね」

「そっか。ジノがそう言うなら、そうなんだね」

「その通り」

　ヘネシーは自然と、ジノの手を握っていた。




　翌日、夜。

　ジノは早さつ速そく、軍事局に命じて領内に徴兵令を出した。

　すると、その五ディエ後、領内中からフェザーミル兵になるべく、ヴァンパイアたちがフェザーミル城に殺到したのである。

　その志願者数……ざっと二〇〇〇。

　この数はさすがのジノも、予想出来なかった。

「参ったな。オレの見立てでは一五〇〇くらいだと思ったのに」

　フェザーミル城の練兵場に、整然と並ぶ二〇〇〇のヴァンパイアが集まっている光景に、ジノは嬉うれしくもあり、困こん惑わくもありと複雑だった。

　選抜試験は、既すでに書面にて軍事局に伝えてある。軍事局の面々は二〇〇〇ものヴァンパイアにそれらの試験を受けさせ、即そく戦せん力りよくになり得うるものを選抜していくのだ。

　その試験を眺ながめていると、数人の一団がジノに近付き、片膝を突いた。

「軍師。伍長エデッサ・ザシテータ、部下と共にただ今、帰参致いたしました」

　その声に、ジノは思わず声を張り上げた。

「おお、キミがエデッサか。今回はお手柄だったね」

「正直に申し上げてターシャ将軍がもう一ディエ遅おくれて到とう着ちやくしていたら、リンカーフォルはアリューゼ将軍のものになっていたでしょう。本当にギリギリでしたよ」

「やはり……間に合って、良かったよ」

　ジノはエデッサを品定めするように眺めた。

　エデッサの風ふう体ていは、一言で表せば〝優やさ男おとこ〟だった。たった五人の部下と共に手柄を立てたヴァンパイアだったので、ジノは、ライバー将軍のような、豪ごう胆たんな性格だと思っていた。しかし、目の前で片膝を突くエデッサは線が細く、品格に溢あふれ、誰からも好かれそうな優しげな微笑みを讃たたえていた。

「エデッサ。たったこれだけの人数でリンカーフォル城の鐘楼を制圧したのは、見事の一言だよ。辺境姫様も、ことのほかお喜びだった。本当によくやってくれた。お陰かげで、リンカーフォルは正式にフェザーミルが治めるところとなった」

「はっ、有り難きお言葉」

　エデッサは、ジノがヒトであることを少しも気にかけない様子だった。尤も、立場としては軍師であるジノの方が上なので、この態度はフェザーミルへの忠誠も意味していた。

　そしてジノが、片膝を突くエデッサらに言葉を贈おくった。

「辺境姫様より恩賞を預かっている。エデッサは伍長から将軍へ、その配下五名はそれぞれ兵士から兵長への昇格が決まったよ」

『な、何ですと!?』

　エデッサとその後ろにいた五人の配下は、あまりに大きい恩賞に思わず歓かん声せいを上げた。

「何という栄えい誉よ……言葉もありません。有り難がたき幸せ！」

　エデッサらはこの破格の待たい遇ぐうに対し、ジノに深く頭を下げた。しかし、エデッサらが為なした仕事は、あまりにも大きい。それに加え、来きたるワーテイスとの戦いで、フェザーミルに将軍が一人もいないのは士気に拘かかわるという理由もあった。

「という訳で、帰って来て早々で悪いんだけど、今、この二〇〇〇の希望者から選抜試験を行ってて、これを六八〇名に絞しぼる。その後、特に優ゆう秀しゆうな八十名と、元からいた二十名を近この衛え隊として辺境姫様を守る近衛兵とする。各兵長は一〇〇名ずつ配下に加え、エデッサ将軍も一〇〇名、直属の兵とするように」

「な……ひゃ、一〇〇名も、ですか!?」

　今までのフェザーミルが兵一五〇程度しか養えなかったのだから、エデッサらは一〇〇名という数字が、まるでフェザーミルの全軍を任されているように感じた。

「そう。そして明日からはこの兵を調練して貰もらう。ライバー将軍の訓練を耐たえ抜ぬいたキミたちなんだから、練兵のやり方は理解しているよね？」

「勿もち論ろんです。我ら六名はライバー大将軍の側近でしたので」

　エデッサらの顔色が、一変した。どうやらライバー将軍は、相当厳しい訓練を課していたようだ。

「いいかい、エデッサ将軍、そして兵長たち。今、ストーリア公国で最も弱っているのは、ここフェザーミルだ。周辺勢力にとっては絶好の機会だけど、早々にこの七〇〇のヴァンパイア兵を鍛きたえ上げれば、その脅きよう威いは拭ぬぐい去れる。これも立派な功績だ。今や、ライバー大将軍の志を継つぐ者は少ない。心して調練に当たってほしい」

　ジノの言葉にエデッサらは思わず身み震ぶるいした。彼らが成し遂とげた功績は、ジノにとってはもう既に過去のものだということを悟さとったからだ。そして、元々一二〇しかいなかったフェザーミル兵を七〇〇まで増員した今、近いうちにリンカーフォルの戦い以上に厳しい試練が待っていることを示し唆さしていた。

「軍師のお言葉、肝きもに銘めいじます。我ら六名、ターシャ女子し爵しやくと共にライバー大将軍から直々に指導を賜たまわったものです。リンカーフォルで見事な戦いくさを演じたライバー大将軍の名を汚けがさぬよう、調練を行います！」

「うん、宜よろしく頼たのむよ」

「ははっ！」

　ジノは仮面を付けているが、その風格、その所作、その語り口は、並のヴァンパイアでは及およばぬほどになっていた。




　フェザーミル兵選抜試験は、それから更さらに五ディエも続けられた。

　それは本当に激しく、音を上げるものが続出したが、その試験を見事に突とつ破ぱした六八〇名が、ジノの命令で練兵場に集められた。

　少し驚おどろいたのが、選抜された兵士たちの中に、二十名のダークエルフがいたことである。ダークエルフは身体的能力はヴァンパイアに劣おとるものの、夜目を持ち、弓矢を握にぎらせればどの種族よりも優すぐれた射しや撃げき手と化す。故に、ジノはこのダークエルフたちに対し、フェザーミルに絶対の忠誠を誓ちかうかと問うと、ダークエルフたちは力強く頷うなずいてジノに応こたえた。

　そこへ領主ヘネシーが現れた。一同が一いつ斉せいに片かた膝ひざを突つき、拝手敬礼する。

　最前列にエデッサ将軍、その後ろには五人の兵長がいた。

「みんな、よくぞ選抜試験に合格してくれた！　我らはキミらを、誇ほこりに思う！」

　まず声を上げたのは、ジノだった。

「この規模の兵力をフェザーミルが持つのは初めてだけど、近いうちに必ず大きな規模の戦が起こる。その時、この場にいる全員が武功を挙げることを期待する！」

『はは────っ！』

　七〇〇の兵が一斉に返事をする。これだけの人数ともなると、圧巻だった。しかし、その七〇〇の兵に負けないほどの威い厳げんを放っていたのは、領主ヘネシーだった。

「兵士になるというのは容易たやすくはないことは選抜試験で思い知ったでしょう。でも、当然ながら戦場は訓練よりも激しいわ。今の内にしっかりと訓練を重ね、戦場に立ったら、存分に手て柄がらを立てて。結果を出したものには、相応に酬むくいるわ。ヒトであるジノを軍師とし、エデッサを伍ご長ちようから将軍に抜ばつ擢てきしたのは、二人がそれだけ価値のある仕事をやってのけたからよ。フェザーミルでは、身分や種族を問わず、全員に出世の機会がある。それがそなたたちの主あるじ、ヘネシーというヴァンパイアであると心得よ！」

『ははっ！』

　その声はジノの時よりも大きく、地面を揺ゆるがすほどだった。

「ではエデッサ将軍。早速、訓練に入るように」

　ジノの言葉で、エデッサは背筋を伸のばし、辺りを一望して叫さけんだ。

「ははっ。では始めるぞ、皆みなのもの！」

『おおおうっ！』

　エデッサらはヘネシーとジノに一礼し、踵きびすを返して練兵に入った。

　これまでは、最大でも一二〇しかいなかったフェザーミル軍が、今や七〇〇である。まだ実戦には出せないが、取り敢あえず形は整った。

「兵七〇〇かあ、流石さすがに壮そう観かんね」

「まだまだだよ。頭数だけ揃そろっても戦術を叩たたき込まなきゃ、烏う合ごうの衆しゆうさ」

　ジノの意見は中々、手厳しかった。

「南のリンカーフォルが辺境姫様の手に落ちたという報は公国中に広まってるだろうから、時間がない。今すぐ戦術の訓練をしないとね」

「それじゃジノは、これだけの兵がいても公都軍には勝てないと思ってるの？」

「今のままなら、公都軍どころか東のシルバーキープ軍にすら歯が立たないよ」

「グレン様……あの方は何を考えているのかしら。ヴィオラとは連れん絡らくもつかないし」

「これはもう、囲い繞にようの計だね」

「え？」

　ジノの口から出た言葉が、ヘネシーには飲み込めなかった。

「要するにヴィオラを必要以上に歓かん待たいし、半ば軟なん禁きん状態にする計略さ。きっとヴィオラは何通も手紙を書いてはシルバーキープの通信士に渡わたしてるはずだよ。でも、それらは全すべて、シルバーキープによって揉もみ消されているんだろうね」

「どうして、そんなことを？」

「きっとグレン伯はく爵しやくは公都軍に攻せめられるのを恐おそれてるんだ。ただですら東のベーゼ王国と、ここ西のフェザーミルの動向を注視しなきゃならないのに、北が東に兵を向けたら、流石のグレン伯爵でも苦戦するだろう」

「そんな!?　あたしは、いつだってグレン様の味方なのに！」

「しかし、フェザーミルはリンカーフォルを奇き襲しゆうで破った。あの戦いでオレは、歴戦の大将軍ライバーを囮おとりにする策を使った。あれでグレン伯爵は、フェザーミルは勝つためならばどんな手でも使う、侮あなどり難し、と見たんだろうね」

「うう……」

　そこを突かれると、痛かった。しかしフェザーミル、即すなわちヘネシー・ストーリアがどう見られているのかは、ジノの言う通りだった。

「だからこそ、この徴ちよう兵へいと練兵は早急にやらなきゃならない。ライバー将軍やターシャがいないのはかなり心こころ許もとないけど、その分はオレが何とかする」

「ジノが!?」

「そうさ。オレには知識がある。でも、今度の相手は【繊美の】大将軍カルウラ率いる黒の軍団だ。並の戦術じゃ、ヴァンパイアが何千人いようと敵かなわないだろうね。だから、今回は戦術を一つに絞って、徹てつ底てい的に調練するつもりだよ」

「たった一つなの!?」

「時間がないんだ、仕方ない。それにオレの考えた陣じん形けいを駆く使しすれば、単純な動きで最大限の攻こう撃げきが出来る。今は、それが上う手まくいくように願うしかないね」

「うーん、大だい丈じよう夫ぶかなあ……」

　不安顔のヘネシーに、ジノが言葉を続ける。

「オレらはオレらで準備する必要があるけど、やっぱり鍵かぎを握るのはグレン伯爵だよ。オレらはグレン伯爵を敵にまわすつもりはないと態度で示す必要があるかもね。グレン伯爵は今、それくらい危あやうい立場なんだろうね」

「そうね。万が一、あの馬ば鹿か兄がシルバーキープを攻めたら、その東のオーガらが黙だまっているとは思えないし」

「！……凄すごいね、そこまで読めるんだ」

「んもう、馬鹿にして！」

　ジノが褒ほめると、ヘネシーは顔を真っ赤にして怒おこった。勿論、本気ではないが。

「いや、本当に感心したんだよ。辺境姫様の言う通りなんだ。一番の危き惧ぐは、東のベーゼ王国とワーテイスが連合を組むことなんだ。もしそうなると、グレン伯爵は白はく麗れい関かんの守りに徹てつしなきゃならないから、軽々に動けない。もしヴィオラからフェザーミルへの手紙が公都の手に渡ったら、その内容次し第だいでは最悪の事態が起こる」

「そっか、だからグレン様は、沈ちん黙もくせざるを得ないんだ」

「ここ最近の動きを見たら、恐らくそうだろうね。だからこそ、オレらは早めに偽にせ大公ワーテイスを倒たおさないといけない」

「そのための、兵七〇〇なのね？」

「その通り。それと南のリンカーフォル領主ターシャにも、自領で最低でも兵五〇〇は徴兵するよう指示してある。ワーテイス戦に向けて、オレらは兵一二〇〇を揃えるんだ」

「一二〇〇!?　ついこの間まで一二〇を養うのがやっとだったのに!?」

「やっぱり、リンカーフォルを併へい吞どんしたのが大きいよ。正直、フェザーミルだけで七〇〇もの兵は養えないだろうからね」

「そういう意味でも、ジノはリンカーフォルを手に入れたかったんだね」

「そうだよ。ワーテイスに勝てる手はこれしかない。たとえ大将軍ライバーを犠ぎ牲せいにしてでも、裕ゆう福ふくなリンカーフォルを切り取り、その財で兵を養わなきゃならなかった」

「そこまで兵力を揃えないと、公都軍には勝てないの？」

　ヘネシーが、弱々しく言った。ライバー大将軍を失ったことを思い出したからだ。

「実際にこの目で公都軍を見たことはないけど、相手は【黒こく炎えん神しんの現うつし身み】と呼ばれたハーシュタット大公が自ら率いた精せい鋭えい中の精鋭でしょ？　こっちに一〇〇〇のヴァンパイア兵がいても、勝てる自信はないなあ」

「はああ……」

　思わず脱だつ力りよくする、ヘネシー。

「それに、公都には恐るべき兵器がある」

「え、それって、キリエが開発した〝浮ふ遊ゆう城じよう〟のこと？」

「うん。文ぶん献けんと噂うわさだけの情報だけど、それは確かに存在するんだよね？」

「もう殆ほとんど完成しているんじゃないかしら。これまでヴァンパイアは隣りん国ごくのベーゼ王国や、その先のリザードマンの国まで遠えん征せいし、戦には負けなかった。それでも、遠征は大失敗に終わったわ」

「そうらしいね。何せ妖よう魔ま七種族のうち、完全に夜行性なのはヴァンパイアだけだ。他国の城は陽光が入り込むように工く夫ふうされてるし、時告げの鐘かねもない。そのせいで遠征したヴァンパイアの心労は、計り知れなかったんじゃないかな」

「あたしも他国への遠征軍はお父様から聞いただけだから実際に知ってる訳じゃないんだけど、かなり厳しい戦いだったらしいわ」

「そうだろうね。何せ、一度は落としたオーガの国で、大反撃を食くらったらしいからね。退路を断たたれたヴァンパイア軍は、撤てつ退たい戦も壮そう絶ぜつを極きわめたって」

「その時なのよ。お父様を筆頭に、ヴァンパイアに五本の剣けんがあると謳うたわれたのは」

「その二つ名を与あたえられたのは、撤退戦だったのか……」

　グラファリア大陸には、こんな言葉がある。





　ヴァンパイアの国に五本の名剣あり。

【黒炎神の現し身】ハーシュタット・ストーリア。

【煉れん獄ごくの】大将軍グレン・レヴァンダ。

【繊美の】大将軍カルウラ・ルシーリア。

【疾しつ風ぷうの】大将軍ライバー・ツェンペルト。

【鉄てつ壁ぺきの】大将軍ゴダード・イセントリク。

　五本の剣が向かうところ、血の雨が降り、死体の山が築かれる。

　決して触ふれることなかれ。






　ジノが読んだ文献では、この五名の大活かつ躍やくがヴァンパイアの力をグラファリア大陸に知らしめた、としか書かれていなかった。しかし、よもやそれが大敗を喫きつした後の話だとは、夢にも思わなかった。

「そこで次なる手が浮遊城って訳だ。しかし、よくそんなものを造れたね」

「何せ【放ほう逸いつの】発明家、公都技術開発局長キリエ・カールツヘルツがお父様に命じられ、いつか再び行うであろう遠征に備えて開発した空飛ぶ城よ。あたしが見た時は、まだ完成してなかったけどね」

「それって、もう使えるのかな？」

「きっと使えると思う。だって、あたしが見たのが、一〇〇ヤーズ前だもん」

「そっか……なら、ワーテイスはまず間ま違ちがいなく、浮遊城で出しゆつ陣じんしてくるね」

「それ、多分キリエが許さないと思う」

「どうして？」

「キリエはね、ものすごく気難しいのよ。天才なのは間違いないんだけど、ジノとは違ったタイプの天才なのよねえ。自分が造った兵器を〝作品〟と呼んで、滅めつ多たなことでは使わせなかったわ」

「ハーシュタット大公でも？」

「そこがキリエの凄いところなのよ。早く遠征したかったお父様がキリエに浮遊城を使わせろと命令したんだけど、まだ未完成だという理由で、キリエは断固として許さなかった。突つっぱねた、って感じかな」

「へえ、キリエってヴァンパイアは大公の命令にも屈くつしないのか。しかし、どうしてそこまで浮遊城を使わせることを拒こばんだんだろう？」

「未完成の一城だけじゃ戦いくさに使っても、帰って来られない可能性が高いからだって。そんな状態で敵地に行ったところでまともに戦えないし、何より浮遊城という貴重な宝を、敵に贈おくるだけだって。その言葉に、お父様も納なつ得とくしたそうよ」

「成る程ほど、確かにその通りだ。キリエは案外、戦を知ってるね」

「まあね。技術開発局長になる前は、最前線に立っていた大将軍だし。戦をよく知ってるからこそ、お父様もキリエの言うことには耳みみを傾かたむけていたわ」

「成る程なあ。リンカーフォルの南にある白南関も本当によく出来ていた。あれでリンカーフォルは、少人数でも一軍と戦えるだけの防ぼう御ぎよ力を誇ほこっていたようなものだもんね」

「でも、キリエは変わりものだからねえ」

　そう言うヘネシーも、女侯こう爵しやくでありながら城下町の下流サロンで飲み歌い、辺境姫と呼ばれているのだ。そのヘネシーから変わりものと言われるキリエとは、どんなヴァンパイアなのか、ジノは非常に興味を抱いだいた。

「オレは確信したよ。公都軍対フェザーミルの戦いでワーテイスは、どんな手を使ってでも浮遊城を出してくるってね」

「な、どうして？」

「演出さ」

「へ？」

　ヘネシーが、ジノを見上げて言う。

　最近、ジノは急に背が高くなった。もう今のヘネシーでは、首が痛くなるほど顔を上げないといけないのだ。

「以前、公都でワーテイスの姿を見た時、相手を威い圧あつするように自分を飾かざり立てていた。間違いなく彼の性格は劇場型だ。そして手元には圧あつ倒とう的な兵器、浮遊城がある。使わない手はない。浮遊城で華か麗れいに出陣し、反逆するフェザーミル・リンカーフォル軍を、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめす。そうすることで自分が正統なる大公であることを国民に誇こ示じするつもりだろうね」

「ジノ、あなたはワーテイスが何か大きな手を使ってくるって、読んでたわね？」

　ジノはその瞳ひとみに驚きよう嘆たんを込こめて、ヘネシーと視線を交かわした。

「よく分かったね」

「あたし一人じゃあ、全然分からないわよ。でもね、ジノの考えていることだから、分かるんだと思う。だから、これだけの兵力が必要だったんでしょ？」

「そこまで読めたなら補足しておこう。どうしてワーテイスは、今の弱ったフェザーミルという絶好機に対して、何もしてこないんだと思う？　因ちなみに宮きゆう廷ていの挨あい拶さつが忙いそがしくて攻せめてこないなんていうのは方便だよ。実際、地じ盤ばん固めに動いていて忙しいとは思うけど、それが決定的な理由ではないね」

「え？」

　目をぱちくりさせるヘネシー。考えてみれば、確かにおかしいが、愚ぐ兄けいワーテイスが考えることなど、たかが知れている。

「やっぱり、浮遊城を動かす準備をしているからじゃないかしら」

「その通り」

　ジノはヘネシーに向かって拍はく手しゆした。

「幾いくらフェザーミルでワーテイスのことを偽大公と呼んだって、公都ではそうはいかないと思うんだ。大公、つまり国主不在の期間は短い方がいいし、そもそも前大公が第一継けい嗣しはワーテイスだと公言していたんだから、周囲はワーテイスを認めざるを得ない。しかし、ワーテイスが新大公としての立場を定着させるには、もう少し時間がかかる。オレの見立てだと、あと十ディエもすれば、公都から手紙が届くはずだよ」

「手紙？」

「そう。それも、ただの手紙じゃない。時間と場所を決め、雌し雄ゆうを決しようという内容。つまり戦書さ」

「ジノの見立ては、外したことがないわ。ワーテイスはいつ、どこで戦う気だと思う？」

「時は六メリア、一ディエ。場所はストーリア中央平原と見た」

「つまり、あと一メリアもないのね」

「うん。だから、練兵を急ぐ必要がある。リンカーフォルのターシャにも、そう伝えた。その時は、さすがにグレン伯はく爵しやくも参戦するだろうね」

「グレン様、味方になってくれるかな？」

「さてね。あの方の胸の内だけは、オレでも読めない」

　ジノは顎あごに手を当て、練兵場に目を向けた。




　それから十ディエ後。五メリア、二十六ディエ。

　残念ながらジノの読みは見事に空から振ぶりし、公都からの戦書は来なかった。

　だが、代わりに一頭の伝信鳥が南の方角から、凄すさまじい速さで飛んできたのである。

「何だ、あの速さは……尋じん常じようじゃない！」

　通信室にいた衛兵が、思わず叫さけぶ。

　伝信鳥は基本的にその地方の通信室に舞まい降りる。だが、伝信鳥は練兵場でジノと一いつ緒しよにいたヘネシーを視界に捉とらえると、そこから直滑かつ降こうして降り立った。その六本の足の一本には赤い布、もう一本には書簡が入った筒つつが括くくりつけられていた。

「フェザーミル領主ヘネシー様とお見受けいたします。私はリンカーフォル領主ターシャ様より遣つかわされました」

「リンカーフォルから？　それはそれは、ご苦労さま」

　ヘネシーの隣となりにいたジノが、伝信鳥の足から筒を抜ぬき取った。

「伝信鳥よ、我が城の通信室にて寛くつろがれるがよかろう」

　ヘネシーが、伝信鳥に声を掛かけた。

「有り難がたきお言葉。ここまで休みなしで飛んで参りましたもので……お言葉に甘えます」

　伝信鳥はちょこん、と頭を下げ、翼つばさを広げてフェザーミル城に向かって飛んで行った。

　ジノは筒から手紙を取り出し、ヘネシーに渡わたす。

　それに目を通したヘネシーは、思わず目を丸くした。

「何かあった？」

　隣にいたジノが、ヘネシーに訊きく。

「ターシャが近日中にこっちに来るそうよ。内容は……ジノの予言通りよ」

「やっぱり、そう来たね」

　ジノが口くち許もとを緩ゆるめながら、そう言った。

「まあターシャが将軍として、ヴァンパイアとして成長していれば、こうなるんじゃないかと思ってた。いい傾けい向こうだよ」

「ふーん、じゃあ、凶きよう報ほうではなさそうね」

「実際のところ、ギリギリだった。というよりも、幸運だったとも言える。あと一ディエ、ターシャがリンカーフォルに入るのが遅おくれれば、リンカーフォルの領民はアリューゼ軍を迎むかえ入れていたらしいからね」

「ええっ!?」

　リンカーフォル城からだと、フェザーミル城よりもアリューゼ軍がいた白南関の方が、圧倒的に距きよ離りが近い。それにも拘かかわらず、先にリンカーフォル城に到とう着ちやくしたのはターシャだったんだ。何な故ぜならアリューゼは大雨で足止めされたという。

　その結果、先に到着したターシャが、正式にリンカーフォルがフェザーミルの傘さん下かに入ったと大々的に公言したのである。そしてアリューゼはターシャによる必死の説得が奏功し、深緑色のヘルムを脱ぬいでターシャの軍門に降くだった。これによりリンカーフォルの村や町、そしてアリューゼ派だったものたちはイセントリク家の再興を諦あきらめ、ターシャに服従することを誓ちかったのである。

　これらの情報は逐ちく一いち、トレーフルを頭領とする〝影蛇〟によって、ジノの許に届けられていた。そして、これから起こるであろうことも。

「あたしにはジノが何を言ってるのか、全然分からないわ。だってターシャはもう将軍どころか、立派な領主じゃない」

「なあに、すぐ分かるさ」

　ジノは意味深にそう言い残して、練兵場を後にした。そしてこの日、一頭の伝信鳥が、南の方角からフェザーミルを訪おとずれた。その伝信鳥が運んできた手紙を読んだヘネシーは、仰ぎよう天てんし、直ちにジノの許へ向かったのである。







　　　第二楽章　漆しつ黒こく







　それから、三ディエ後。

　その一団は、馬車に乗ってフェザーミル城を訪れた。紅くれないの公国旗を掲かかげ、十数名の供回りを引き連れ、フェザーミル城の広場に入った。

　出で迎むかえたのはヘネシー、紅い仮面姿のジノ、ルシール、そして新将軍エデッサである。

　やがて、馬車が止まる。その中から現れたのは、ターシャ女子し爵しやくと、銀の髪かみに金の瞳を持つヴァンパイア、アリューゼ将軍だった。

「ヘネシー様……」

　ターシャが片かた膝ひざを突ついて挨拶する。その姿は、リンカーフォルの象しよう徴ちよう色の深緑色ではなく、フェザーミルの紅い軍服だった。

「ヘネシー様、そしてジノ様。お久しゅうございます。先の白はく南なん関かんの戦いの折は、お世話になりました。こうして再びお会いできて、光栄に存じます」

　アリューゼが片膝を突き、ターシャの横で拝手した。アリューゼは銀色の髪を一つに結ゆい下ろし、ターシャと同じ、フェザーミルの軍服に身を包み、紅のヘルムを持っていた。

「二人とも、長旅ご苦労。話は謁えつ見けんの間で聞くわ！」

「「ははっ！」」

　こうしてヘネシーの先導で、ターシャとアリューゼは肩かたを並べて謁見の間に入った。

　そこには文武百官、フェザーミルを動かしているものたち全すべてが揃そろっていた。

　ヘネシーは玉座に座り、その横にルシールとジノを置いた。正面にはターシャとアリューゼが、拝手敬礼し、片膝を突いた。

「さてと、早さつ速そく始めましょう。伝信鳥からの手紙にこの来訪の意図も書いてあったけれど、改めてその口から聞かせて貰もらおうかしら？」

　ヘネシーの言葉で一歩、前に足を踏ふみ出したのは、ターシャだった。

「は、ははっ。ヘネシー様より拝領致いたしましたリンカーフォルは、東に面する白はく麗れい山脈の鉱脈から金銀が溢あふれんばかりに採さい掘くつされ、入国税を取れる白南関があり、農地も広く、大変豊かな土地でした」

「うん、そうだろうね。リンカーフォルの歴史は長いもの。フェザーミルよりも、うんと豊かなはずよ。だからこそ、あの手紙の内容が分からないわ」

　ヘネシーが、少々怒ど気きを孕はらんで、言った。




『リンカーフォルの領主をアリューゼ・イセントリクに譲ゆずりたいというのは、どういうことかしら？』




　ざわざわと、辺りが騒そう然ぜんとなった。その内容から考えれば、無理もないことだ。

「ねえターシャ。私は次の戦いくさで、ターシャ率いるリンカーフォル兵に期待していたわ」

「そこなのです、ヘネシー様」

　ターシャの目の色が、変わった。

「歴史も伝統もあるリンカーフォルを、フェザーミルから来た余よ所そ者ものが治めることに反発するものが後を絶ちませんでした。つまり私の名前では、徴ちよう兵へい令れいに応じてくれるヴァンパイアが殆ほとんどいなかったのです。そこを助けてくれたのがアリューゼ殿どのでした」

「ということは、アリューゼはターシャに協力してくれたと？」

「その通りです。アリューゼ殿はリンカーフォルを奪だつ還かんすべしという兵を宥なだめ、時勢を説き、フェザーミルに味方するのが得策だと、兵だけでなく領民も説得してくれたのです」

「そうだったの……」

　アリューゼの父ゴダード・イセントリク子爵は、ターシャの父ライバー・ツェンペルトに討うたれている。その娘むすめ同士が肩を並べているという構図は、ヘネシーの目から見ても複雑な思いがあった。

「この度たびのお目通りはリンカーフォル領主を、未熟者の私からゴダード子爵のご息女、アリューゼに譲り、イセントリク家を再興して頂きたく、お願い申し上げに来ました」

　その場にいたものたちは、空気が割れるような錯さつ覚かくを覚え、悪お寒かんを感じた。

　ヘネシーの表情が、みるみる変わっていく。眉み間けんに皺しわが寄り、ぎり、と八や重え歯ばを擦こする音がした。何せそれは、リンカーフォル領主に任命したヘネシーの顔に泥どろを塗ぬるような言葉だったからだ。こうなることを承知でやって来たターシャだったが、ヘネシーが発する怒気が凄まじく、一いつ瞬しゆんでヘネシーに吞のまれてしまった。

「続きを、聞くわ」

　ヘネシーが、重々しく口を開く。

「あ、アリューゼ殿は、リンカーフォルの隅すみ々ずみまで知り尽つくし、領民からも信しん頼らいの厚く、文武両道の傑けつ物ぶつです。ここは無理に余所者の私がリンカーフォルを治めるよりも、勝手知ったるアリューゼ殿がゴダード子爵の跡あとを継つぐという形にした方が、早く兵を集められますし、リンカーフォル領民らが納なつ得とくするのです。どうか、お願いします！」

「あなたそれでいいの？　折角与あたえた領地を治めきれないからといって捨てるのは、私に対する冒ぼう瀆とくでもあるわ。降格ものの失態になるけど？」

　ヘネシーの全身から、怒いかりのオーラが漂ただよう。凄すさまじい怒気である。

　ルシールとエデッサは、こんなヘネシーを見たことがなかった。

「お、お𠮟しかりを受けるのは、百も、承知です。覚かく悟ごしております。しかし、このまま私がリンカーフォルを治めていても、民たみ一人、兵一人、納得しないのです。ならばいっそヘネシー様から勘かん気きを賜たまわってでも、民から信頼の厚いアリューゼ殿がリンカーフォルを治めるのが賢けん明めいだと判断しました。どうか、ご英断を！」

　額に滲にじむ汗あせを腕うでで拭ぬぐいながら、ターシャは懸けん命めいに弁明した。

「ふむ。では聞こう、アリューゼ・イセントリク」

「ははっ！」

　ターシャが下がり、代わりにアリューゼが前に出た。

　アリューゼもまた、ヘネシーの覇は気きに気け圧おされていた。

「私はそなたの父を殺した敵よ。恨うらみこそあれ、とても私に忠節を誓えるとは思えないわ。本当に、フェザーミルに忠誠を誓えると心の底から言えるの？」

「誓えます」

　即そく答とうだった。

　そしてアリューゼはヘネシーに向かって、凜りん然ぜんと言ってみせた。

「ターシャ様の父、ライバー大将軍と、私の父、ゴダードが矛ほこを交え、結果的にイセントリク子爵家は滅めつ亡ぼうしました。あの時、たった六名のフェザーミル軍に対し、私の兵たちは白南関の守りを捨ててリンカーフォル城に攻せめ入るべし、という意見が大多数でした。しかし私の心は、既すでにフェザーミルに投降しようと決まっていたのです」

「それは何故？　白南関にはまだ四十近くの兵がいたでしょう？　リンカーフォル城を取り返すのは、容易たやすかったと思うけど」

「正直に申し上げますと、前大公陛下が亡なくなられた時、私はワーテイスとは組まず、フェザーミルと同調すべしと父に訴うつたえました。何度も説得しました。しかし、その訴えは退けられ、私は白南関の守りを任じられ、アイザック将軍と交代させられました。その時点で、私は父に未来はないことを悟さとっていたのですが……」

「ではリンカーフォルの戦いの後、四十の兵を率いてリンカーフォル城を目指したのは、城を取り返すためじゃなかったの？」

「それは誤解です。寧むしろ、フェザーミルの軍門に降るために城に向かいました。理由は、先も述べた通りです。私はフェザーミルと戦うべきではない。共きよう闘とうし、北の偽にせ大公ワーテイスを討つべしという考えでしたので」

　さすがは、リンカーフォルの宝石と謳うたわれたアリューゼである。

　その弁べん舌ぜつは爽さわやかで、赤心すら感じた。

「そこで、ここにおられるターシャ様から、思わぬ申し出を受けたのです。ターシャ様は父の形見である魔ま矛ほこ〝片かた翼よくの天使〟を私に下さり、自分の代わりにリンカーフォルの領主になってほしいと仰おつしやりました。実は私も、今回のことで少々困こん惑わくしております。故ゆえに、ここはフェザーミルにて決めて頂ければと、恥はじを忍しのんで、ここに参上致しました」

「ふむ……」

　ターシャとアリューゼが、揃ってヘネシーに頭を下げた。

「ジノ、どう思う？」

　ヘネシーが、仮面姿のジノに助けを求めた。

「アリューゼ・イセントリク」

　ジノが、低い声でその名を呟つぶやく。

「ははっ！」

「キミの父ゴダード子爵と、ターシャの父ライバー大将軍を焼殺したのはこのオレだ。キミから見れば、ヴァンパイアの栄養源でしかない、ただのヒトだ。そのヒト如ごときに父を討たれたんだ。どう思う？」

「仕方がなかったかと」

「！…………」

　ジノは敢あえてアリューゼを煽あおる言い方をしたが、アリューゼは乗ってこなかった。

「フェザーミルの今後を考えますれば、リンカーフォルをたった二十で屠ほふったのは、その先にある偽大公ワーテイス戦を睨にらんでのことと存じます」

　ジノは、必死の形相で語るアリューゼの語り口を観察した。

　命いのち懸がけだった。

「私は白南関行きが決まったとき、ワーテイスに付くと言う父上に対し、ならば何があっても絶対に城を出ないようにと何度も釘くぎを刺さしておきました。しかし軍師の一手はリンカーフォルとフェザーミルによる泥どろ沼ぬまの決戦を避さけ、偽大公ワーテイスを討つための、最短かつ、唯ゆい一いつの、苦肉の策だったと存じます」

「ほう、そこまで読んでいるとは」

　ジノはアリューゼに対して、これは並のヴァンパイアではないと感じた。

「ライバー大将軍で父上を誘さそい出した手は、父の弱みを逆手に取った見事な策でした。ライバー大将軍に剣けんを抜ぬけと言われて、引き下がれる父上ではありません。故に、仕方がなかったと申し上げました」

　アリューゼの銀色の横髪がみが、さらりと頰ほおに零こぼれた。

「さすがはゴダード子し爵しやくのご息女。しかし、その偽大公ワーテイスとの戦いで、我らを裏切らないという確証には至らないよ。故にオレはこのままターシャに、リンカーフォル領主の責務を全まつとうして貰うべきだと思うけど」

「信用されなくて当然だと思います。私が軍師の立場でも、私を信用しません」

　アリューゼは静かに立ち上がり、軍服のスリットからナイフを取り出した！

　周囲に、緊きん張ちようが走る。

「ちょっ、アリューゼ、何を──！」

　狼ろう狽ばいするターシャに、にっ、と微笑ほほえみ、アリューゼは左手で後ろ髪を搔かき上げ、右手に持ったナイフでばっさりと髪を切った！

　はらはらと、アリューゼの美しい銀の髪が、絹糸のように床ゆかに落ちる。そしてナイフを床に据すえ、左手で摑つかんだ銀の髪は、ヘネシーに差し出すように置いた。

「この程度で私の覚悟を示したことにはならないでしょう。しかし、私は父上に偽大公ワーテイスに仕えるのを反対し、白南関の防衛を命じられました。これは追放されたも同然の扱あつかいです。リンカーフォルを下さい、などとは申しません。ストーリア公国のため、そして名門イセントリク家の血筋を絶やさんがため、正当なるヘネシー様にこの身を捧ささげたい。その一心です」

　ジノが、アリューゼの瞳ひとみを覗のぞき込む。

　森の中の湖のように静かな瞳の中に、瑕か疵しのない、強い意志が宿っていた。

　イセントリク家は〝始まりのヴァンパイア〟と呼ばれている大公家の分家にあたる。その証しよう拠こがヘネシーと同じく特とく徴ちよう的な、銀色の髪である。万が一、大公家に何かあれば、イセントリク家から養子を貰うという制度も確立されている。

　そのイセントリク家を滅ほろぼしたのは大公家筋にあたるヘネシーだ。ストーリア公国として物事を考えれば、イセントリク家を再興させるのは悪い選せん択たくではないとジノは思った。

「辺境姫様、ターシャとアリューゼの嘆たん願がんを聞き入れよう」

「!!」

　ジノの言葉に、また辺りがざわめいた。

「どんな形で？」

　ヘネシーが、ジノに問う。

　ジノは紅あかい仮面をターシャに向け、首を振ふって口を開いた。

「ターシャの行いは辺境姫様に対する立派な不敬罪だよ。だからターシャの爵位を一つ下げて女爵とし、フェザーミルの将軍に格下げする。リンカーフォルはゴダード子爵の後あと継つぎであるアリューゼに継がせるけど、フェザーミルの麾き下かに入って貰もらう。この条件が吞のめるかな？」

　憤ふん懣まんを込こめて、ジノが言い放つ。それは言葉こそ乱暴だが、ターシャに罪があれば必然的に降格は免まぬかれない。誰だれもが納得のいく処しよ遇ぐうであり、ターシャとアリューゼの二人は揃そろって「はい」と短く返し、ジノの言葉に頭を下げるばかりだった。

「アリューゼは敗軍の将とはいえ、あのリンカーフォルの戦いに参戦していなかった。そして、私への恭きよう順じゆんの意志も見せている。ならば、決まりね」

　ヘネシーは立ち上がり、ターシャとアリューゼに告げた。

「それではターシャ・ツェンペルト！　あなたの爵位を一つ下げて女爵とし、フェザーミルの将軍からやり直して貰うわ。そしてアリューゼ・イセントリク。あなたは私と同じ銀の髪を持つ一族。私の麾下に加わるならば、その気高き心に免めんじ、リンカーフォル領主としてイセントリク家の復興を許すわ！」

『!?』

　その声に、ターシャとアリューゼが二人揃って、顔を上げた。

「但ただし、序列ははっきりさせておくわ。リンカーフォルはフェザーミルの麾下に入り、私の命令に従うこと。上納金も取るわ。それでも良ければ、今後はアリューゼ・イセントリク女子爵として、リンカーフォルの領主になりなさい。いいわね？」

『は、はは──っ！　有り難がたき幸せ！』

　ターシャとアリューゼが、声を揃えた。そして互たがいの肩かたに手を置いて片かた膝ひざを突つき、涙なみだを流してヘネシーの温情を嚙かみ締しめた。

「よかったな、アリューゼ！」

「有り難う、ターシャ」

　どうやらいつの間にか、二人の間に奇き妙みような友情が芽生えていたようである。

「全く、アリューゼはともかく、降格させられたターシャが何で〝有り難き幸せ〟なのよ」

　そう嘆たん息そくしつつ、口くち許もとを緩ゆるめるヘネシー。ターシャは涙を拭ふき上げ、ヘネシーに言上した。

「私は父の手て柄がらで女子爵を賜たまわりました。これは過分であり、今はここフェザーミルの方が、心地ようございます」

「あーもー、変わってるわね、あなたも」

「勿もつ体たいなきお言葉」

「褒ほめてないわよ」

　暖かな風が、謁えつ見けんの間を包み込んだ。

　そして実は、この沙さ汰たで最も肩の荷が下りたのは、エデッサだった。彼は将軍に抜ばつ擢てきされたものの、七〇〇もの兵力をどう扱あつかいっていいか、戸と惑まどっていたのである。

　しかし、ターシャが将軍としてフェザーミルに戻もどって来てくれるなら、どれだけ頼たよりになるか。そう感じていたのはエデッサだけではなく、他のものも同様だった。

　ただ一人、この事態を予見していたジノを除いては。

　因ちなみに、アリューゼをリンカーフォルの領主にするというのは、ジノの献けん策さくによって既に決まっていた。しかし、ただターシャとアリューゼを交こう換かんさせるというのは、周囲を落らく胆たんさせる恐おそれがあった。それ故、ターシャに降格という罰ばつを与あたえる形にしたのだ。

　こうすることでフェザーミルのものたちに対し、ごく自然にターシャが先の恩賞を辞退し、アリューゼがリンカーフォルの領主に任じられた、という印象を与えたのである。

「ところでアリューゼ、あなたがリンカーフォルの領主になったら、きっと領民もあなたを応おう援えんすると思うの。あと一メリアで、どれだけ兵を集められる？」

　ヘネシーの問いに、短たん髪ぱつになったアリューゼが再び顔を上げた。

「五〇〇以上は即そく座ざに集められるかと存じます。これまでは公都の手前、城の兵数を抑おさえてきましたが、今は、その縛しばりがありませんので」

「さすがリンカーフォル。お金あるのねえ……」

「しかし、これは全すべてヘネシー様の兵です。私はイセントリク家の再興を許されましたが、紅の公国旗を降ろす気はございません！」

　アリューゼが、再びヘネシーに頭を下げる。

　だが次の瞬しゆん間かんには、その瞳でしっかりとヘネシーを見み据すえていた。

「さすがはあのゴダード子爵のご息女にして、リンカーフォルの宝玉と謳われるだけあるわね。味方になってくれて有り難がとう。共に偽大公ワーテイスを討うち、この国に永遠の平へい穏おんをもたらしましょう」

　ヘネシーは玉座から立ち上がり、アリューゼの前に立つと、その手を取った。

　その瞬間、アリューゼの瞳が涙で溢あふれた。

「勿体なきお言葉。このアリューゼ、ヘネシー様に生しよう涯がいの忠誠を誓ちかいまする！」

　涙ながらにヘネシーの手を取るアリューゼにジノはわざと憮ぶ然ぜんとした態度を取り、アリューゼに言った。

「その言葉にもし偽いつわりあらば、フェザーミルの軍師として、必ずオレがキミの首を取る。それは理解しておいてほしい。李り下かに冠かんむりを正さず、という言葉がある。疑わしい行動をしたなら、オレはそれだけでキミを罰するつもりだ。気をつけて行動するように」

「うう、は、はい。イセントリク家の再興を許され……私は何があろうとヘネシー様を主あるじと仰あおぎ、お望みとあらば盾たてとなり、先兵となりましょう！」

「よく言った、アリューゼ女子爵。決戦の日は近い。それまでにアリューゼは五〇〇といわず、可能な限り兵を集め、練兵しておくように」

「はい、有り難うございます、軍師！」




　こうしてアリューゼは、ヘネシーの軍門に降くだり、リンカーフォル領主として女子爵の位をヘネシーから与えられ、領地に帰っていった。
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「はー、参ったわ」

　翌日。司書室のジノの許を訪おとずれたヘネシーは、お気に入りのソファに腰こしを落としてそう言った。

「ターシャが戻り、アリューゼが降ってくる。何これ。全部ジノがターシャをリンカーフォルの領主にした時に、言ってた通りじゃない」

「ははは、まあ、いいじゃないか」

　ジノは平然と蔵書室から持ってきた本に目を通したまま、ヘネシーに言い返した。

「でも、何で分かったの？　ターシャだって、頑がん張ばればリンカーフォル領主として、上う手まくやれたはずよ？」

「うん。オレもそう思ったよ。ただ、それはアリューゼがいなければの話だよ」

「!!」

　ヘネシーが、はっとして口を開いた。

「そっか、前領主ゴダード子爵の娘むすめが生きてるんだもんね。リンカーフォルに残された重臣たちなら余よ所そ者もののターシャより、アリューゼを推おすと読んだのね!?」

「ゴダード子爵は、思った以上にリンカーフォルで好かれる領主だった。もしターシャがリンカーフォルの玉座に拘こだわれば、内戦は必至だっただろうね。そうなるとリンカーフォルは、ワーテイス戦どころじゃなくなる」

「そっか、ジノには全部、見えてたんだね」

「フェザーミルとしても、エデッサ将軍だけでワーテイス戦に突とつ入にゆうしたくなかった。だから、ターシャには戻ってきて貰いたかったんだ」

「そこまで考えてたの!?」

「当然だよ。しかも今のターシャは、僅わずかな間だったけど領主を経験して、頭の痛い思いをしたはずだ。以前よりも成長しているよ」

「ははあ……」

　ヘネシーは改めて、ジノの深しん謀ぼう遠えん慮りよに感心した。

「とにかくこれで全てが丸く収まったことになる。アリューゼは知勇兼けん備びの将。来きたるワーテイス戦では獅し子し奮ふん迅じんの働きをしてくれるだろうね。これでやっとワーテイスと、いや、公都軍と五分に戦えるようになったんだよ」

「公都軍……お父様が残した、黒の軍団。ストーリア公国における精せい鋭えい中の精鋭かあ」

「そこなんだよ。敵は浮ふ遊ゆう城じようだけじゃない。オレらがまず攻こう略りやくしなきゃならないのは【繊せん美びの】大将軍カルウラだ。オレはカルウラ将軍を知らないけど、たった三〇〇程度の兵で大陸中を恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落としたんでしょ？　フェザーミル兵七〇〇くらいなら、余よ裕ゆうで勝てる相手だと思っているはずさ」

「うん。カルウラは一見そんな豪ごう傑けつには見えないけど、剣けんの腕うでは間ま違ちがいないわ」

「だからこそ、こちらは兵力が必要だった。これで公都軍とだけなら五分に渡わたり合えると思うけど、まだ確実じゃないね。グレン伯はく爵しやくの出方次し第だいでは、大敗北を喫きつするよ」

「うーん……」

　ヘネシーが唸うなった。

「何より、浮遊城を攻略するとなると、グレン伯爵が中立ではなく、こちらの味方についてくれないといけない」

「何でそう断言出来るの？」

　ジノは司書室の扉とびらの横が定位置となったトレーフルに目を向けて、話し始めた。

「トレーフルからの報告によると、シルバーキープは対攻こう城じよう戦せん兵器を持っているらしい。野戦ではフェザーミル・リンカーフォルの連合軍が当たるけど、浮遊城だけは、グレン伯爵が頼りなんだよ」

「対攻城戦兵器!?」

「勿もち論ろん、これも【放ほう逸いつの】発明家キリエの〝作品〟らしいけど、これで攻こう撃げきされたら浮遊城といえども、決して安全じゃない。ワーテイスは大いに慌あわてるはずだよ」

「でも、その肝かん心じんのグレン様が、まだ味方になってくれるか……」

「なってくれるさ」

　ジノは椅い子すを置き直し、ヘネシーに身体からだを向けた。

「公都でワーテイスが、またやってくれたよ」

「は？」

「公都ストーリア城は五重の外がい壁へきに守られた堅けん固ごな城じよう塞さい都市だ。その一番外側の第四層にヒトを住まわせていたっていうのは辺境姫様も知ってると思うけど、ワーテイスはこの土地をヒトから取り上げて内うち堀ぼりに流れる水を堰せき止め、そこにヒトを追いやったらしい」

「何ですって!?　そんなことをしたら──」

「そう。今、公都のヒトは疫えき病びようが蔓まん延えんし始め、急速に数を減らしているんだ」

「ど、どうしてそんな馬ば鹿かな真ま似ねを!?」

「ワーテイスは公都の貴族に自分を認めさせるため、新たな土地を彼らに与えようとした。でも公都第三層までにそんな土地はない」

「だから第四層に住むヒトを、堀の中に追いやったと？」

「そういうこと。公都第四層は畑が潰つぶされ、廏うまやは焼かれ、その跡あと地ちに公都の貴族たちが、別べつ荘そうを建てているらしい」

「あの馬鹿……信じ難い暴挙だわ」

　ヘネシーが、吐はき捨てるように呟つぶやいた。ジノは「ごもっとも」としか、返事のしようがなかった。

「公都第四層を守る内堀はストーリア川から引いてきていて、公都第四層の畑や、牧草地帯に水を送る役目を担になっていた。これが堰き止められちゃったんだから、公都第四層の畑や家か畜ちくは全ぜん滅めつさ。公都のヒトは約五万人いるって話だけど、彼らは突とつ如じよとして、自分たちが住む場所も、食べるものもなくなってしまった」

　それを耳にしたヘネシーも、語るジノも、忸じく怩じたる思いを抱いだかずにはおれなかった。

「おまけに高い城じよう壁へきが邪じや魔まをして空堀には日が差さないらしい。お陰かげで公都のヒトは汚お泥でいの中に木材を持ち込んで、家畜以下の生活を強しいられている。疫病が蔓延するのは当然だし、それを治ち療りようする薬もない」

「酷ひどい……何てことを……」

「これを救ってあげられるのは、辺境姫様しかいない」

「そうね。グレン様にもこの事実を伝えよう。そうすれば少しはグレン様の心も、こちらに動くかも」

「公都の惨さん状じようは既すでにトレーフルに命じて、グレン伯爵にも伝信鳥を送った。このままだと、公都からヒトがいなくなるかもしれない。となると次は東西南にヒトを送れ、って命じてくるだろうってね」

「さすがジノ。手を打つのが早いわ」

「オレもヒトだから。同じヒトが苦しんでいる様を放ほうってはおけないさ」

「そうだよね。ジノは今までずっと、ヒトの身を案じてきたもんね」

「キミらヴァンパイアが同どう胞ほうを想おもうのと同じで、オレもヒトを大事に考えてる」

「それは、ジノがヴァンパイアになっても変わらないのかな？」

「多分ね。でも、ヒトたちはオレを見る目を変えるだろうけど」

「ジノはあたしだけじゃなく、ヒトの救世主にもならなきゃいけないわ」

　ヘネシーが、意味深なことを言った。

「ヒトの救世主？」

「あなたはフェザーミルでやってみせたじゃない。様々な道具や採血具を作って、ヒトをなるべく死なせないような政策を幾いくつも成功させてきたわ。お陰でフェザーミルのヒトはストーリア公国で最も健康的で、しかも東西南北の中で唯ゆい一いつ、人口が増えているのよ？」

「！……そっか、それは朗報だよ。それはヒトが無む闇やみに死んでいない証しよう拠こだね」

「ええ、その通りよ。ルシールが言ってたわ。ジノが侍従贄フイーズになる前は五〇〇〇を割っていたヒトの数が、今では七〇〇〇を超こえたそうよ」

「それは良かった。本当に……」

「あたしたちヴァンパイアにとってもね。ヒトの数が増えれば、それだけ新しん鮮せんな血液にありつけるもの」

「でも、未いまだに公都やシルバーキープは、昔のフェザーミルのように、ヒトから生き血を絞しぼり取ってるんだよね？」

「多分……そうだと、思うわ」

　ヘネシーは胸をぎゅっと押さえ、言葉を詰つまらせた。採血具を使っている今は別だが、それまで自分らがどんなに残ざん酷こくな手法でヒトの血を得てきたのか、そしてそれが、今でもストーリア公国内で行われていることを思うと、ヘネシーは胸が苦しくなった。

　ヘネシーがジノという稀け有うなヒトと出会わなければ、そんな感情は抱かなかっただろう。

「リンカーフォルには採血具を送り、使い方を教える。既にターシャがアリューゼに伝えてるかもしれないけど、リンカーフォルでも今後は無意味にヒトを殺さないよう、辺境姫様からも命じてほしい」

「勿論よ」

　ヘネシーは椅子に座っていたジノの背後に立つと、ぎゅっ、とジノの背中を抱だき締しめた。

「辺境、姫様？」

　唐とう突とつだったので、動どう揺ようするジノ。

「もうすぐ、最大の戦いが始まるのよね」

　ジノはヘネシーの二の腕に手を置き、呟いた。

「この戦いの勝利者が、正統なる大公だよ」

「仮に勝ったとして、あたしに大公が務まるかな？」

　珍めずらしく、弱音を漏もらすヘネシー。

　ジノはヘネシーでも、そんな思いを抱くことに、驚おどろきを禁じ得なかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。辺境姫様には、ルシールやヴィオラがいる。ターシャやアリューゼがいる。そして何よりオレがいる。何の心配がある？」

　ジノはヘネシーを励はげますように、力強くそう言った。

「……そうよね。みんながいるし、アリューゼらリンカーフォルもいる。ジノ、ずっとあたしの側そばにいてね」

「当たり前だよ。オレは辺境姫様の侍従贄フイーズなんだから」

「うん……それが一番、心強いや」

「有り難がたきお言葉、恐きよう悦えつ至し極ごく！」

　そして二人は、なぜだか可お笑かしくなって、声を上げて笑った。

　先のリンカーフォルの戦いは壮そう絶ぜつなものだったが、次のワーテイス戦は正しよう真しん正しよう銘めい、正々堂々の白兵戦になるとジノは読んでいた。

　かつてグラファリア大陸を震ふるえ上がらせた〝黒の軍団〟と戦うのである。ジノの想像よりも練兵は順調に進んでいるし、リンカーフォルもイセントリク家の正統なる後こう継けい者しやアリューゼの許もとで纏まとまり、頼たよりに出来るだろう。

　それでも苦戦する。ジノはそう想定しておきたかった。そして、戦場に立つ前に、ジノは心の底から笑っておきたかった。きっとヘネシーもそうに違ちがいない、と思いながら。

「ジノ」

「何？」

「隙すきあり！」

「え──」

　ジノが返事をする前に、ヘネシーの八や重え歯ばがジノの首筋に突つき刺ささった。じゅるる、という音と、こくん、こくんと喉のどを鳴らす音が入り交じり、ジノは強きよう烈れつな悦えつ楽らくに包まれた。

「こ、こんな、ときに、うっ……」

「はむはむ……うん……ああん……」

　嬌きよう声せいを上げる二人。

　ジノはヘネシーの手を、力ちから一いつ杯ぱい握にぎりしめる。

　ヘネシーも、額に汗あせを滲にじませて、ジノの血を堪たん能のうした。

「ぱはーっ！」

　やがて、ヘネシーが牙きばを抜ぬく。

　ジノは息を荒あららげて、椅子にぐったりともたれ掛かかった。

「何で……急に……」

　ヘネシーは逆に艶つややかな肌はだを獣じゆう脂し蠟ろう燭そくの光に当てられて輝かがやかせ、その美しい銀の髪かみを乱れさせたまま、ソファに横になった。

「んふ。だって、今のうちじゃないと、ジノの美お味いしい血を味わえないでしょ」

「それは、そうかもしれないけど……こんな、強ごう引いんに……」

「なんかジノって」

「はぁ、はぁ、なに？」

「襲おそわれちゃった女の子みたい」

「襲われちゃった、ってところまでは、正解じゃないか」

　ジノは自分の身体の中から、すうっと喜悦が抜けていくのを感じていた。

　血を吸われて頭がぼうっとする中で、こんなのんびりした時間を味わえるのも、今だからなのかもしれないと思い直していた。

「とにかく、今は、グレン伯はく爵しやくを、こちら側に引き入れるために、動かなきゃ。ワーテイスは、グレン伯爵が味方だと信じ込んでいるから、次の戦いくさに出しゆつ陣じんするよう命令する。そしてグレン伯爵も、その命令には逆らえない」

　ジノの息は、まだ少し乱れていた。

「それは、グレン様がワーテイスを大公として認めているからなの？」

「いや、そうじゃないよ。シルバーキープは、ワーテイスに付こうが辺境姫様に付こうが、否いや応おうなしに出陣せざるを得ない」

「え、どういうこと？」

「もし、ワーテイス対フェザーミル・リンカーフォル連合軍の戦に、シルバーキープが参戦しなかったら、どちらが勝ってもシルバーキープの立場は危あやうくなる。仮にワーテイスが勝とうものなら、きっとあの馬鹿はシルバーキープに黒の軍団を送り込むだろうね」

「戦に味方しなかった腹いせね。いかにもあの馬鹿兄のやりそうなことだわ」

「そして辺境姫様が勝った場合。フェザーミルはともかくとして、参戦しなかったシルバーキープは、戦でフェザーミルを助けたリンカーフォルよりも序列を落とさざるを得ない。そうしなければ、誰だれも納なつ得とくしないでしょ？」

「確かに、あたしの方針は一いつ貫かんして、身分、種族に関係なく、活かつ躍やくしたものを取り立てるっていうものだからね。もしシルバーキープが参戦しなければ、何の手て柄がらも立てていないシルバーキープを、序列を一番下にしなきゃ、示しがつかないわ」

「グレン伯爵は聡そう明めいで律りち儀ぎなヴァンパイアだからこそ、思おもい悩なやんでいる。そうでなければヴィオラを幽ゆう閉へいしたりしていないだろうし、何より、とっくに兵を興おこして自ら公都に攻せめ入ってるだろうからね」

「何度も言うけど、グレン様とは戦いたくないわ。お父様を失った今、グレン様は第二の父と言える存在だから」

「ワーテイスも辺境姫様と同じ気持ちなら、グレン伯爵はワーテイスに味方しただろうけど、先の手紙で辺境姫様、ゴダード子爵、グレン伯爵に十億エルを要求したことで、そんな気持ちなど、さらさらないことが証明された」

「あたし、ワーテイスを討うつわ。いつまでも、あんなのに国を任せておけないもの！」

「その調子だよ、辺境姫様。キミが揺ゆらいだらダメだ。泰たい然ぜんと根を下ろす大樹のような、断固たる意志を胸に持って、ワーテイスに立ち向かうんだ」

「うん」

　ヘネシーは力強い返事をした。

　ジノもヘネシーなら、いい大公になれるということを、微睡まどろみながら感じていた。
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　それから更さらに二十ディエほどが過ぎた。

　ＭＧ〇五七六、六メリア、二十ディエ。

　一頭の伝信鳥が、フェザーミルを訪おとずれた。

　その足には黒の布と、書簡が収められた筒つつが括くくり付けられていた。

　黒は大公の象しよう徴ちよう色である。つまり、この伝信鳥は公都からやってきたものだ。通信士がそれに気付き、急いで書簡を司書室にいたヘネシーに届けた。

　その場にいたのはジノ、ターシャ、ルシール、トレーフルだった。

「ついに来たわね」

　ヘネシーが、大公印が練り込まれた蠟を叩たたき割ると、その中を検あらためる。

　紛まごうことなく、戦書だった。

「来きたる七メリア、一ディエ、ゼロハル（時）。ストーリア平原にて愚ぐ妹まいであり逆ぎやく賊ぞくヘネシー・ストーリアとの雌し雄ゆうを決することを望む。我こそ、七代目大公ハーシュタット・ストーリアの正統なる後継者である。それを国内に示してくれる。覚かく悟ごして参陣せよ。第八代目ストーリア公国大公ワーテイス・ストーリア……だそうよ」

『一メリア遅おそい！』

　ジノが、まるでワーテイスの側近のように叫さけんだ。

「あはは、ジノの予想が珍しく外れたね」

「ここまで馬ば鹿かとは思わなかった！　お陰かげでこっちは充じゆう分ぶんな練兵もできたし、リンカーフォルなんか一二〇〇もの兵を集め、練兵を行い、出陣を今か今かと待っている。グレン伯爵もワーテイスの愚ぐ鈍どんさには呆あきれているだろうね！」

「そうね。グレン様のところへ遠交に行ってるヴィオラから未いまだに便りがないのは不安だけど、あたしたちはいつでも戦えるわ！　そうよね、ターシャ？」

「ははっ。今のフェザーミル軍は、あたしや軍師の命令を忠実に実行出来ますよ」

　ジノは落ち着き払はらってそう言ったターシャこそ、この一メリアで最も成長したヴァンパイアだと思っていた。こうして司書室に顔を出しているのが、何よりの証しよう拠こだ。

　以前はもっとトゲトゲしかったが、将軍という地位に慣れたせいか、甘さが消え、その瞳ひとみには闘とう志しが宿り、上官であるジノをヒトだと侮あなどらなくなった。

「軍師、話を始める前に、やっぱり一度、改めて言っておきたいことがあんだよ」

　ターシャが、出し抜けにそう言って、皆みなを怪け訝げんな表情にさせた。

「うん？　何？」

　ターシャは、ジノ、ヘネシーらの前で、驚くべき行動に出た。いきなりその場で両りよう膝ひざを突くと、両手を床ゆかに付けて頭を下げたのだ！

「ちょっ、いきなりどうしたんだよ!?」

　ターシャの突とつ然ぜんの行動に一番驚いたのは、ここまで軍事局のものとして、共に兵を鍛きたえ上げた軍師ジノだった。

「あたしが未熟だったせいで、これまで軍師やルシール局長、そして何より、ヘネシー様にどれだけ迷めい惑わくをかけてきたか……リンカーフォルの領主を勝手に辞やめたのに、フェザーミルで将軍にして貰もらったんだ。ここで軍師やヘネシー様、ルシール局長に、改めて詫わびたかったんだ。本当に、申し訳ありませんでした！」

　言葉を失い、顔を見合わせるヘネシーとルシール。

　二人は困こん惑わく顔だったが、ジノだけは違った。ジノは片膝を突き、床すれすれまで頭を下げるターシャの背中に、ぽんと手を置いた。

「キミのその行動こそ、成長の証あかしだと思う。ターシャは立派なフェザーミルの将軍なんだ。その責務は大きい。何せライバー大将軍がこれまでやってきていたことを、ターシャがやらなきゃならないんだ。その分、期待も大きいってことを忘れないでね」

「軍師……有り難う、ございます……」

　ターシャは、ジノに対する今までのこと全すべてに、謝罪しているんだと、誰もが思った。

　何せ、この場にいるものたちの中で、最後までジノの才能を認めなかったのは、他ほかならぬターシャだった。

　父親のライバー大将軍をバトリアで破ったときですら、ターシャはジノをまだ知ち恵えをつけたヒト程度にしか見ていなかったし、それはジノも織り込み済みだった。

　だからこそ、リンカーフォルの戦いではターシャを作戦から外したのである。

　ジノは本来なら鐘しよう楼ろうを抑おさえ、時告げの鐘かねを鳴らさないようにしたエデッサの役を、ターシャにやって貰いたかったのだ。ターシャであれば寡か兵へいでも、フェザーミルからの応おう援えんが来るまで上う手まく立ち回り、白南関のアリューゼと互ご角かくに渡わたり合えたはずだ。

　しかしジノは、いやライバー大将軍は、この重要な役をターシャではなく、その下の伍ご長ちようエデッサに託たくした。理由は単純である。あの時のジノはターシャを、ターシャはジノをと、互たがいに信の置けないものだったからだ。ターシャが一方的にジノを認めないのだから、ジノとしては、どうすることも出来なかった。

　それもひっくるめての、この謝罪だとジノは受け止めた。

「ターシャ、改めて訊ききたい。オレを認めてくれた？」

「はい。フェザーミルの軍師はジノ殿どのをおいて他になしと、深く胸に刻み込まれております。何なに故ゆえ、この気持ちをもっと早く抱いだけなかったのか……今はただ、汗かん顔がんの至りです」

「そう言ってくれただけでオレは満足だよ。ターシャは、フェザーミルとしても、オレが立てる軍略の中でも、欠かせない存在なんだ。これからはオレと共に、辺境姫様を助けていこうね」

「ははっ、有り難がたきお言葉。このターシャ・ツェンペルト、父の名に恥はじぬ将軍になってみせまする！」

「そうなって貰わなきゃ困るんだ。今度の相手は、容易たやすくないからね」

「今後、軍師とヘネシー様の期待は裏切らないことを、黒こく炎えん神しんヴェルフレイムに誓ちかいます。そして、お二人のためならば、この頸くびを刎はねられても文句はありません！」

「そうならないように策を練るのが、オレの役目さ」

　ターシャとジノの視線が交こう錯さくし、自然と二人は笑えみを浮うかべた。二人の姿に、ヘネシーとルシールも笑顔を交かわした。

　ジノは今後、ターシャといがみ合うことはないと感じ取った。それどころか、軍師ジノの戦略を、今やフェザーミルで最も武力を持つターシャが忠実に実行したらと思うと、その場のものたちの胸が熱くなった。

「さあ、フェザーミル随ずい一いちの将が、いつまでもそんな格好じゃ示しがつかないよ」

「有り難う、軍師！」

　平へい伏ふくしていた時とは一転し、ターシャは口くち許もとを緩ゆるめて立ち上がった。その凜りんとした姿は、ジノが今まで見てきたターシャの姿の中で、最も輝かがやいていた。

「そうだ、ヘネシー様とみんなに、アリューゼからの報告をしなきゃな」

　ターシャが、思い出したかのように言った。

「アリューゼさんが、何か言ってきたんですか？」

　ルシールが、ターシャの言葉に反応した。

「悪い話じゃねぇぜ、ルシール局長」

　それからターシャは、アリューゼと個人的にやりとりをしていることと、今のリンカーフォルの状じよう況きようを説明してくれた。何せ、アリューゼにとってターシャは、先の戦いで没ぼつ落らくしたイセントリク家を再興できた大恩人である。ターシャからしてみればアリューゼにそんな恩を売るつもりはなく、二人は友として互いに敬意を払って接していた。

　そのターシャによると、アリューゼはヘネシーから正式にイセントリク家再興を許された後、即そく座ざに動き出し、内政局、軍事局などに介かい入にゆう、リンカーフォルの実権を手にした。

　アリューゼは人心を落ち着かせることを第一とし、その後は、ヘネシーへの忠節を形として示すため、リンカーフォルの外交局からフェザーミルへ多額の上納金が贈おくられた。

　フェザーミルは、全ての歯車が嚙かみ合った、最高の状態だった。

「さてと、あの馬鹿兄にどう返答してやろうかしらね。フェザーミルがまだ田舎いなかだと侮っているようだけど」

　ヘネシーが、ルシールに目を向けた。

「正直に申しあげて、ジノ様のご助言により、フェザーミルは急速に発展しております。特に領内各地から物資が集まるルシールの街は、今も拡大していく一方です」

「ならば、あたしたちは存分に戦えるわね？」

「何の憂ゆう慮りよもありません！」

　ルシールは力強い微笑ほほえみと言葉を以もつて、ヘネシーの質問に応こたえた。

「よし、なら決まりね。この戦い、堂々と受けて立ちましょう」

「その戦書の返答は辺境姫様に任せるよ。ルシールは兵へい站たんの準備を頼たのむね」

　ジノの声は陽春の風のように柔やわらかく、溶とけるように耳に入って来る。

「お任せ下さいっ！」

　ルシールは眼鏡を直しつつ、胸の高鳴りを悟さとられぬよう、大きな声と満面の笑みのジノに応えた。

「ターシャはリンカーフォルに連れん絡らくし、白南関に兵一〇〇、城に信しん頼らいできる将軍一人と二〇〇の兵を置き、残り全軍でフェザーミルに来るよう伝えるんだ」

「承知した……と言いたいところだけどよ、リンカーフォルには今や一二〇〇の兵がいるんだぜ？　三〇〇も領地に残すのか？」

　ターシャが首を傾かしげながら、ジノに訊いた。

　彼女の髪かみの長さは、ジノとさほど変わらない。武人として髪が長いのは弱点でしかないと、敢あえてそうしているという。

「九〇〇もの援えん軍ぐんがあれば上々だよ。それよりオレが危き惧ぐしてるのは、万が一、グレン伯はく爵しやくが敵に回ったら、どういう動きをするか、だよ」

「!!」

　その言葉に、ヘネシーやターシャらは、背筋に冷たい水を一いつ滴てき落とされたかのように、びくんと身体からだを揺ゆらして、時が止まったかのように固まった。

「ジノは、どう考えているの？」

　ヘネシーの問いに、ジノは冷静に答えた。

「もしオレがグレン伯爵で、ワーテイス側に付いたとしたら、手て薄うすになるリンカーフォルを狙ねらう。そこから一気にフェザーミル領内に侵しん攻こうし、ストーリア平原から辺境姫ひめ様の退たい却きやくを余よ儀ぎなくさせるね」

「うう、そ、そんな手を打たれたら、どうにもならないじゃない！」

「だからリンカーフォルに総勢三〇〇の兵を残しておけば、簡単にリンカーフォルは抜ぬけなくなる。その間にオレたちはワーテイスを討うち、シルバーキープになだれ込む！」

「軍師……シルバーキープ軍は、確か二五〇程度だろ。防衛戦で三〇〇も残すのは、ちょっと多すぎないか？」

　ターシャが、止まった時を動かした。

「それは公こう称しようだよターシャ。トレーフル、報告を」

　急に名を呼ばれ皆の注目を集めるトレーフル。ジノが〝影かげ蛇へび〟という間かん諜ちよう組織を作り、神しん出しゆつ鬼き没ぼつのメイド長、トレーフルをその頭領に据すえたのは既き知ちの事実だった。

「ジノ様の予想通りでした。報告では確かにシルバーキープ城には公称通り、二五〇程度しかいないようです。しかし、その東にある白はく麗れい関かんには、四五〇もの兵が常じよう駐ちゆうしているとのことです」

「何ですって!?　じゃあ、シルバーキープの戦力は……七〇〇!?」

　ヘネシーが思わず目を見開いた。

「それくらいはあると思っていたよ。何せ東の白麗関はリンカーフォルの白南関よりも巨きよ大だいで、しかもオーガの国ベーゼと幾いく度どとなく交戦している。この軍こそ、シルバーキープの本命だろうね」

「まさかとは思うけど……ジノは最初からこのことを予測していたから、フェザーミルも兵七〇〇になるよう徴ちよう兵へいしたの？」

「オレとしては白麗関は三〇〇程度だと思ってたからね。そんなに多いとは思わなかった。七〇〇にしといて正解だったかな」

　ジノが、ほっ、と胸を撫なで下ろす。

「でもさ、それじゃジノは、最初からグレン様を敵だと見なしていたってこと？」

　ヘネシーの声こわ色いろが、少し低くなった。

「それは当然だよ。旗き幟しを鮮せん明めいにしていないグレン伯爵を味方だと見なす方が危険だ。何せオレはグレン伯爵のことを全然知らないからね」

「グレン様は、あたしの味方になってくれるもん！」

「だから、その思い込みが危険なんだって」

　珍めずらしく、ジノとヘネシーの意見が割れた。

　そこへ、これまた珍しくターシャが間に入った。

「しかし軍師、仮にこちらが数的優位になっていても、ワーテイスが浮ふ遊ゆう城じようを出してきたら、それはもう野戦じゃなくて攻こう城じよう戦だぜ？　攻城兵器なんて、うちには存在しねーぞ？」

「その場合は仕方ないけど、普ふ通つうに城しろ攻ぜめをするしかない」

「鉤かぎ縄なわや梯はし子ごを使って、浮遊城に攻せめ入るのか？」

「そうだよ。でもその前に〝黒の軍団〟と恐おそれられた前大公軍三〇〇が【繊美の】カルウラ大将軍を筆頭に攻めてくるだろうね。まずはこれを討ち取らなければ、浮遊城攻めにも入れない」

「【繊美の】カルウラか。相手にとって不足はねえ！」

　ターシャが、ぱしん、と拳こぶしを掌てのひらに打ち付けた。

「その心意気はいいけど、カルウラ大将軍を舐なめない方がいいよ。何せハーシュタット・ストーリア前大公の右みぎ腕うでとまで謳うたわれた将軍だからね」

「最初っから侮あなどってねーよ！　何せあの父上と同格だったんだからな。でも、カルウラ大将軍を討てば、あたしの名声だって上がるだろ？」

「それは間ま違ちがいないね」

「だったら、やってやるぜ！」

「うん、頼もしいよ」

　ここまでターシャとジノの関係は、決して良好なものではなかった。しかし、今は違う。ターシャがジノを頼たよりにしているのは傍はた目めから見ても分かるし、ジノも、ターシャのことを認めていた。

「何にしても、決戦の時は決まった。オレらはグレン伯爵の動きには関係なく、この戦いくさで公都軍を討ち、ワーテイスの首級を上げ、ストーリア公国の大公は辺境姫様だと国内外に知らしめる。みんな、そのつもりで」

「おうっ！」

　ターシャが笑みを浮かべる。気力、体力、共に充じゆう分ぶんといった感じだった。

「トレーフルは〝影蛇〟を使って、引き続き公都とシルバーキープの動きを逐ちく一いち、オレに報告してね」

「承知致いたしました」

　トレーフルが、優美に頭こうべを垂れる。そして次の瞬しゆん間かんには、姿を消していた。

「ターシャは兵に仕上げの調練を行って貰もらう。詳くわしくは練兵場で話すから、全兵士を練兵場に集めてくれ」

「おうっ、任せとけ！」

　ターシャはヘネシーとジノに一礼し、頼もしい背中を見せて部屋を出て行った。

「ジノ、あたしは？」

　ぽつん、と取り残された感のあるヘネシーだった。

「今、辺境姫様にやって貰いたいのは、思いっきり貶けなす内容で公都への返礼戦書を送ることと、グレン伯爵にこちらの意志を伝える手紙を出してほしい」

「分かったわ！」

　こうして、ヘネシーもソファから跳とび上がり、司書室を後にした。

「さてと。相手はカルウラ大将軍か……」

　ジノはバトリアと呼ばれる盤ばん上じよう戦の駒こまを使い、来きたるワーテイスとの戦いを模も擬ぎ戦で行ってみた。敵はストーリア公国最強の三〇〇。味方はフェザーミル軍七〇〇と、リンカーフォル軍九〇〇、総勢一六〇〇。数こそ多いが、フェザーミル軍を率いるのは将軍になって日が浅いターシャであり、一いち抹まつの不安がある。

　とすると、リンカーフォルのアリューゼが、どこまでカルウラに通じるのか。

　そして不気味な存在なのが、シルバーキープ伯、グレン・レヴァンダ大将軍だ。その兵力は総勢七〇〇。決して無視はできない数ではあるが、先ほどジノが口にした言葉には、少しだけ噓うそが盛り込まれていた。

　シルバーキープは参戦してくるにしても、総力を挙げて出しゆつ陣じんするとは考え難にくいのだ。つまり、東の白麗関に充分な備えを残した上で、兵を動かすと見ていた。そして意外にも簡単に、シルバーキープ軍の動きで、グレン伯爵の旗幟を読むことが出来るのだ。

「シルバーキープがストーリア平原にやって来たらフェザーミル側、やって来なければワーテイス側だ」

　ジノはそう独りごちた。

　さあ、果たしてシルバーキープはどう出るかな？

　心の中でそう思いながら、ジノは盤面を覗のぞき込んだ。




　それから三ディエ後。

　フェザーミルに向かって出立したリンカーフォル軍九〇〇が到着したという知らせが入った。その旗はイセントリク家の象しよう徴ちよう色である深緑ではなく、フェザーミルの象徴色、紅くれないの公国旗だという。アリューゼの、ヘネシーへの忠誠心の表れだった。

　ヘネシーは領内へ、リンカーフォル軍に道を空けるよう通達を出したお陰かげか、リンカーフォル軍は、僅わずか二ディエでフェザーミル城に現れた。

　謁えつ見けんの間に入って来たのは、リンカーフォル領主アリューゼ・イセントリク女子し爵しやくと、その臣下のもの四名だった。皆みなが真しん紅くのヘルムを被かぶっていたが、それを脱ぬぎ、左手に抱かかえていた。待ち受けていたのは、フェザーミル各局の面々、そして玉座に座っている領主ヘネシー。その横には紅の仮面を被った侍従贄フイーズであり、軍師のジノ。一段下がって内政局長ルシール、軍事局長ターシャ将軍、エデッサ将軍である。

　アリューゼらリンカーフォルの面々は、フェザーミルの面々が注視する中、毅き然ぜんとした態度でヘネシーの前まで歩み寄り、片かた膝ひざを突ついてヘルムを床ゆかに置くと、拝手敬礼した。

「リンカーフォル軍九〇〇、只ただ今いま、着陣致いたしました！」

　アリューゼが声高に口を開くと、謁見の間にいたものたちは一瞬、見えない何かに押されたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「よく来てくれた！　今回の敵は勝手に前大公の跡あとを継ついだと吹ふい聴ちようし、国を混乱させている〝偽にせ大公〟ワーテイスだ。私とて実の兄をこの手に掛かけたくはないが、あの愚ぐ行こうの数々を正すのが、妹である私の使命だと心得ている。亡なき前大公ですら教育しきれなかった大おお馬ば鹿か者にこの国の行く末を任せられない。私は、本気でワーテイスの首を取るつもりで行く。そのためにもリンカーフォルを頼りにしてるし、期待もしているわ」

「ははっ！　有り難がたきお言葉でございます。一度は没ぼつ落らくしたイセントリク家の再興を許して下さったこの御ご恩おん……戦場にて、返礼させて頂きます！」

「それについてだけど、この連合軍の総司令はフェザーミルの軍師であるジノに任じるつもりよ。アリューゼらリンカーフォル軍もそのつもりでいてほしいわ。ジノの言葉は私の言葉である。厳しい相手だけど、フェザーミルとリンカーフォルが力を合わせれば、必ず勝利できると確信しているわ」

「元より、ジノ様の知略がヴァンパイアらをしのぎ、群を抜いているのは承知しております。リンカーフォルは、ジノ様のお言葉に従います」

「それを聞いて安心したわ。ではジノ、今後のことを皆に伝えて」

「うん」

　仮面姿のジノは一歩前に出て、アリューゼらリンカーフォル勢の面々に声を掛けた。

「リンカーフォルは元々白南関を擁ようし、ゴダード子爵本人もストーリア公国五本の名めい剣けんに名を連ねるほどの武人だった。その気質は、アリューゼ殿どのに引き継がれているだろう。しかし、アリューゼ殿の麾き下かのものたちをオレは知らない。まず、紹しよう介かいして貰いたい」

「承知致しました」

　アリューゼの返事で、その後ろに控ひかえていた四人が立ち上がった。皆、金の色の髪かみを持つヴァンパイアで、一名だけ女性だった。

「ジノ様から見て左側よりウェズス将軍。そしてバルゾ、ネルク、ユーナです。戦場では彼らに兵二〇〇ずつ指揮して貰い、私は兵一〇〇を率います」

「何なに卒とぞ、お見知りおきを」

　四人が一いつ斉せいに、ジノとヘネシーに頭を下げた。四人とも、さすがはアリューゼが認めた逸いつ材ざいであると囁ささやかれるほどの、覇は気きと威い厳げんを備えていた。

「成る程ほど。どの方々からも、強きよう烈れつな武の匂においを感じる。しかし今回の相手は【繊美の】大将軍カルウラだ。各おの々おの、腕うでに自信はあるだろうが、戦術なしで挑いどめば大敗を喫きつする」

「お言葉ですが軍師、フェザーミルとリンカーフォルの兵を合わせても、まだカルウラ大将軍の方が上だと？」

　アリューゼが、少しむっとした様子でジノに食ってかかる。

「数段上だと思うよ。何より恐ろしいのは、過去のヴァンパイアの戦では勝利したところには必ずカルウラの名前があり、敗北した戦にその名がなかったことだ。そしてカルウラが率いる三〇〇の兵は国内最強、精せい鋭えい中の精鋭。練った戦術なしで勝てる相手じゃない」

「しかし、こちらは総勢一六〇〇ですが」

「兵数なんか関係ないよ。それくらいの戦力差なら、公都軍だけで戦せん況きようを引っ繰くり返してくる。キミも【鉄てつ壁ぺきの】ゴダード大将軍の娘むすめなら、二つ名持ちの将軍の強さを知ってるはずだけど？」

「む、むう……仰おつしやる、通りです」

　アリューゼはジノに諭さとされるまで、一六〇〇の兵があればいかに精鋭といえど、負けることはないと思っていた。だがジノは、現状ではまず勝てないという前提で話をしている。大軍なので、どこか緩ゆるんでいたリンカーフォルの面々も、ジノの言葉で気を引き締しめた。

「オレは今回の戦に、東のシルバーキープも参戦すると読んでいる。この戦いの鍵かぎを握にぎるのは、やっぱりグレン伯はく爵しやくだよ」

「グレン伯爵はまだ公都に付くか、こちら側に付くか、明白にしていないですよね？」

　アリューゼが、不服そうな声を上げる。

「その通り。だからこそ、なんだよ。もしグレン伯爵がワーテイス側に回ったら、こちらは大苦戦するよ。でも、オレは十中八九、こちら側に付くと睨にらんでいる」

「それは、何か根こん拠きよがあるのですか？」

「まあね。でもオレは軍略家だから、常に最悪を想定する。だから今は、グレン伯爵が敵に回ったという前提でことを進める。後は決戦の場で、少々変わった陣立てを行う。この陣形はターシャらフェザーミル軍は既すでに練兵しているから、ターシャから現地での兵の動きを、簡単に聞いておいてくれ」

「承知致しました」

　アリューゼが、その金の瞳ひとみに力を入れ、ジノに応こたえた。そしてその時を見計らい、ヘネシーが立ち上がって、アリューゼに向かって言った。

「リンカーフォル領主アリューゼ殿。まずは旅の疲つかれを癒いやして。ヘルムを脱ぎ、ゆっくりと寛くつろがれよ。メイドのトレーフルに命じ、ささやかながら戦勝祈き念ねんの宴うたげを催もよおすことにした。是ぜ非ひとも参加して貰いたい」

「ははっ！」

　アリューゼは、自分と同じ銀の髪を持つヘネシーが発するオーラが、既に王者の風格を備えていることに驚おどろき、僅かながら狼ろう狽ばいした。

　ヘネシーはアリューゼが思っていた以上に成長し、王者の風格と、包容力まで備えている。同じ銀の髪を持つヴァンパイアであるアリューゼだからこそ、気づけたことだった。




　それからアリューゼらは、フェザーミル城の客室に案内された。各々に一部屋しかない、本当にささやかな部屋ではあったが、塵ちり一つ落ちていないところや、精せい一いつ杯ぱいの飾かざり立てに、リンカーフォルからやって来たものたちは、ヘネシーの真心を強く感じた。

　二ハル（二時間）後に宴の間に案内されるということで、アリューゼらは晩ばん餐さん会用のドレスに着き替がえて、迎むかえを待った。時間になると、メイドや執しつ事じが来たので、宴の間まで案内された。

　……通路にまで、笑い声が聞こえてくる。

　それだけでなく、上流サロンで演奏されているような、しっとりとしたバラードではなく、心が躍おどるような、軽快な音楽が流れていることに、アリューゼらは顔を見合わせ、少し思っていたパーティーとは違ちがうのか、と怪け訝げんな表情を浮うかべた。

　そして宴の間に入ると、その表情は更さらに色いろ濃こくなり、アリューゼたちは思わず首を傾かしげてしまった。本来、ヴァンパイアのパーティーは社交場のようなもので、立食となっており、礼服に身を包み、自分が出しうる最大限の気品を以もつて、男性は紳しん士しとして女性をエスコートし、目上のものには丁てい寧ねいに、目下のものには毅然とした態度で臨のぞむ。

　女性は淑しゆく女じよとして礼れい儀ぎ作法に則のつとり、華か麗れいに、優美にふるまう。アリューゼは武官なので、こういったパーティーは大の苦手なのだが……アリューゼが目にして驚いたのは、まず礼服を着ているものが殆ほとんどおらず、殆どの参加者が平服だったことだ。

　中でも一ひと際きわ驚いたのは、この宴の中にリンカーフォル軍の下官まで呼ばれており、しかも領主ヘネシーが上座におらず、その下官とも対等に接し、音楽に合わせて歌い踊おどっていたことだった。

「おーっ！　アリューゼ来たわね～っ、わあ、綺き麗れいね！　ってか、胸おっきー！」

　アリューゼの格好は確かにその撓たわわな胸を惜おしげもなく晒さらすものだが、アリューゼはそれを上品に着き熟こなしていた。

　その見み目め麗うるわしい姿に、その豊満な胸むな元もとに、フェザーミルのものたちだけでなく、リンカーフォルのものまで釘くぎ付づけになっていた。

　フェザーミルで最も胸が大きいのは外交局長ヴィオラだが、性格がキツいので、男性からは恐おそれられている。アリューゼとて武人なのだが、恥はずかしそうに頰ほおを染めている姿が、宴の間の男性たちの心を鷲わし摑づかみにした。

「あ、あの、これは、一体？」

　急に照れた表情を浮かべるアリューゼが、戸と惑まどいながらヘネシーに尋たずねた。因ちなみにジノは、護衛のようにヘネシーの後ろにいた。

「あー、これ？　折角のパーティーだもん。派手に騒さわごうって、あたしが提案したの。肩かた肘ひじ張はらなくていいわ。最低限の礼儀さえ守れば、無礼講よ！」

「そ、そうなんです、か？」

「そーよー。ささ、入って入って！　上席が空いてるから、ジノと三人で飲みましょー！」

「は、はっ」

　アリューゼは返事もできず、ヘネシーに手を引かれて上段の席に着く。メイドたちがグラスに赤い液体を注ぐと、ヘネシーはグラスを掲かかげて大きな声で叫さけんだ。

「皆のもの！　今こ宵よいは思う存分飲んで食べて、歌い踊ろう！　この時間だけは、フェザーミルもリンカーフォルも関係ない。心の底から楽しんでねっ！」

「おおおおおおおお！」

　ヘネシーの声に、全員がグラスを掲げて吼ほえた。

　ジノはアリューゼ・イセントリクというヴァンパイアがどういうものなのか、仮面の下から鋭するどい目つきで観察していた。
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　リンカーフォルの宝玉と謳われ、その軍略は一流の軍師に匹ひつ敵てきするという。その上、銀色の髪に金の瞳を持つ大公家の分家という家いえ柄がらに加え、見目麗しい美び貌ぼうと、将軍級の武力を併あわせ持つ。

　以前、リンカーフォルの南にある白南関がトロール軍一五〇〇〇に攻せめ込まれた時、援えん軍ぐんとしてジノはその目で、アリューゼの武力を目まの当たりにしていた。

　次々とトロールの首を刎はね、たった一〇〇の兵で数千ものトロール軍を押し返した勇ゆう猛もう果か敢かんなアリューゼの姿が、鮮せん烈れつに蘇よみがえった。

「さ、アリューゼも飲んで飲んで！　一いつ杯ぱいや二杯じゃ、帰さないわよ？」

「ははっ。それでは有り難く、頂ちよう戴だい致いたします」

　アリューゼは注がれたグラスを、一気に呷あおった。

「美お味いしい！　これが例の、採血具で採ったというヒトの血なのですか!?」

「そうよ。しかもこの血は、五ディエ前に採血されたものよ」

「何ですって!?」

　アリューゼは驚いて、グラスの中の血に目を落とし、次に仮面姿のジノを見た。

「ジノはね、ヒトだからかもしれないけど、ヒトを殺さないよう最新の注意を払はらっているわ。これもその一つよ。ジノが考案したんだけどね、採血した人の血液を〝時止めのエーテル術〟で固まらせることで、保存を可能にしたのよ。飲むときは〝時流れのエーテル術〟を使うの」

「そのエーテル術なら存じております。家か畜ちく……あ、いえ、失礼しました。ヒトに与あたえる食料を長期保存するのに使う術ですね」

　アリューゼは側そばにいたジノを慮おもんぱかって、言葉を濁にごした。

「しかしそれを、ヒトの血に流用するとは」

「そのお陰かげでフェザーミルでは、抜ばつ血けつによるヒトの死亡者数がゼロ！　ついでに言うと、採血も一ウィキ（一週間）のうち、二、三ディエで済んでいるわ」

「何と効率的な……恐れ入りました。ジノ様が単なる軍略家に止とどまらず、類たぐい稀まれなる内政官でもあるという噂うわさは、本当だったのですね」

「そうよ。ジノがあたしの侍従贄フイーズになってからというもの、フェザーミルは内政改革が急速に進んでいるわ。いつまでもフェザーミルを辺境だと思っていると、手痛い目に遭あうわよ～？」

「ヘネシー様。この採血技術、是非ともリンカーフォルに持ち帰りたいのですが」

「それは願ってもないことだし、是非ともリンカーフォルで使ってほしいわ！」

　そうこう話しているうちに、トレーフルの手によってグラスに注がれたワインがテーブルに置かれた。芳ほう醇じゆんな香かおりが、三人の鼻び孔こうを楽しませる。

「アリューゼは、こんな大騒ぎは初めてじゃないかな？」

　ヘネシーの横にいたジノがワイングラスを片手に、仮面を外し、素す顔がおを晒してアリューゼの隣となりに立っていた。

「正直、呆あつ気けにとられているというか、何というか、言葉が出てきませんが……肩かたが凝こらなくて、いいですね。凄すごく、楽しいです」

　この時、アリューゼは初めてジノの素顔を見た。ヴァンパイアは、基本的に男女問わず美形だが、ジノの魅み力りよくと色いろ香かはそれを超こえていた。

「こんな宴、ウチの外交局長ヴィオラがいたら、かんかんに怒おこってただろうけどねえ」

　なはは、と笑うヘネシー。鬼おにのいぬ間に、ということである。

　ヴィオラは公都の名門ウォティア家からやって来たヴァンパイアなので、礼儀作法にうるさい。そもそも、ヘネシーにそれらを教授するために送られて来たのだから、当然なのだが。

「そういえばヴィオラ殿どのはシルバーキープに遠交しているとか。となると内容は当然、偽にせ大公ワーテイス戦で、こちらのお味方に付くようにと、説得なされているんですよね？」

「そうなんだけどさあ、もう二メリア近く、何の音おと沙さ汰たもないのよ。恐らくグレン伯爵の手のものに、ヴィオラの手紙を握り潰つぶされているんだって、ジノが言うのよ」

「成る程ほど。囲い繞にようの計と来ましたか」

「！……それ、ジノも同じことを言ってたわ！」

　ヘネシーが、改めてアリューゼ・イセントリクというヴァンパイアを眺ながめた。

　先の謁えつ見けんの際に、髪かみを切ってしまったアリューゼは、首の上あたりでふわりと髪を浮かせており、これが中々、似合っていた。ターシャのような剛ごう胆たんさは感じさせないものの、あまり感情を表に出すタイプではないらしく、音を立てずにワインを啜すする姿は、可か憐れんの一言だった。

「しかし、あのリンカーフォルの戦いの絵図を描かいたのがヒトであるジノ様だというのは、俄にわかに信じ難がたいことでした。本当にジノ様は、天才なのですね」

　アリューゼが嘆たん息そくして、再びワインを口に運ぶ。ジノは自分が説明しようとしたことを状じよう況きようだけで見み抜ぬいたアリューゼの洞どう察さつ力に、思わず言葉を失った。

「リンカーフォルには軍師が存在しないと聞いていたけど、どうやらそれは大きな間違いのようだね。さすがは〝リンカーフォルの宝玉〟と謳うたわれていることだけはあるよ、アリューゼ」

「謙けん遜そんしても仕方ありません。仰おつしやる通り、リンカーフォルでは私が父上に直接助言しておりました。言うなれば、私が軍師です」

「得心したよ。あの時、アリューゼは何を考えてた？」

「先にも申し上げましたが、私はやはり、フェザーミルを警けい戒かいしておりました。父上に諫かん言げんし、煙けむたがられ、白南関に送られたのですが、フェザーミル軍がライバー大将軍率いる二十の兵で攻めてきたことを知ると、その時点で、父上の死を覚かく悟ごしました」

「！……」

　ジノは、絶句した。アリューゼが文武両道の将であることは知っていたが、まさかリンカーフォルの戦いで使った策を見抜くほどだとは、思いもよらなかった。

「つくづく、キミがリンカーフォル城にいなくてよかった」

「私はその時、今のお言葉の逆を考えておりました。あれほど苛か烈れつな作戦は、どんな軍略書にも載のっておりません。父上は城から出るべきではなかったと思いますが、相手が【疾しつ風ぷうの】ライバー大将軍であれば、釣つられても仕方がなかったでしょう。そこも計算に入れての計略かと存じます」

　アリューゼが、ジノと視線を交かわす。アリューゼは目の前のヒトが、自分よりも頭がいいことを認めざるを得ない、といった様子だった。

「もー、何よ、二人して難しい話してさ～～！」

　ジノとアリューゼの間に挟はさまれていたヘネシーが、文句を口にした。

「ジノ、踊ろう！　いつものサロンみたいに！」

　ヘネシーが立ち上がり、ジノの手を取る。

「わわ、分かったよ！」

　ジノとしてはもう少しアリューゼと話をしたかったが、それは軍議の場でも出来るだろう。そう思いつつ、ヘネシーに手を引かれて下段に降りていった。

　次の瞬しゆん間かん、アリューゼに多数の男性が群がり、ダンスの相手を申し出る。アリューゼが手を取ったのは、エデッサ将軍だった。

　宴うたげが始まった当初こそ、どう過ごしていいか分からなかったリンカーフォルの面々だったが、どう過ごしても構わないのだと悟さとると、それぞれ自由に動き出した。

　女性にダンスを申し入れ、音楽に合わせて踊おどるもの、酒の飲み比べをするもの、カードゲームやバトリアに興じるものなど、各おの々おのがフェザーミル流の歓かん待たいを心の底から楽しんだ。

　それと同時に、ヘネシー・ストーリアというヴァンパイアがフェザーミルに留とどまらず、ストーリア公国そのものを変えていく稀け有うな存在であることを思い知らされた。

　そんな中、ヘネシーとジノは宴の間の中央でダンスを披ひ露ろうし、フェザーミル、リンカーフォルの両方から喝かつ采さいを浴びた。二人のダンスは、達人であるヴィオラ仕込みである。

　一見、何の変へん哲てつもないダンスのように見えたが、息が合った動きで、徐じよ々じよに観衆を魅み了りようするに至っていたのだ。そんなヘネシーから、ジノが面めん食くらう言葉が投げかけられた。

「ジノ、アリューゼに惚ほれた？」

「ぶっ！」

　情熱的に身体からだを寄せ合いつつ、ヘネシーが不安そうな顔をジノに向けた。

「だってあたし、アリューゼみたいに頭がいい訳でもないし、胸が大きくないし」

「胸は関係あるのかな!?」

「え、だって、ヒトもヴァンパイアも、胸が大きい女の子が好きなんでしょ？」

「うーん、それは極論だけど、否定は出来ないかな……」

「ううう、じゃあ、やっぱりジノも──」

　ジノは腰こしに回した腕うでをぐっと引き寄せ、涙なみだ目めになるヘネシーへ顔を近づけた。

「オレは一いつ般ぱん論を口にしたまで。オレはキミのものだよ、辺境姫様。キミに敵かなう魅力的な女性なんか存在しない」

「ジノ……」

　ジノの真しん剣けんな眼まな差ざしを受け、ヘネシーが更さらに激しく踊った。

「あたしだって、ジノは誰だれにも譲ゆずらないんだから！」

「オレも、キミを誰かに譲る気はないよ」

「えへへ、嬉うれしいな」

　ヘネシーが、この日で一番の笑えみを、ジノに見せた。

「何も心配することはない。オレはただ、アリューゼの能力を測りたかっただけさ。彼女はこの先、辺境姫様の大きな助けになると思ったからね」

「ホントよね、それ!?」

「まだ疑うの？」

「ううん、そうじゃないけど」

　いかにも胸中複雑、といった表情を浮うかべるヘネシーを、ジノは踊りながら強く抱だき締しめる。周囲から、一ひと際きわ大きな歓声が上がった。

「オレは何があっても辺境姫様の味方だよ。そしていつか、それ以上の存在になりたいと思ってる」

「ジノ」

「うん？」

「あたし、ジノが好き」

「オレもだよ」

　それは、ほんの数セカ（秒）の、短いやり取りだったが、お互たがいの気持ちを表すには充じゆう分ぶんな時間だった。

　こうして、フェザーミルの夜は更ふけていった。

　この宴でヘネシーは、完全にリンカーフォルの面々の心を摑つかんだ。

　そして、リンカーフォルへの歓待を、このような上流階級では絶対にやらないような馬ば鹿か騒さわぎを提案したのも、実はジノだったのである。







　　　第三楽章　出しゆつ陣じん







　ＭＧ〇五七五。六メリア、二十六ディエ。

　この日、フェザーミルとリンカーフォルの連合軍は、決戦の地である〝ストーリア平原〟に向かって、領民たちの万ばん雷らいの拍はく手しゆを浴びながら出立した。

　たった数ディエ過ごしただけだったが、リンカーフォルの兵士たちは主あるじアリューゼと同様に、心安く接してくれたフェザーミル領主ヘネシーのために戦おうと、その士気は天を衝つかんばかりに高まっていた。

　ヘネシーらフェザーミル兵とアリューゼのリンカーフォル兵は、横並びで行軍していた。次に、ターシャが先頭を行く近この衛え兵、騎き馬ば隊、各兵長が率いる歩兵隊、弓隊と続き、最後の輜し重ちよう隊はエデッサが率いていた。

　フェザーミル城下町を抜ぬけ、賑にぎやかさから一変し、静せい寂じやくと暗くら闇やみが支配する街かい道どうを、東へ向かった。今の行軍速度なら、二ディエもかからず、ストーリア平原に到とう着ちやく出来る。

　馬に乗り、先頭を歩いていたヘネシーと仮面姿のジノ、アリューゼ。立場としてはヘネシーが上なのだが、ジノが行軍中にアリューゼに伝えなくてはならないことがあると、こういった配置となった。

　その時、トレーフルがジノに手紙を渡わたして、再び姿を消した。ジノはその手紙に目を通すと、アリューゼの横に馬を着け、語りかけた。

「アリューゼ、ターシャから〝秋風の陣じん〟を聞いたかな？」

「はい、伺うかがいました。基本八陣を使わないのは、賢けん明めいだと思います」

「そうだね。基本八陣は少し軍略をかじったものなら誰でも知っている陣形だ。それだけに、弱点も明らかにされている。八陣を組めるような練兵は必要だけど、何せ今回の相手は【繊せん美びの】大将軍カルウラだからね、基本八陣を使えばどれも打ち破られるのは明らかだ。故ゆえに、今回はオレが考案した〝秋風の陣〟を使う」

「しかしフェザーミルとリンカーフォルは総勢一六〇〇。秋風の陣がどういうものかは理解しましたが、軍師のご命令で合同演習を行っておりません。いきなりあのカルウラと黒の軍団を相手に、通じるでしょうか？」

　アリューゼは、そこが疑問だったらしい。いくらなんでも、ぶっつけ本番で実行したことのない布陣で臨のぞむことに、不安を抱いだいているのだとジノは読んだ。

「寧むしろカルウラを破るには、これしかないと思ってる。合同演習をするなと命じたのは、やりたくても出来なかったというのが正しい。公都の間かん諜ちように、奥の手を晒さらしたくなかったからね」

「！……確かに、その可能性はありますね」

　間諜を放っているのはジノやフェザーミルだけではない。当然だが、敵であるワーテイスや、未いまだにどちらに付くか明らかにしないシルバーキープも、ストーリア公国中に間諜を放っている。四つの領地が、それぞれに間諜を放つ。それは当然の動きなのだ。

「それに、秋風の陣はそれほど難しいものじゃない。現地で動きを覚えれば、すぐ戦える。心配しなくていいよ」

「そういうことでしたら」

　アリューゼが、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「因ちなみにこの秋風の陣は、辺境姫様をも危険に晒す陣形だ」

「そうなの!?」

　ジノの隣となりで黙だまって会話を聞いていたヘネシーが、思わず声を上げた。

「秋風の陣は、反偽にせ大公軍の総大将である辺境姫様の守りを極きよく端たんに薄うすくし、敵を自陣に引き付けるものなんだ。何せ相手が突とつ破ぱ力に自信がある公都軍だからね。辺境姫様の顔を目にして、突とつ撃げきしない訳がない。そこを搦からめ捕るんだ」

「軍師、その陣形をもっとお教え願えませんか？　その、まだ詳くわしくは伺っていないので」

「そうなのか!?　ターシャ、ちゃんと伝えるよう言ったのに……」

　ジノは嘆たん息そくすると、アリューゼの要望に応こたえ、周囲に目を配りながら、秋風の陣がどのようなものかを口頭で説明した。

「それは、何と、危険な……」

「各兵士らが上う手まく立ち回ってくれれば、カルウラの刃やいばが辺境姫様に届くことはないさ」

「確かに軍師の仰おつしやる通り、カルウラを討うつには、これしかないかもしれません」

　ジノは蔵書室の中にある書物に、これまでヴァンパイアがどのように戦ってきたのかという記録を見つけた。そこに間諜組織〝影かげ蛇へび〟の情報が加わる。カルウラ大将軍は、何いずれの戦場でも一直線に敵陣に突入し、その中で大いに暴れる軍勢だと知った。そこでジノが、敵にそうさせないために編み出したのが、今回の陣なのだ。

「正面から夕ゆう闇やみのように迫せまるカルウラ軍は、無類の強さを発揮するだろうけど、得てしてこういう軍は、真横からの攻こう撃げきには滅めつ法ぽう弱い。つまり──」

「成る程ほど、そういう意図ですか。承知しました」

　アリューゼが、ぺこんとジノに首しゆ肯こうした。ジノが最後まで言い終わる前に、アリューゼには全すべてが見えたようだ。

「ストーリア平原では、あたしたちは南西に陣取るんだよね？　そして馬ば鹿か兄が北に布陣する。もしグレン様が敵に回ったら、右う翼よくが狙ねらわれることになるわね」

「辺境姫様の言う通りだよ」

　ジノが言おうとしたことを、代わりにヘネシーが言った。

「グレン様がストーリア平原に現れて敵に回ったら、あたしたちは右翼から容よう赦しやなく攻せめ立てられ、瞬またたく間まに窮きゆう地ちに陥おちいる、ということね。でも、本当にグレン様はストーリア平原に現れるかしら？」

「さっき知らせがあったよ。シルバーキープ軍六〇〇、西に向かって進軍中、とね」

「!?」

　ヘネシーとアリューゼの表情に陰かげりが見えた。

「ちょっと待って、六〇〇!?　何でそんなに多いのよ！」

　ヘネシーの叫さけびに、ジノが応えた。

「六〇〇なら納得の数字だよ。それにシルバーキープ軍は白はく麗れい関かんに約二〇〇残しているらしいからね。これで、状じよう況きようが分かりやすくなった。グレン伯はく爵しやくがリンカーフォルを攻めるなら、もっと少ない兵数でここに来るはずだからね。つまりこの戦いに勝ったものが、真の支配者だ」

「しかし、もしシルバーキープ軍が我らを狙ってきたら、秋風の陣は崩ほう壊かいしますが？」

　アリューゼが、その大きな瞳ひとみをジノに向けて言った。

「グレン伯爵が敵方に回った時点で、この戦いはオレたちの負けだよ。被ひ害がいを最小限に留とどめるため、即そく座ざに撤てつ退たいする」

「軍師はストーリア平原の戦いに、シルバーキープ軍だけでなく、グレン伯爵本人が現れるとお考えなのですね？」

「絶対に来る。それは間ま違ちがいない」

　アリューゼの問いに、ジノは即答した。

「可能ならグレン伯爵に会いに行きたいところだけど、その前にヴィオラが解放され、グレン伯爵の親書を携たずさえて、こちらの陣に戻もどって来るだろうから、のんびり待とうか。その内容次し第だいで戦況が決まるだろうね」

　そのジノの言葉に、ヘネシーとアリューゼが思わず顔を見合わせた。

「どうして、ヴィオラが帰って来るって分かるの？」

「グレン伯爵が囲い繞にようの計を使ってヴィオラを軟なん禁きんしていたのは、正に今、この時のためだからだよ。グレン伯爵は、この戦いくさの鍵かぎを握にぎる存在だ。ワーテイスはグレン伯爵に敬意を払はらわない。そこでこちらはワーテイスとは逆のことをする」

「と、言うと？」

　ヘネシーが、ジノに訊きいた。

「まあ見てなよ。オレはフェザーミル、リンカーフォルの陣立てで、グレン伯爵の心を摑んでみせるよ」

「!?……」

　ジノはヘネシーの言葉をはぐらかして答えた。この秋風の陣には、いくつもの意味がある。だがジノは、それを極力、着陣するまで口にしたくなかったのだ。

「アリューゼとターシャには着陣後、すぐに秋風の陣の練兵に入って貰もらう。リンカーフォル軍には左翼を任せる。危険性の高い右翼はターシャらフェザーミル軍が受け持とう」

「え、え？　敵前で練兵を行うのですか!?」

　きょとん、とするアリューゼ。

「そう。でもね、この陣形は敵側からしたら、ただ行ったり来たりしているだけで、練兵には見えない。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そ、そうですね……大だい胆たんですが、だからこそ気付かれないかもしれません」

「動きだけでいい。各隊には武器を持たせないように。そうすれば、シルバーキープや敵の間諜からは、ただの準備運動程度にしか理解しないさ」

「分かりました」

　口では納得しつつも、アリューゼの表情には一いち抹まつの不安が浮うかんでいた。

「後はグレン伯爵だ。彼を味方に引き入れれば、こちらの勝利は確定する。必ず、グレン伯爵をこっちに引き入れてみせるよ」

「そう簡単に、グレン伯爵を味方に出来るのでしょうか？」

「ジノがそう言うなら、そうなのよ。アリューゼ」

　ヘネシーが、自信を持ってジノを推おした。

「もう分かってると思うけれど、フェザーミルがここまで力をつけられたのはジノの力が大きいのよ。ジノと内政局長ルシールのお陰で、フェザーミルは七〇〇もの兵を養うことが出来るようになったんだからね」

「その話は、耳にしております」

　ジノは未み開かい拓たくだった場所をヒトを使って見事な麦畑に変え、不毛だと決めつけ、誰だれも手を出さなかった西の崖がけを削けずってリッテラの港を作った。

　フェザーミルは漁業という新たな財源を手に入れた上に、北西の鉱山から新たな鉱脈が発見されると、そこからは良質の鉄鉱石や、宝石の原石が採さい掘くつされた。これら鉱石や原石を即座に加工し、市場に流せるよう、公都方面、フェザーミル城方面、リンカーフォル方面に繫つながる三さん叉さ路ろに、ルシールの街を造った。

　その効果は、絶大だった。

　フェザーミルは辺境と呼ばれていたが、今やシルバーキープに並ぶ人気の土地となったのだ。とはいえ、単純な富を比ひ較かくすれば、公都が最も豊かであり、次に僅きん差さでシルバーキープ、リンカーフォルが鬩せめぎ合っていた。

　何せ、リンカーフォルには南の国門〝白はく南なん関かん〟がある。ここから先は空白地帯に繫がっており、旅人や音楽団、大道芸団などは、ストーリア公国に入国するのに、必ずこの門を潜くぐるからだ。

　それ以外の場所は〝白麗山脈〟の険しい山々に阻はばまれており、東シルバーキープの国門〝白麗関〟しかないのだが、ここを通るにはオーガの国ベーゼ王国に入らなくてはならない。ベーゼ王国は野や蛮ばんなオーガの国なので治安が悪く、盗とう賊ぞくも多い。故に、殆ほとんどの旅人が南の白南関を選せん択たくするのだ。入国税の三割は公都に流れるが、それでもリンカーフォルに莫ばく大だいな富を落としていた。

「これまでリンカーフォルに入った旅人は、その殆どが北東のシルバーキープに向かっていました。ところがここ一ヤーズでその流れが半々に変わりました。フェザーミルでは、海産物、農産物、鉱物など、様々な物資のやりとりが盛さかんになったとか。それも、内政局長ルシール・リッテラ様の手しゆ腕わんだと噂うわさされております」

「こう言うのはどうかと思うけど、その一ヤーズで何があったのか。それはジノが知ち恵えをつけ、ルシールに助言したからなのよ」

　それを聞いたアリューゼは、またも目を丸くしてジノを見た。

「我が父を葬ほうむった手て際ぎわ、西の辺境フェザーミルをたった一ヤーズで魅み力りよく的な土地に変えた手腕。ヘネシー様が信を置くのも頷けます」

「でも、鐘しよう楼ろうを抑おさえ、リンカーフォルを制圧したのはエデッサ含ふくめてたったの六名よ。あなたはリンカーフォル城を取り返し、自力でイセントリク家を再興することが出来たんじゃない？　何でそれをしなかったの？」

　そう言うヘネシーに、アリューゼが俯うつむいて唇くちびるを嚙かむ。そんなアリューゼに代わって、ジノが答えた。

「確かに辺境姫様の言う通りだよ。でもね、エデッサら六名は、ただの六名じゃないんだ。それこそ、一〇〇の兵に匹ひつ敵てきするほど、重要な役割を担になっていたんだよ。アリューゼは手を出さなかったんじゃない。手を出せなかったんだ」

「はあ？　どういうこと？」

　思い切り首を傾かしげるヘネシーに、ジノはもう少しかみ砕くだいて語った。

「リンカーフォルを制圧したのがたった六名とはいえ、彼らはフェザーミル軍なんだよ。もしここでアリューゼがリンカーフォル城を攻めてイセントリク家を再興したら、リンカーフォルはワーテイス派だという烙らく印いんを押される。多分、アリューゼはそれを認めたくなかったんだよね？」

「軍師の、仰る通りです。実のところを申し上げますと、私が父と共に公都に行った際、ワーテイスは私の身体からだを舐なめるように眺ながめ、妻にしてやらんでもないぞ、と言ってきました。正直、ぞっとしました。あの男にだけは、この国の舵かじ取とりは任せられません」

「そんなことがあったんだ……つくづく、馬鹿な兄で申し訳ない」

　ヘネシーが、アリューゼに頭を下げる。

「そんな、ヘネシー様のせいではありません。も、勿もつ体たいないことです」

「悪いと思ったら素す直なおに謝ることが出来る。それも辺境姫様の強みだよ」

　ジノが、補足した。

「まあ、つまりだ。エデッサらがたった六名だったとしても、反ワーテイス派だったアリューゼは、これを攻める訳にはいかなかったんだよ。尤もつとも、あのリンカーフォルの戦いで家族や肉親を失った兵もいたはずだ。彼らの手前、リンカーフォルを取り返すぞ、という動きはしなくてはならなかった」

「軍師は本当に、何もかもお見通しなのですね」

「何もかもじゃないさ。それにしても、雨で行軍出来なくてよかったね。あの雨で一番胸を撫なで下ろしていたのは、実はアリューゼだったんじゃないかな」

「正に、その通りです」

「それにしても惜おしいなあ。ゴダード子し爵しやくがアリューゼの献けん策さくを取り入れ、フェザーミルと共きよう闘とうしてくれれば、こちらもライバー大将軍を失うことはなかった」

「それは私の力不足です。申し訳ありません」

　今度はアリューゼが、ジノとヘネシーに頭を下げた。

「いや、あの戦いでアリューゼだって父を亡なくしている。それを忘れてくれとは言えないけど、今は横に置いといて貰えるかな？」

「私は、ヘネシー様に心から服従したものです。恨うらみ事など、ありませんわ」

「ゴダード子爵とは、あまり仲良くなかったとか？」

「父は武人としては優すぐれていましたが、短気なところがありました。常つね日ひ頃ごろから改めるようにと言っていたのですが……」

「さすがはアリューゼだね。そんな知勇兼けん備びの将であるアリューゼが、白南関のアイザック将軍と交代したという情報が、リンカーフォルに攻せめ入る決め手になった。それを知った時、オレは勝ちを確信したよ」

「！……では、まさか!?」

「当然でしょ。リンカーフォルで最も恐おそろしいのはゴダード子爵でも、側近のアイザック将軍でもない。キミだったんだよ」

「そこまで……最も早はや、言葉もありません」

「それと、忘れちゃいけない事実がある」

　ジノはアリューゼとヘネシーに、強い口調で言った。

「全すべては、ハーシュタット前大公の死が発ほつ端たんになってる。もし、前大公が健在なら、こんな戦は起こらなかった」

「それは確かにそうね。でも犯人はやっぱり、あの馬ば鹿か兄ワーテイスじゃないの？」

「オレは絶対に違うと見てる。ワーテイスが愚おろかなのは周知の事実だ。その上、金と権力に弱く、公都第四層から空から堀ぼりにヒトを追いやって疫えき病びようを蔓まん延えんさせ、内戦なのに、他国を攻こう撃げきするための兵器である浮ふ遊ゆう城じようを持ち込もうとしているほどだ」

「仰おつしやる通り、賢かしこい手ではありませんね。万が一、この戦いで浮遊城を失えば、ストーリア公国にとってどれだけの損失になるか……」

　アリューゼが、ジノの意見に同意した。

「しかし一方で、たった一通の手紙でフェザーミル、シルバーキープ、リンカーフォルそれぞれの旗き幟しを鮮せん明めいにするという、かなり上う手まいことを実じつ践せんしている」

「あれは上策だったわね。そのせいでフェザーミルは窮きゆう地ちに立たされ、リンカーフォルとの戦いに臨のぞまなきゃならなくなった訳だし」

　ヘネシーも、ジノの説を認めた。

「これは、とても同一人物がやったこととは思えない。つまり前大公の時からだと思うけど、ワーテイス側にはとんでもない策士がいる可能性が高いんだ」

「ワーテイスではない誰か、か……」

「オレは今、〝影かげ蛇へび〟を使い、そいつの足取りを全力で追ってる。ところが、未いまだに全くその痕こん跡せきが見当たらないんだよねえ」

　ジノが珍めずらしく頭をがりがりと搔かいて、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「ねえ、本当にその策士って存在するのかな？」

「間ま違ちがいない。断言できる」

　ジノはそこで言葉を切り、ヘネシーとアリューゼに告げた。

「オレは前大公を殺害し、ワーテイスに上納金の手紙を書かせた策士の足取りを追うために、公都で過ごしていた前大公の部屋を調べたいと思ってる。でもそのためには、まず当面の敵、ワーテイスに勝たなきゃならない」

「軍師の言葉通りならば、死力を尽つくした戦いになりますね」

　アリューゼが、手た綱づなをぎゅっと握にぎって、言った。

「その通りだよ。この戦いは一いつ瞬しゆんたりとも気を抜ぬいちゃいけない。オレも含め、全員が一丸となって、まずは〝黒の軍団〟を率いるカルウラを倒たおすんだ」

　ジノはそこで言葉を切り、漆しつ黒こくの空を見上げた。
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　それから、ニディエ後。

　フェザーミル、リンカーフォル連合軍は決戦の地、ストーリア平原に着ちやく陣じんした。

　そこで、ジノやヘネシーは驚おどろくべき光景を目にした。ストーリア平原の南東に、白地に青の公国旗を掲かかげる一団が、既すでに着陣していたのである。シルバーキープ伯はく、グレン・レヴァンダ大将軍だった。

「参ったな、まさかオレらよりも先に来ているとは！」

　ジノの言葉に、ヘネシーが首を傾げた。

「何で参っちゃうの？」

　二人は馬を下りながら、急ぎ設営されている幕舎に向かって歩いた。

「もし公都軍が現れる前にグレン伯はく爵しやくが攻めてきたら、大乱戦になる。それだけは、絶対に避さけなきゃならないからさ」

「そっか……そうなったら、カルウラ擁ようするワーテイス軍が来る前に、こちらは全力を出さなきゃならないもんね」

「そういうこと」

　因ちなみにアリューゼはターシャと共に、早さつ速そく、練兵に入っていた。練兵とはいえ、傍はた目めから見たら同じところを行ったり来たり、兵たちが往来しているようにしか見えない。これなら、確かに練兵とは思われないだろう。ただ暇ひまを持て余した兵士たちが、馬を駆かって気を紛まぎらわせているように映っていた。

　そしてまた一つ、ジノの言葉が的中した。

　白地に青の公国旗の中から、紅くれないの公国旗を掲げた馬車の一団が、ヘネシーらの許もとに向かって放たれたのだ。馬車は数ハルの後、本陣として設営した幕舎の前で止まり、中から気品漂ただよう女性と、その従者が降りてヘネシーの前に現れ、片かた膝ひざを突つき、深く頭こうべを垂れた。

　それは間違いなくフェザーミル外交局長、ヴィオラだった。

「大変遅おそくなり誠まことに申し訳ありません。ヴィオラ・ウォティア、やっと帰参を許されました」

　ジノが、ヴィオラの表情や肌はだ艶つやを観察する。特に窶やつれているような様子はなく、健康そのものだった。やはり、拷ごう問もんや監かん禁きんされていた訳ではなさそうだ。

「ヴィオラ！　無事で何よりだわ！　それにしても、随ずい分ぶんと時間がかかったわね」

　ヘネシーが、幕舎の中央に置かれたテーブルに手を置き、ヴィオラに声を掛かけた。

「全く、面めん目ぼく次し第だいもございません。どうにかフェザーミルに連れん絡らくをしたかったのですが、宛あてがわれた部屋がシルバーキープ城の地下三階だったのです……」

　あの自信満々のヴィオラが視線を地面に落とし、項うな垂だれている。遠交に失敗したことで、責任を感じているのだろう。

「やっぱり、そういう事情だったんだね。地下に閉じ込めてしまえば、ヴィオラは伝信鳥を使えない。そしてこちらからの伝信鳥は、全てシルバキープに抑おさえられていたんだね」

　ジノはここまでヴィオラと連絡が取れないということは、牢ろう獄ごくが監禁塔とうに閉じ込められているか、地下室かと思っていた。

「それで、グレン様から何か預かって来た!?」

　ヘネシーがジノを押しのけて訊きいた。

「はい。帰参する前、グレン伯爵は私に今日までの非礼を詫わびると仰おおせられ、一通の書簡を預かりました。勿もち論ろん、ヘネシー様宛あてです」

　ヴィオラはそう言いながら、懐ふところから一通の書簡を取り出し、ヘネシーに渡わたした。ヘネシーはシルバーキープの蠟ろう印いんを割り、しゅっと音を立てて目を落とした。

「……ん、んんー？」

　待ちに待った、グレンからの返書の意図が、汲くみ取れなかったのである。

「ジノ、これどういうことかな？」

「拝見しようか」

　ヘネシーは堪たまらず、ジノに書簡を預けた。

　そこには、序文に〝ヘネシー・ストーリア女侯こう爵しやく閣下へ〟という文字と、白地に青で描えがかれた公国の紋もん章しよう、そして左ひだり隅すみに〝グレン・レヴァンダ〟と記されているだけだった。

　因みに青は、シルバーキープの象しよう徴ちよう色である。

「ふむ……成る程ほど。よく分かりました。では返信をオレが代筆するから、辺境姫様は名前だけ入れて貰もらえるかな？」

「これの意味が分かったの!?」

「うん、理解したよ。誰だれか紙と筆、それと蠟印の道具を」

　ジノがそう言うと、近この衛え兵の一人が大急ぎで親書用の紙と筆、そして真しん紅くの蠟ろう燭そくを持って来た。ジノは紙に〝グレン・レヴァンダ伯爵へ〟と記すと、そこに赤いインクで公国の紋章の上に小さく〝←〟と書き込み、ヘネシーに手紙を渡して署名を求めた。

「何なのよこれ!?　何かの暗号!?」

「違う違う。もっと単純なことさ。いいから早く署名してよ」

「わ、分かったわよ、もう！」

　ヘネシーが手紙の最後に自分の名前を記して、それをジノに返す。ジノは手紙を丸め、赤い蠟燭に火を点ともして封ふうをすると、蠟が固まる前にフェザーミルの紋章を捺なつ印いんした。

「トレーフル、どこかにいる？」

「お呼びでしょうか？」

　ジノとヘネシーが、その声にびくっとする。

　今回トレーフルは、親書の道具を持ってきた近衛兵の格好になって混じっていた。

「いつも驚かされるなあ。まあ、いいや。いいかい、トレーフル。この親書をキミ自ら、グレン伯爵に届けてくれ。分かったね？」

「承知、致いたしました。お任せ下さい」

　トレーフルはジノから親書を受け取ると、馬と武具を残して姿を消した。

「これでよし。辺境姫様、この書簡が無事にグレン伯爵の手に渡れば、グレン伯爵はこちらの味方に付いてくれるよ」

『!?』

　その言葉に、ヘネシーは何が何やら皆かい目もく見当が付かず、狼ろう狽ばいするだけだった。

「ジノ、ちゃんと説明してよ！　あたしにはさっぱり意味が分からないわ。どうしてあの手紙を見せれば、グレン様が味方になってくれるの？」

　ジノはヘネシーと視線を交かわし、静かに語り始めた。

「グレン伯爵からの親書は、シルバーキープの紋章だった。戦地でこれを送ってくるということは、本当に戦いくさを行うつもりなのか、という意味と、誰を相手に戦うつもりなのか、という、二つの意味が込められていたのさ」

「それで、何で返答がフェザーミルの紋章と〝←〟なの？」

「〝←〟と記せば、グレン伯爵は北だと察してくれるだろう。北に布陣するのは？」

「それは勿論、偽にせ大公ワーテイス……あ！」

「気付いたみたいだね」

　ジノはにっこりと微笑ほほえむ。

「そう。つまりあの親書は、我々の意思を問うものだったんだ。本当に北を攻せめるのか、とね。それに、たとえ親書が敵の手に渡っても、ただの紋章のやり取りだ。これに意味があるなんて、気づかないだろうね」

「あの紋章一つに、そこまで深い意図があったっていうの？」

「そうだよ。こうすればもしヴィオラが道中、公都側に襲おそわれて親書を奪うばわれても、その内容を理解するのは不可能だ。そしてグレン伯爵はこちらにアリューゼがいることで、この紋章に対し、深く読んでくれることを期待したんだよ」

「ジノじゃなくて、アリューゼなの？」

「そうさ。何せアリューゼは、武人として優すぐれているだけでなく、軍師並みの知力の持ち主だからね。きっとグレン伯爵はこの親書を受け取った辺境姫様が、アリューゼを通じて内容を知ることが出来るだろう、と読んだんだと思うよ」

「実際はジノだったけどね」

「それはいいことだよ。シルバーキープは辺境姫様の懐ふところ刀がたなであるオレに、そこまでの知力はないと思われてるってことになるからね」

「そっか。確かにグレン様は聡そう明めいであると同時に、慎しん重ちような方だもんね」

「そういうこと。という訳で、こちらは紅の紋章に〝←〟を書いて返答とした。この一文字にはフェザーミル・リンカーフォル連合軍は、シルバーキープに対して敵意はない、攻めるのは北だけってことを示していたんだよ。これでシルバーキープは全力で兵を北に向けられる。向こうとしても、横よこ槍やりを入れられる心配がなくなるんだ」

「つまり、このやり取りでグレン様は、味方に付いて下さるのよね？」

「まあ、そういう意味でいいと思うよ」

　ジノはくすくすと笑いながら、北の空を見た。

「今が六メリア二十八ディエだから、あと二ディエ後に、ワーテイスがここストーリア平原にやって来るだろう。その時、味方だと思っていたグレン伯爵の矛ほこが自分に向いていると知ったら、ワーテイスはどんな顔をするかなあ……」

「きっと、誰もが想像できない顔になるわ」

　二人は、込み上げてくるものを抑えきれず、声を上げて笑った。




「ジノ様」

　練兵を見ていたジノの許に、早くもトレーフルが現れた。トレーフルに親書を持たせてから、まだ五ハルしか経たっていない。

「随分早かったね、トレーフル」

「はい。何せ、シルバーキープ陣じん営えいとここは、目と鼻の先ですので」

　それにしても早すぎる。さすがはトレーフルだと、ジノはその瞬しゆん身しんぶりに、ただただ舌を巻いた。

「で、グレン伯爵は何て言ってた？」

「グレン伯爵は親書に目を通すと、その場で内容を検あらため、言こと伝づてを頼たのまれました」

「ほう、どんな内容？」

「承知した。明日、フェザーミル陣営に伺うかがう、とのことです」

「何だって!?」

　この返答には、ジノも驚いた。

「グレン伯爵がここへ？　それは面おも白しろいことになってきたね」

「次に私は、何を調べましょうか？」

　トレーフルは相変わらず表情を変えずに、ジノに訊いた。

「東の動向は大おお凡よそ摑つかんだから、次は北だね。特に浮ふ遊ゆう城じようだよ。何か報告は？」

「影かげ蛇へびから間もなく公都より浮遊城が飛び立つとの情報が入っておりますが、それ以外に具体的な動きはまだ入っておりません」

「そうか、とうとう浮遊城を引っ張り出してきたんだね。分かった。引き続きそっちの監かん視しを頼むね」

「ははっ」

　そう言うと同時に、姿を消すトレーフル。

　戦において、敵の情報は金を積んででもほしいところだ。今のトレーフルの情報だと、ワーテイスはほぼ間ま違ちがいなく、定刻通りにここに現れるだろう。二ディエもあれば、こちらはストーリア平原を充じゆう分ぶんに調べられる。

　ワーテイスは浮遊城とカルウラ大将軍、そして三〇〇の精せい鋭えいを擁ようしているが、自分やアリューゼ、グレンのような知将に、それだけの情報を与あたえてしまったのは致ち命めい的てきだろう。

　グレンもここに現れるという。後は、ジノが考案した〝秋風の陣じん〟を、徹てつ底てい的に将兵に叩たたき込むだけである。

　ヘネシー軍の陣容は、右う翼よくにターシャ将軍率いる兵七〇〇。左翼にアリューゼ女子し爵しやく率いる兵七〇〇。中央はエデッサ将軍率いる、兵二〇〇である。この二〇〇はフェザーミルの兵であり、ターシャの陣にはリンカーフォル兵二〇〇が入っていた。

　そしてこの陣がジノ独自であるのは、アリューゼ隊とターシャ隊が縦列で並んでいるところにある。この布陣だと、右翼のターシャ隊は、シルバーキープに対して真横に向く形となる。もしシルバーキープ軍がワーテイス側に付いていたら、いとも簡単に粉ふん砕さいされてしまう。

　ジノはターシャとアリューゼを呼び、共にヘネシーがいる本営に向かった。本営はストーリア平原の南西、エデッサ隊の奥にある巨きよ大だいな幕舎だ。当然、軍議等もここで行われる。

　幕舎中央のテーブルには、ストーリア平原を模した戦場の地図が広げられており、その上に駒こまが置かれていた。

　やがて、ジノ、ヘネシー、エデッサ、ターシャ、アリューゼ、ヴィオラが本営に集つどった。

　ジノはグレンから奇き妙みような親書が届き、返答したことと、そのグレン本人がこの陣に来訪する旨むねを伝えた。すると、ヘネシーは目を輝かがやかせた。

「ということは、いよいよ北だけに専念できそうね」

「そう結論づけるのは少し尚しよう早そうかもしれないけど、先の書簡でのやりとりで、こちらにシルバーキープを攻める意思はないことは伝えた。その後、辺境姫様に会いたいと言って来ているんだから、まず、こちらの味方と見て問題はないだろうね。アリューゼはどう思う？」

　ジノは、アリューゼの意見を最も聞きたかった。

「紅くれないの紋もん章しように〝←〟ですか。面白いやり取りですね。シルバーキープの紋章は、本当にワーテイスと戦うのか、という問いかけで間違いないでしょう。もし私が軍師でも、この手紙を受け取ったならば、同じように返答しましたね」

「やっぱり、オレと同じ解かい釈しやくかな？」

「はい。この複雑で微び妙みような情勢において、その親書が敵の手に落ちた場合、文章にしてしまうのは大変危険ですから」

「うん、そうだね」

　ジノはアリューゼというヴァンパイアが味方になってくれたことの大きさを、改めて実感していた。

「それって、これ以上ない吉きつ報ぽうじゃない！　ワーテイスはあたしを潰つぶすことしか考えていないから、きっとカルウラ大将軍と三〇〇の精鋭を全部、こちらに向けて来るわ。その隙すきを突つき、グレン様率いるシルバーキープ軍が浮遊城を攻める。ジノが考えているのは、こんな感じじゃない？」

「うん、それが最善の手だと思うよ。グレン伯はく爵しやくだったら、浮遊城を相手にしても、善戦してくれるよ」

「何だか順調すぎて、逆に不安になりますわ」

　ヴィオラが、そう呟つぶやく。

「確かにヴィオラの言う通りだけど、この状じよう況きようを作り出すまで、どれだけの労力を要したか。そもそも辺境姫様が一いつ貫かんしてグレン伯爵を敵に回さないという姿勢を崩くずさなかったことが、最終的にグレン伯爵の心を動かしたんだと思う」

「軍師、どうしてグレン伯爵はそこまでヘネシー様を警けい戒かいしていたんでしょうか？」

　エデッサがジノに訊きいた。この中では新参の将軍だが、その度胸はターシャもよく知っていたし、将軍になってもおかしくないと思っていた。

「エデッサが疑問に思う気持ちは分かる。それは奇くしくも、フェザーミルが策を用いてリンカーフォルを落としたことが原因なんだと思うよ」

「あ……」

　エデッサは思わず、アリューゼに視線を向けた。

「早い話、グレン伯爵はフェザーミルを疑っていたのさ。その疑いが辺境姫様の下もとで国を再興するか、それともワーテイスを正統なる後こう継けい者しやとして認め、辺境姫様を駆く逐ちくするかという選せん択たくを、余計に難しくさせたんだ」

「それはあたしにとって、とても悲しいことだわ」

　ヘネシーが、しょんぼりと項うな垂だれた。

「肩かたを落としている暇ひまはないよ、辺境姫様。グレン伯爵が来るなら前準備が必要だからね」

「え？」

　ジノの言葉に、ヘネシーが顔を上げた。

「しかし明日にしてしまったのは、聡明だと噂うわさされているグレン伯爵らしくない失態と思うなあ」

「は？　何がだよ？」

　ターシャがジノに嚙かみついた。

「もし今、グレン伯爵が来ていたら、それは不意打ちに近い。辺境姫様との会談はグレン伯爵に主導権を握にぎられていただろうね。その最大のチャンスを逃のがしたのは大きな痛手だよ」

「主導権？　何だかいつもだが、軍師とアリューゼの話は、さっぱりわからねえや」

　首を傾かしげるターシャだけでなく、アリューゼ、エデッサら武官に、ジノは告げた。

「本陣、右翼と左翼の将に告げる。明日、グレン伯爵との会見中に笛矢を鳴らす。その時、こう動いてほしい」

　ジノはテーブルの上の駒を動かし、ターシャらに見せた。

「!!……軍師、マジか!?」

　ターシャが、動どう揺ようする。

「オレはあまり軍略に詳くわしくありませんが、これは、かなり危険なのでは？」

　エデッサが腕うで組ぐみしてテーブルに目を落としながら、そう呟いた。

「こんなことをしたら、我らとシルバーキープで戦いくさになる可能性が高いです！　ワーテイスと戦う前にシルバーキープと戦うのは下策かと。どうか、お考え直しを！」

　聡明なアリューゼですら、ジノの案には反対した。

「いや、これでいいんだ。万ばん事じ、オレに任せてほしい。これは軍師としての命令だよ」

　そう言われてしまうと、言い返す言葉を持たない三人だった。

「さあ、三人はそれぞれの陣に戻もどり、合図を待っていてくれ。頼んだよ」

「しょ、承知、致いたしました……」

　ターシャ、アリューゼ、エデッサの三名は、イマイチ納なつ得とくがいかないといった表情を浮うかべつつ、ヘネシーに片かた膝ひざを突いて拝手敬礼し、幕舎を後にした。

「それでは私も失礼致します。戦場において、私の存在は足あし手で纏まといになりかねませんので」

　ヴィオラが、そう言ってヘネシーに一礼した。

「そんなこと言わないで。ヴィオラは外交局長なんだから、やることは沢たく山さんあるわ。まずはフェザーミルに帰って、身体からだを休めて。これは決して、悪い意味じゃないからね」

「お心こころ遣づかい、感謝します。ご武運をお祈いのりしますわ」

「そうね、うん、祈ってて」

「それでは」

　こうして、ヴィオラも本営の天幕から出て行き、残ったのは、ジノとヘネシーだけになった。

「さてと、辺境姫様。明日ここで、グレン伯爵とどう接すればいいのかを教える。よく聞いて実行してほしい。この会合で、開戦前にシルバーキープを味方に引き入れるからね！」

「へ!?」

　ジノは不敵な笑みを浮かべて、ヘネシーに胸中の秘策を丁てい寧ねいに伝えていった。




　そして、翌日。

　時刻は日暮れ後の二十ハル。

　東の陣から十名程度に護衛され、白地に青の公国旗を掲かかげた一台の馬車が、フェザーミル・リンカーフォル連合軍の本営幕舎前に現れた。

　シルバーキープの馬車の守衛は、ただものではなかった。グレンがシルバーキープの守備に絶対の信しん頼らいを置いている【堅けん守しゆの】シュレム・ディティオ男だん爵しやく。弓を持たせれば右に出るものはないといわれている【白はく弓きゆうの】ベルフィーヌ・クロティナ女爵。グレンの右腕と左腕とも呼ばれている二人の将軍が放つ威い圧あつ感かんに、その場にいた衛兵は思わず一歩、後ずさった。

　やがて馬車が停とまると、二人の将軍が下馬し、馬車のドアの前で片膝を突き、頭こうべを垂れる。ドアが開き、その中から現れたヴァンパイアに、周囲の衛兵らは、強きよう烈れつな突とつ風ぷうを受けたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　癖くせのある長い金きん髪ぱつを首の後ろで束ね、きりりとした眉まゆ、引き締しまった唇くちびる。同性のヴァンパイアですら美しいと思わせる、優美な仕草。

　彼こそヴァンパイア中のヴァンパイアと謳うたわれる【煉れん獄ごくの】大将軍、グレン・レヴァンダ伯爵である。グレンはその場から、鋭するどい視線で周囲を見み渡わたした。

「……うむ、見事な布陣だ。さすがは、今一番、勢いのあるフェザーミル軍だな」

　グレンはそう呟いた。

「その青の公国旗、シルバーキープ伯、グレン大将軍とお見受けしますが」

　グレンを幕舎に案内するよう命じられた衛兵が、敬礼しながら声を掛かけた。

「いかにも、私がグレンだ。ヘネシー様の許もとまで案内を頼たのむ」

「は、ははっ！」

　その声は、まるで名曲を耳にしたかのような鮮せん烈れつさがあり、衛兵は思わず一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしてしまったが、すぐに頭を振ふり、グレンの前を胸を張って歩き出した。

　やがて幕舎の入り口が開かれ、グレンを筆頭に、シルバーキープの面々が続々と入っていく。そしてグレンは、自分が来たのが一ディエ遅おそかったことを瞬しゆん時じに痛感した。

　幕舎の中は、中央にテーブルがあるのは変わらなかったが、いつの間にか最さい奥おう部に壇だんが設けられ、玉座が置かれていたのである。

　普ふ通つうに考えて幕舎に玉座など必要ない。故ゆえにこの場所は、グレン来訪の報告を受けてから造られたものだと推察出来る。

　その玉座に座っているのは当然、ヘネシーである。そしてその傍かたわらにはジノが、一段下にはエデッサ将軍がいた。グレンらはヘネシーの前まで歩み寄ると、片膝を突き、拝手敬礼した。

「ご尊顔を拝するのが遅おくれ、誠まことに申し訳ありません。グレン・レヴァンダ、推参致しました」

　特に威い圧あつする訳でもなく、淡たん々たんとした物言いだった。それに対してヘネシーは、あからさまに不ふ機き嫌げんな表情を見せ、シルバーキープの面々を驚おどろかせた。

「ご苦労、シルバーキープ伯」

　そのヘネシーの態度に、シルバーキープの面々は少なからず動揺した。ヘネシーは、かつて公都で見せたものとはかけ離はなれ、つっけんどんで、しかもかなりの上から目線だった。

　尤もつとも、爵位の上ではヘネシーが女侯こう爵しやく、グレンは伯爵なので、特にヘネシーが慇いん懃ぎん無礼を働いている訳ではない。

　そして、ヘネシーは……怒おこっていた。

「ここまでの経けい緯いを鑑かんがみれば、そのお怒いかりはごもっともかと。どうかお許し下さい」

「最も早はや、許す許さないの問題じゃないわ、グレン様。あなたには、三つの罪がある」

「罪ですと？」

　グレンの顔から、笑みが消えた。

「お聞かせ願えますか？」

「まず一つ目。前大公崩ほう御ぎよの砌みぎり、即そく座ざにその主犯を突つき止めなかったこと」

「あ、あれは突とつ然ぜんの出来事で、こちらも動くに動けず──」

「は？」

　ベルフィーヌが言い訳をすると、ヘネシーがベルフィーヌの弁明を一いつ蹴しゆうし、ギラついた瞳ひとみで射い貫ぬいた。するとベルフィーヌは気け圧おされ、ヘネシーが発する怒ど気きに屈くつし、俯うつむいてしまった。

「グレン様はお父様と刎ふん頸けいの交わりの仲。やろうと思えば、幾いくらでもやりようはあったはず！」

「む……」

　ヘネシーの言葉は、そのままグレンの肩に重くのし掛かった。

「話を続けるわ。第二にワーテイスか私か、未いまだにその旗き幟しを鮮せん明めいにせず、我らフェザーミルの使者を囲い繞にようの計によって軟なん禁きんしたこと。確かに第一継けい嗣しであるワーテイスは大公となる大義名分を持っている。

　しかしワーテイスは歴代大公が行ってきた黒こく炎えん神しんヴェルフレイム教会による戴たい冠かんの儀ぎを執とり行わず勝手に新大公を名乗り、保身のために貴族らに対して公都第四層に土地を与あたえ、そこに住んでいたヒトたちを空から堀ぼりに追いやった。今では疫えき病びようにより、公都のヒトの数が激減しているという。これらは全すべて、愚ぐ行こう以外の何ものでもない！」

「ぐ、むむ……」

　厳いかつい顔をしたシュレムが、思わず唸うなった。

　ワーテイスの悪行はシルバーキープにも聞こえている。グレンほどのヴァンパイアならば、これを諫いさめて然しかるべき、というヘネシーの言葉は、シルバーキープの面々にも突き刺ささった。

「お言葉を返すようですが、ヘネシー様はワーテイス様の妹君。そのお役目は、ヘネシー様がすべきことだったのでは？」

　ベルフィーヌが一いつ矢し報むくいようと言葉の矢を放つ。しかし、それを耳にしたヘネシーの眉が吊つり上がり、その瞳は怒りに満ちた。

「確かに私は大公の娘むすめであり、偽にせ大公ワーテイスの妹である。しかし、たった一二〇程度の兵を養うのですら精せい一いつ杯ぱいだった西の辺境にいた私に、何が出来たという!?　今日、ここに至るまで、フェザーミルのものたちがどれだけの苦く汁じゆうを舐なめてきたか。軍師ジノを得て、生き残りを懸かけ、かけがえのない大事な重臣と兵を失う戦いをしてきた苦難が、お前に分かるのか!?」

「は、そ、それは……」

　烈れつ火かの如ごとく怒るヘネシーに、たじろぐベルフィーヌ。

「リンカーフォルとて同じよ！　彼らはフェザーミルの策で敗やぶれ、一度は滅ほろびた。そんな彼らの胸中は察して余りあるが、我らはワーテイスの安い恐きよう喝かつまがいの態度に対し、禍か根こんを忘れ、互たがいに手を握にぎり合って、ここに立っている。その間、シルバーキープはこちらからの使者は軟禁し、旗幟を鮮明にせず……そなたらこそ、今まで何をしていたのだ!!」

「申し訳ありません」

　ヘネシーの怒りに触ふれ、言葉を失ったベルフィーヌの失言に、頭を下げたのは、他ほかならぬグレンだった。

「全てはこのグレンの責でございます。既すでにお察しとは存じますが、私はこのストーリア公国の未来を考え抜ぬき、血筋を取るか、国の安あん寧ねいを考えるか、思い悩なやんでいたことが、我が臣下の口を滑すべらせました」

「それが第三の罪よ！　グレン様は今やストーリア公国で最も発言権のあるヴァンパイアよ。グレン様が迷っている間に、どれだけの民たみが不安にかられているか。それに血筋を考えるのであれば、ワーテイスによる公都での傍ぼう若じやく無ぶ人じんな行動も止められたのではないか!?」

「それはワーテイス様が公都の内堀を埋うめて空堀とし、ヒトをそこへ締め出し、公都第四層を貴族に与えたという件ですか？」

　シュレムがベルフィーヌを庇かばうようにそう言うと、ヘネシーの怒りの炎ほのおに油が注がれた。ヘネシーは突然、玉座から立ち上がり、右足を高々と上げると、その玉座に踵かかとを振り下ろして破は壊かいした！

「それだけではない！　それに、あの偽大公を、〝様〟呼ばわりするなあッ！」

「は、ははーっ！」

　ヘネシーの覇は気きは、凄すさまじいものだった。

　歴戦の猛も者さであるシルバーキープの二人の将軍に冷ひや汗あせをかかせたばかりか、フェザーミル側であるジノやエデッサすら、その猛もう威いに吹ふき飛ばされそうになった。この場で眉一つ動かさなかったのは、グレンただ一人だった。

「お父様殺害の主犯を突き止める力を持ちながら、それをしていないこと。新大公を称しようするワーテイスか、この私に付くかはっきりしないこと。公都の乱れを正さぬこと。以上を踏ふまえて、このフェザーミル・リンカーフォル連合軍三〇〇〇と戦うというならそれも良し！　存分にお相手しましょう！」

『さ、三〇〇〇ですと!?』

　ベルフィーヌとシュレムが、驚きの声を上げた。ヘネシーが叫さけんだ兵数は実数よりも多い。シルバーキープはヘネシー軍を一五〇〇程度だと考えていた。実際に一六〇〇なので、あながち間ま違ちがいではない。

　しかし、その時だった。ジノが合図を送り、衛兵が笛矢を天に放つ。すると別の衛兵二人が、幕舎の西口を開いた。

「お、お……!?」

　シルバーキープのものたちの顔色が、見る見る青くなっていった。

　そこに現れたのは、約三〇〇〇の篝かがり火びだった。

　それも、全て東を向いている。いつでも、今からでも一戦交えられるぞ、という構えだった。

「シュレム、ベルフィーヌ、その目でよく見るがいい。私はお父様が残した精せい鋭えいたちやカルウラ、キリエ、偽大公ワーテイスを恐おそれぬ。シルバーキープも恐れぬ。兄とはいえ、あのような馬ば鹿か者にこの国の舵かじ取とりはさせられないわ。ここに集つどったものたちは、みな同じ想おもいを抱いだいている。ストーリア公国の西と南の強つわ者ものたちよ！」

　シュレムとベルフィーヌが、その圧巻の陣じん容ように吞のまれ、身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「さあ、グレン様。この場で結論を出して！　私に付いて国政を正すか。偽大公ワーテイスに付いて、奴やつもろとも滅びるのか！」

「くく……ははは、はっはっは！」

　グレンは凜り々りしいヘネシーから視線を外さず、この場でただ一人、高らかに笑った。

「いやはや、ヘネシー女侯爵殿下がどういう成長をされたのか楽しみに参上致いたしましたが、その物言い、怒り方、お父上にそっくりになられましたなあ」

　グレンは感かん慨がい深そうに、そう口にする。目の前に広がる圧あつ倒とう的な篝火など、歯し牙がにも掛けない様子だった。

「それは返答ではありませんね」

　ヘネシーはあくまで強気である。その態度に、グレンの側近であるシュレムとベルフィーヌは、ただ困こん惑わくするばかりで、二人は、この大軍勢を目にしている主あるじの命令を待った。

「答えはもう出ております」
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「!?」

　グレンは立ちあがり、ヘネシーに背を向けて三〇〇〇の篝火に向かって歩き出すと、シュレムとベルフィーヌが、瞬時にその両りよう脇わきを固めた。グレンは圧巻の軍勢に目を向け、その場にいたものたち全てに聞こえるよう、大声を上げた。

「私がここに来た目的は、フェザーミル・リンカーフォルの軍勢が、果たしてあの〝黒の軍団〟率いる【繊美の】カルウラに通じるのかどうかを見定めるためでもあった。何せ我らが浮ふ遊ゆう城じようを攻こう撃げきしているときに、簡単に崩くずれるようでは困るからだ。しかし、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。この熱気、一体感、そして覇気。この軍は、カルウラ相手でも通用する！」

　そしてグレンは片手を挙げて、山をも動かさんばかりの大声をフェザーミル・リンカーフォル連合軍に浴びせた。

『これよりシルバーキープは、この勇ゆう敢かんなるフェザーミル・リンカーフォル連合軍と行動を共にさせて頂く！　敵は北にあり、だ！』

『おおおおおおおおおおおお！』

　フェザーミルとリンカーフォルの面々が、そしてシュレムとベルフィーヌも抜ばつ剣けんし、それを壁かべや盾たてに叩たたきつけて鳴らし、グレンの決断に喝かつ采さいを送った。

　それは、ストーリア公国の勢力、東西南北のうち、東西南が連合を組むという、過去にない大事件が起きた瞬しゆん間かんでもあった。そんな中、ジノが、喝采を浴びながら戻もどって来るグレンに向かって言った。

「少し狡ずるい気がしましたよ、グレン伯はく爵しやく。もしここにカルウラと戦い得うるだけの力がなければ、こちらには付かなかったと公言しているようなものですよね？」

　グレンが、紅あかい仮面を被かぶったジノに目を向けた。

「そう気を悪くしないでくれ、軍師よ。我々とて、ヘネシー様をお助けしたかったのが本意だった。しかし公都からの間かん諜ちようの目もある。もし早い段階でヘネシー様に付くと公都に知られたら、我々は白麗関の守りを行いつつ、公都軍と戦わなくてはならなくなる。それだけは、どうしても避さけたかったのだ」

「成る程ほど」

　確かに、グレンの言葉は的を射ていた。

「しかし今になって思えば、フェザーミルがライバー大将軍を失ってでも作りたかったのが、この形なのだな。軍師は初めから、フェザーミルだけでは公都軍に勝てないと読んでいたんだ。このストーリア平原の戦いには、どうしてもリンカーフォルの力も必要だったのだろう」

「お見事、グレン伯爵」

　ジノは素す直なおに、己おのれの考えを見み抜ぬいたグレンを認めた。

「そしてそれは、そのままシルバーキープを味方に引き入れるという策に繫つながる。フェザーミルとしては、ライバー大将軍を失うのは正に苦く渋じゆうの決断だった。しかしシルバーキープを味方に付けるには、フェザーミルとリンカーフォルが連合を組まなくては不可能だと思った。ところがリンカーフォルのゴダード子爵がワーテイスに付いたと聞いた瞬間、こちらも覚かく悟ごを決めなくてはならなかった」

　ジノが補足すると、グレンはヘネシーの許もとへ戻り、再び片かた膝ひざを突ついた。

「お辛つらい決断でしたな、ヘネシー様」

　グレンは、ジノの横で拳こぶしを握り締しめるヘネシーに、軽く頭を下げた。

「グレン様の仰おつしやる通り、身を裂さかれるかのような選せん択たくでしたわ。しかし道を開き、リンカーフォルを傘さん下かに収め、グレン様を味方に引き入れたのは、軍師ジノの力よ」

　そう言うヘネシーに、グレンは首を振ふった。

「ヘネシー様。あなたは女侯こう爵しやくであり、軍師は献けん策さくしたに過ぎない。そもそも、その軍師も、あなたが見み出いだしたと聞いています。戦いはこれからです。ヘネシー様には胸を張って頂きたい」

「グレン伯爵の言う通りだよ。全すべてを選んできたのは辺境姫様だ。そしてこの戦に勝ち、正統に大公になるのも、ね」

　ジノは口許を緩ゆるめながら、そう言った。

　グレンは、ジノの横顔を凝ぎよう視しした。

　間違いなくヒトだった。このヒトが知識と知ち恵えを駆く使しし、ヴァンパイアの国ストーリア公国で未み曾ぞ有うの大戦を行うという、大局を作り上げたことに、若じやつ干かんの畏い怖ふを覚えた。

　そして、ヘネシーが衛兵に命じた。

「さあ、もういい。幕舎を閉じ、ターシャとアリューゼには元の布ふ陣じんに戻るよう伝えよ。ここからは、東西南が手を取り合って、北のワーテイスを如い何かに葬ほうむるか、よ！」

「ははっ！」

　ジノのを命令で、幕舎の一角が元に戻される。幕舎は再び、謁えつ見けんの場に戻った。

「しかし軍師、今の〝偽ぎ兵へいの計〟は見事でしたな。ひょっとしてこの交こう渉しようの段取りも、軍師の入れ知恵では？」

　グレンの言葉に、シュレムやベルフィーヌを含ふくめた全員が、思わず言葉を失った。鋭するどいところを突かれたジノは、グレンの指し摘てきを受けて、ヘネシーに怒いかりを収めるよう言った。

「やはり、そのようだな。兵士たちをよく観察すると、前列のものは松たい明まつを一本ずつ持っているが、後列のものは二本以上の松明を持っているようだ。そうすることで、あたかも倍の兵がいるかのように見せかけていた」

「さすがはグレン伯爵。よく見抜いたね」

　そう口にしたのはジノだった。

「あの偽兵の計は、今回の会見前にオレが命じた。全兵士を東に向けよ、とね」

「何なに故ゆえ、そのようなことをした？　私がこれを見て、北に心変わりをするという見方はしなかったのかね？」

「それはないと断言する。此こ度たびの来訪は、フェザーミルに合力することが前提だったと思う。何せ、グレン伯爵自身が、ここに偽大公ワーテイスと戦える戦力があるのか確かく認にんするためだと言ったんだからね。ご覧の通り、ここにはそれがある。納なつ得とくして頂けたかな？」

「勿もち論ろんだ。そちらも同じだろうが、こちらとて自領を守らねばならない。それを踏まえて、先の三つの罪に対する反論をさせて頂こうか」

「ほう？」

　ジノが、口許を緩める。そのグレンの言葉で、再び場に静せい寂じやくが訪おとずれた。

「まず一つ目。私が公都に行き、ハーシュタット大公陛下殺害の真犯人を捜そう索さくするような行動を取れなかったのは、東の隣りん国ごく、ベーゼ王国による大規模な侵しん攻こうがあったからだ。これにより私は、混乱に乗じてストーリア公国を乗っ取ろうとする輩やからとの戦いを最優先とせざるを得なくなった」

「な、ベーゼ王国……オーガが動いていたのですか!?」

　ヘネシーがそう叫び、ジノに目をやる。

　それはジノも摑つかんでいない事実であり、ジノはただ首を振るしかなかった。そもそもシルバーキープ城には間諜を放っていたが、その東にある白麗関にまでは手を回していなかった。

　故に、ベーゼ王国軍の動きまでは摑めなかったのだ。

「ということは前大公暗殺後、何ものかがベーゼ王国にその情報を流した。そう考えていいのかな？」とジノ。

「その通りだ。これがそのまま二つ目の罪の理由となる。私は偽大公ワーテイスか、ヘネシー様かで悩なやんでいた訳ではない。それ以前に、ストーリア公国の存亡を懸かけて戦っていたのだ。その間、フェザーミルのヴィオラ外交局長にあれこれ詮せん索さくされるのは得策ではないと思い、囲い繞にようの計で通信手段を封ふうじるしかなかった。そこはお許し願いたい」

「何、と……」

　グレンの言葉で、第一と第二の罪は消え去った。何せジノもヘネシーも国内のことで精せい一いつ杯ぱいだったので、グレンの言葉を信じるより他ほかになかった。

「そして第三の罪だが、公都の治安を守れなかったのは、私自身が公都に行くことが出来なかったことにある。あるものがそこまで計算し、私がシルバーキープから動けぬよう、ベーゼ王国を扇せん動どうしたのだ」

「しかしそのベーゼ王国の侵攻は、まるでお父様が亡なくなるのが分かっていたみたいじゃないですか!?」とヘネシー。

「恐らく、ベーゼ王国はハーシュタット大公の死を知っていたんだ」

　グレン伯爵の言葉で、ジノやヘネシー、エデッサらの表情が凍こおり付いた。

「い、今、何と？」

「こうなる前に私はハーシュタット大公に何度も諫かん言げんしていたのだ。あの魔ま女じよを放ほうっておけば、必ずや災わざわいを招くと！」

「魔女？」

　ヘネシーはつかつかとグレンの前まで歩き、片膝を突くグレンに視線を合わせた。

「つまり私が言った第一の罪、お父様暗殺の犯人を、グレン様は知っているということですか？」

「これは予測に過ぎませんが、まず間ま違ちがいないでしょう。故に、わざわざ公都に赴おもむいて犯人捜さがしをする必要はなかった、ということになります。そしてそのもののために、私は第二、第三の罪を犯おかすことになったとお考え下さい」

「その魔女とは？」

　グレンはじっ、とヘネシーを見つめ、口を開いた。

「実は二ヤーズほど前、私が公都を訪れたときに、ハーシュタット大公から紹しよう介かいされました。そのものは顔をローブで隠かくしていましたが、背格好から女性であるのは明白でした。そして陛下の腹心として、陛下の部屋で執しつ務むを行っていたそうです」

「お父様に、そんなヴァンパイアが近づいていたと!?」

「その通り。そのものの名は……」

　グレンは力を込こめて、告げた。




『【漆しつ黒こくの】魔女、イーラ』




「イーラだって!?」

　その名に反応したのはヘネシーではなく、ジノだった。

「どうした、軍師。この名に覚えでもあるのか？」

　グレンがそう話しかけても、ジノは身体からだを震ふるわせ、俯うつむいたままだった。

「ジノ？」

　ヘネシーが、心配そうにジノの肩かたに手を置こうとして……淡たん緑りよく色しよくの盾に弾はじかれた！

「ジノ、どうしちゃったのよ!?」

「まさか……いや、そんな……しかし、それなら……」

　何やら呪じゆ文もんのようにブツブツと呟つぶやくジノの顔色は、真っ青だった。

「話を戻そう。この魔女イーラこそ、私が敬愛していたハーシュタット大公陛下を暗殺し、ワーテイスに例の十億エルの手紙を書かせた張本人だ。即すなわち、大公殺しの犯人であると見ている。こちらとしても、独自で足取りを追っているところだ」

「つまり、これで全ての罪は、罪ではなくなったのですね。流石さすがです」

　ヘネシーが先ほどの嵐あらしのような表情から一変し、真夏の月夜のような豊かな微笑ほほえみを浮うかべながらグレンに言った。

「お褒ほめに与あずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく」

　グレンも、口許を緩めてヘネシーに応こたえる。言葉では表していないが、これにてフェザーミルとシルバーキープは、強固な同盟関係になったと言えるだろう。

「グレン伯はく爵しやく、一つだけ訊ききたい。とても大事なことだ」

　ジノが突とつ然ぜん、グレンに問いかけた。

「その【漆黒の】魔女イーラはヴァンパイアだった？　それともオレと同じ、ヒトの侍従贄フイーズだった？」

「彼女は、間違いなくヴァンパイアだった。それに、前大公陛下は公都にいたのだ。公都にいればヒトの血に飢うえることはない。陛下は戦場以外では、侍従贄フイーズを持たなかった」

「……有り難がとう」

　ジノは心ここにあらずといった具合で、テーブルに手を置き、グレンに話しかけた。

「グレン伯爵、お見事です。今夜の辺境姫様の態度、三つの罪の追つい及きゆう、兵を東に向け必要以上に多く見せた偽兵の計。これら全てオレの策だよ。よくぞ、全て見破られた」

「それは知っていたさ。そもそも私が知るヘネシー様は、あんなに簡単に激高しない」

「それでも我々にお味方を？」

「もしヘネシー様がここで凜りんとした態度を見せなければ、逆にワーテイス側に付き、この戦に勝利した後、彼の性しよう根ねを叩たたき直すつもりだった」

「ワーテイスは前大公陛下ですら教育できなかった愚ぐ者しやだ。グレン伯爵の言うことなど聞かないさ。それどころか、ワーテイスにとってグレン伯爵は、目の上のたんこぶだ。難なん癖くせをつけて爵位を取り上げ、投とう獄ごく、そして処しよ刑けいされるだろう」

「それすら覚かく悟ごの上だった。しかし、ヘネシー様は違った。今や、王者の風格を備えておいでだ。私は改めて思った。前大公陛下の魂たましいはワーテイスではなく、ヘネシー様の中に感じた。【疾しつ風ぷうの】大将軍ライバーを失ったとはいえ、質でも量でも勝まさるリンカーフォルを、たった二十の兵で葬り去った軍師がいる。これ以上の言葉は、無ぶ粋すいというものだ」

「有り難きお言葉。これで漸ようやく、偽大公ワーテイスを討うてる」

　そういうジノの手は震え、唇くちびるは何かを堪こらえるように、必死に閉じられていた。

「ジノ？　さっきからどうしたの？　様子がおかしいわよ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよ」

　ジノはそう言ったが、言うほど大丈夫そうには見えなかった。

「エデッサ、今からターシャの陣じんに行き、練兵を続けるよう伝えてほしい。それからアリューゼと交代し、今すぐ本営に来るように伝えてくれ」

「ははっ！」

　命令を受けたエデッサが、ヘネシーとグレンに拝手敬礼し、本営の幕舎を出た。

「さて、グレン伯爵。あなたにまだ訊きたいことがある。先の話だと、初めからこちら側の味方として動くつもりだったようだ。そうなると、攻こう城じよう兵器を持って来ているよね？」

「どこで、その情報を？」

　グレンが、目を見開いてジノに視線を向けた。

「ただの推測だよ。グレン伯爵はこの戦いくさでワーテイスを敵に回すことを視野に入れていた。となると、自おのずと浮ふ遊ゆう城じようが出て来るだろう、という考えに至る。ならば、攻城兵器を持ち出さない方がおかしいよ」

「参ったな。こちらの考えは筒つつ抜ぬけか」

「本当のところ、どうなんだろう？　その攻城兵器は、浮遊城に通じるの？」

「この兵器を使って攻こう撃げきを続ければ、間違いなく浮遊城に打撃を与あたえることが出来る。だからこそ、技術開発局長キリエが断固として浮遊城での出陣を反対していたんだ」

「じゃあ、今回の戦いで浮遊城が出てこないという可能性は？」

　それを訊いたのは、ヘネシーだった。

「有り得ないな。フェザーミルは聞いていないか？　偽にせ大公ワーテイスは浮遊城の使用を執しつ拗ように反対するキリエに対し、爵位と技術開発局長の地位を剝はく奪だつし、投獄したそうだぞ」

「!?」

　それを聞いて、ヘネシーは頭が痛い、といった具合で、額に手を当てた。ジノもまさかワーテイスがそこまでするとは思っていなかったし、何よりジノの間かん諜ちよう組織〝影かげ蛇へび〟ですら摑んでいない情報だった。

　グレンも自分と同じような組織を作り、あちこちに間諜を放っているのだろう。ただその規模は影蛇とは比ひ較かくにならないほど多く、広い範はん囲いに及およんでいると予想出来た。

　何な故ぜなら、ジノが知らない情報を、かなり多く摑んでいたからだ。ジノはテーブルの横に立ち、ストーリア平原を模した地図の上に手を置いた。

「となると、ワーテイスは刻限通りに浮遊城で現れる。ワーテイスはグレン伯爵を敵とは思っていないようだから、着陣後、カルウラを先頭に精せい鋭えい三〇〇をこちらに向けて来るだろう。その隙すきを最大限に利用しよう。グレン伯爵はカルウラが出陣した頃ころ合あいを見計らい、その攻城兵器で浮遊城を攻撃してほしい」

「それは承知したが、カルウラ率いる三〇〇の兵は凄すさまじく強いぞ。何せ白麗関に十万のオーガが攻せめ寄せてきた時、私は公都とリンカーフォルに援えん軍ぐんを頼たのんだのだが、カルウラは〝黒の軍団〟と呼ばれている兵三〇〇で数万のオーガを血祭りに上げたほどだ」

「心配ご無用。カルウラ軍が強いのは百も承知だからね。だからこそ、オレはこの日のために〝秋風の陣〟という陣形を編み出した。突破力に優れたカルウラ軍でも、この陣は破れないさ」

「それならいいんだが……くれぐれも、油断せぬようにな」

「ご助言、有り難く」

　ジノはグレンに拝手敬礼し、頭を下げた。

「それでは、これより我らシルバーキープは対浮遊城戦への準備に取り掛かる故ゆえ、ここで失礼する。ヘネシー様、この戦が終わったら、このような形ではなく、ゆるりと語り合いましょう」

　グレンは立ち上がり、ヘネシーに微笑みかけた。威い圧あつ感かんのない魅み力りよく的な表情で、それはヘネシーが幼心に残っているグレンそのものだった。

「グレン様ならば必ずや、浮遊城に脅きよう威いを与えられると信じています。次にお目にかかる時は、戴たい冠かん式しきですわ」

　ヘネシーも愛らしい笑顔で、グレンに応えた。

「ヘネシー女侯こう爵しやく殿下、そして軍師。フェザーミルと、リンカーフォルの強つわ者ものたちよ。シルバーキープの働き、とくとご覧あれ！」

　ジノはグレンに拝手敬礼し、シルバーキープのものたちを見送った。こうして幕舎に残ったのは、ヘネシーとジノだけになった。

「ジノ、さっきはどうしたの？　浮かない顔をしていたけど」

　ヘネシーが心配そうに、ジノの傍かたわらに立った。

「少し、夜風に当たってくる。考えたいことがあるんだ」

「本当に、大丈夫？」

「ああ」

　ジノは懐ふところから仮面を取り出して装着すると、本営の幕舎から外に出た。

　微かすかにひんやりとした風が、ジノの頰ほおを撫なでる。ジノは、身体中が痺しびれるような感覚に陥おちいっていた。

「イーラ……【漆黒の】魔女だって？」

　その名を口にすると、あのグラファリア大陸南東部に位置する、コボルトの国の隠れ村を思い出す。まさか、この場所でその名を聞くことになろうとは、予想だにしなかった。

「軍師」

　そう声を掛かけられ、振ふり返るジノ。そこには、夜風に銀の髪かみを靡なびかせたアリューゼが立っていた。

「私をお呼びとか？」

「ああ、ちょっと訊きたいことがあるんだ。詳くわしい話は幕舎でしよう。まだ辺境姫様もいるだろうし」

「はい」

　こうしてジノとアリューゼは、机の上の地図に目を落としていたヘネシーの許もとへ向かった。ヘネシーはジノがアリューゼを連れているのを見ると、唇を尖とがらせた。

「何で二人が一いつ緒しよなのよっ！」

「え？　ああ、オレが呼んだんだよ。辺境姫様も聞いてただろ？」

「それはそうだけど……まさか二人っきりで、ヘンなことしてなかったでしょうね？」

「何を言ってるのかな!?」

　ジノはあらぬ疑いをかけられて狼ろう狽ばいした。

「私は軍師の招しよう聘へいに応じたまでです。ヘネシー様が危き惧ぐするようなことは、断じてございません」

　アリューゼが、ヘネシーに片かた膝ひざを突ついて弁明した。

「それより二人に話がある。これはとても、大事なことなんだ」

　ジノが真しん剣けんであることを悟さとると、ヘネシーとアリューゼは表情を変えた。

「グレン伯爵が口にした、大公暗殺の真犯人の話、覚えてる？」

「ええ。確か【漆しつ黒こくの】魔ま女じよイーラとか言ってたわね」

　ヘネシーが、ジノに言った。

「ジノはそのイーラに心当たりがあるの？」

「どのイーラなのかは分からないけど、一つだけ事実がある。もしそれが当たっていたら……最悪かもしれない」

「何よ、それ」

　ジノはふう、と一息吐つき、その衝しよう撃げきの事実を打ち明けた。




『イーラは……オレの、姉の名であり、隠かくれ村では最強のエーテリオンだった』




「「えええええっ!?」」

　ヘネシーとアリューゼは驚おどろきのあまり、大声を出してしまった。

「イーラはオレより歳としが二つ上で、隠れ村に住んでいた頃ころ、親代わりになってくれた、大恩あるヒトだ」

「ヒト……そうよね、ジノはそこから、フェザーミルにやって来たんだもんね」

「オレがあの隠れ村から旅立つ、二ヤーズ前だね。聡そう明めいだった姉は隠れ村が永く存在できないことを察知して村を出て、それっきり行ゆく方えが分からなくなっていたんだ。まさか、この地でその名を聞くことになるとはね」

　そっと、テーブルの上に置いたジノの手は、微かに震ふるえていた。

「そこで、まずアリューゼに訊ききたい。二人とも知っての通り、公都でヒトとヴァンパイアが交流することは殆ほとんどないけれど、前大公は辺境姫様の母上を公都で見み出いだしている。だから公都内でイーラと出会い、ヴァンパイアにした可能性もあると思ったんだ」

「それは、あるかもしれませんが……」

「でもオレは、イーラは前大公との謁えつ見けん前、既すでにヴァンパイアになっていたんじゃないかと思うんだ。そうなると他ほかにヒトをヴァンパイアにできるのはワーテイスとその息むす子こアルベリック、辺境姫様、そして今は亡なき前リンカーフォル領主ゴダード子し爵しやくと、アリューゼだけになる」

　長い説明だったが、ジノが訊きたいことは、ヘネシーもアリューゼも理解できた。

「私は今まで一度たりとも、ヒトをヴァンパイアにしたことがありません」

　アリューゼが弁明する。

「では、ゴダード子爵は？」

「……そう言われれば、確か一人だけ、父上はヒトを侍従贄フイーズからヴァンパイアにしたと、知らされたことがあります」

「アリューゼはその侍従贄フイーズを見た？」

「いえ、それが妙みようでして、侍従贄フイーズならば主に付き従うものと思っておりましたが、全く姿を見たことがないのです」

「その侍従贄フイーズの性別は？」

「女性だったと思います。名前までは教えて頂けませんでしたが、ヒトにしておくには勿もつ体たいないから学ばせている、と言っておりました」

　刹せつ那な、ジノの顔色が変わった。

「その言葉を聞きたかったんだよ、アリューゼ。これでイーラがオレの姉である可能性がぐんと高まった。これは……かなり、厄やつ介かいかもしれない」

「つまり、イーラはジノがあたしにしたように、まずゴダード子爵に取り入って侍従贄フイーズになり、その後、ヴァンパイアになったってこと？」

「そうだろうね。この国ではヒトをヴァンパイアにした場合、統治者である大公に申し出るようになっている。そこにつけ込んでイーラはリンカーフォルから公都に行き、前大公に気に入られるように裏で働きかけ、その才能を見せつけ、前大公の側近として迎むかえられるよう仕向けたんだろう」

「でもさ、ジノと比べて、イーラはどれほどの才能を持ってるの？」

　ヘネシーが訊くと、ジノはテーブルの上に置いた手を握にぎり締しめた。

「今回のストーリア平原の戦いだけでなく、先のリンカーフォルとの戦いすら、イーラの策のうちだったと思う。以前、オレはライバー大将軍を、盤ばん上じようゲームであるバトリアで打ち負かした。オレにバトリアを仕込んだのは、姉のイーラなんだ」

「！……それでジノは、イーラに勝てたの？」

「情けないけど、イーラとは百戦以上戦って、一度も勝てなかったよ」

「何ですって!?」

　ヘネシーは、ジノの言葉で顔色を変えた。

「でも、あの時のオレと今のオレは別人だからね。辺境姫様のお陰かげで知識を得て、イーラに負けない知識を得たと思っている。だけど、同じ歳さい月げつを堕だ落らくして過ごしていたならともかく、イーラもさらに研けん鑽さんを積んでいたら、オレ以上になっている可能性が高い」

　ジノにはイーラが何を考えているのか、さっぱり分からなかった。ただ一つ明白なのは、このストーリア平原での勝利がない限り、ヘネシーだけでなく、リンカーフォル領を与あたえられたアリューゼ、シルバーキープ領を治めているグレンにも未来はないということだ。

「辺境姫様。まずこの戦いくさに勝とう。そして、ヘネシー・ストーリア新大公の体制を築き上げ、ストーリア公国を一大強国にするんだ！」

　ジノが珍めずらしく言葉を荒あららげ、テーブルの上の地図と駒こまを睨にらみつけた。

「言われなくても、元よりそのつもりよ。イーラがどれだけ強大な力を持っていようが、まずはこの戦いに勝たなければ、道は開けないわ！」

　ヘネシーは、ジノの煩はん悶もんを払ふつ拭しよくしようとしてくれていた。

「もし父上がヴァンパイアにしたヒトが、そのイーラなのであれば、その責任はリンカーフォルにもあります。軍師、私も全力で戦います！」

　アリューゼも、ジノを勇気づけてくれた。

「二人とも、有り難がとう」

「いえ……しかし軍師、そのイーラがこの戦いに出て来るということは考えられませんか？」

「十中八九、イーラはもうこの国にいないと思う。東西南北を集つどわせ、一大決戦に誘ゆう導どうした時点で、イーラがこの国でやることはなくなったんだ」

　アリューゼの問いに、ジノは即そく答とうした。

「しかしオレの予想が外れ、今もワーテイスの後うしろ盾だてとして暗あん躍やくしているなら、浮ふ遊ゆう城じようが着ちやく陣じんし、公都軍がどう動くかによって判断することはできるよ」

「それは、どういう意味？」

「本来、ワーテイスにとって厄介なのは、オレらよりシルバーキープ軍だ。しかし、ワーテイスはそこに気付いていない。つまり公都軍がシルバーキープに向かえば、イーラがワーテイスの傍らにいる可能性が高い。そして公都軍がこちらに向かって来れば、それはワーテイスの指示ということになる」

「状じよう況きようとしては、分かり易やすいわね」

　ヘネシーがジノとアリューゼの間に、割って入った。

「ジノ、あたしはお父様を暗殺したものを絶対に許さない。それがたとえジノのお姉さんだったとしても。構わないわよね？」

「当然だよ。絶対に許しちゃいけない。オレに遠えん慮りよすることなんかないよ。もし首級を挙げられる機会があるのなら、絶対にそうすべきだよ。でないと、とんでもない災わざわいを招きかねないよ、イーラは」

　ジノはイーラの恐おそろしさを知っている。イーラがどれだけ妖よう魔まや魔物らを憎にくんでいたかを……知っている。それは確実にジノ以上だ。

　今はただ【漆黒の】魔女イーラが、ジノにとって優やさしかった、あの姉でないことを、心の底から願うばかりだった。







　　　第四楽章　決戦







　そして、二ディエ後。

　時刻は日付が変わる寸前の、二十三ハル。

　どんよりとした分厚い雲が二つの月を隠し、小さな虫たちが合唱し始め、夜に静せい寂じやくを許さない。

　そんなストーリア公国のほぼ中央に位置する〝ストーリア平原〟の北の雲が、突とつ然ぜん、ぼうっと、暗くら闇やみを打ち消す炎ほのおのように輝かがやいた。

「な、何、だ!?」

　徐じよ々じよに明るさを増していく北の空を見て、ジノやヘネシーらを始めとするフェザーミルとリンカーフォルのものたちに、動どう揺ようが走った。

　因ちなみに兵へい站たんはリンカーフォルから三〇〇〇、フェザーミルから二〇〇〇名のヒトを連れてきており、そのヒトのための食しよく糧りようは、フェザーミルの留守を預かる内政局長ルシールから、絶えず送り込まれていた。

　そのヒトたちも、ヴァンパイアらの動揺が伝わったのか、北の空を指差して恐きよう怖ふしていた。

　やがて、ゆっくりと、日の出のように宙に浮うかぶ、巨きよ大だいな建造物が姿を現した。

　浮遊城だった。

「あ、あれが浮遊……城？」

　ジノが、横にいたヘネシーに訊きいた。

「そうよ。変な形してるでしょ。でも、あれこそが間ま違ちがいなく公都技術開発局長である【放ほう逸いつの】発明家キリエの最高傑けつ作さくにして、我らヴァンパイアの武の結けつ晶しようでもあるわ」

　確かにヘネシーの言う通り、浮遊城という名前からして、ジノはフェザーミル城のようなものが、空を飛ぶようなものを想像していた。

　しかし、ストーリア平原の北に現れた浮遊城は〝卵〟のような形をしていた。

　確かにあの形なら、どの角度からでも日光を完全に遮しや断だんできる。しかし、外がい壁へきからして漆しつ喰くいなのか、レンガ造りなのか、それとも金属なのか、全く判別できなかった。ただ頂上部分だけは、ガラス張りになっていた。

　下からだと見づらいが、そこには玉座があり、その周辺を大公の象しよう徴ちよう色である、黒のヘルムを装備した兵士が守っていた。

　そして玉座には、忘れたくても忘れられない、あの神経質そうな表情を浮かべ、その頭には大公の証あかしである冠かんむりを被かぶった男が、不敵な笑えみを浮かべていた。

　偽にせ大公ワーテイス・ストーリアだ。

「あ、あんなもの、どうやって攻こう略りやくすればいいんだ……」

　ジノが珍しく、弱音を吐はいた。

「あの形こそ、ヴァンパイア最大の弱点である日光を完全に遮さえぎれるのよ。それに、どんな形をしていようが城には変わりはないわ。どこかに城門があるはずだから、攻せめるならそこを破るしかないわね」

「城門？　どこに？」

「まあ、見てて。あれが着地すれば、敵はすぐに攻こう撃げき態勢に入るわ。ジノ、こちらも迎げい撃げき態勢を」

「あ、ああ。あまりに意外なものだったから、忘れてた」

　ジノは慌あわてて、声を張り上げた。

『左さ翼よくのアリューゼ将軍、右翼のターシャ将軍は訓練通り秋風の陣を布しけ！　エデッサ将軍は辺境姫様を守るんだ！』

「「おおおうっ！」」

　軍師ジノの号令一下、フェザーミル・リンカーフォル連合軍が連動しながら動き出した。

　左翼と右翼が縦列で並び、その奥にある本陣が丸見えという大だい胆たんな布陣で、ターシャは縦列の真ん中に、アリューゼはやや後方に位置していた。

　そして、浮遊城が降下し、地じ響ひびきと共に着地すると、卵の下部、東西南北の殻からが高さ十メル、幅はば五メル（メートル）ほどがばかりと開き、その奥には鋼鉄製の城門が見えた。

　そして南側の門が上へとスライドすると、黒いヘルムを被った軍勢が一いつ斉せいに外へと躍おどり出た。先頭にいるのは、前大公の片かた腕うでとしてグレンと共に戦場を駆かけ回った【繊せん美びの】カルウラ大将軍だった。

「あれが公都軍か！」

　ジノが、思わず叫さけんだ。総勢三〇〇程度だが、強きよう烈れつな武の匂においを醸かもし出していた。

「ジノ、言うまでもないけど、あの三〇〇の兵は一人がオーガ一〇〇〇人を屠ほふるほどの強兵よ。油断しないで」

「本当に言われるまでもないよ」

　ジノは、カルウラの馬の鼻はな面づらが南西に向かうのか、南東に向かうのか、その一点に注意を払はらう。カルウラの選せん択たくは……南西。即すなわち、フェザーミル・リンカーフォル連合軍だった。

「こっちに来る！　ターシャ、アリューゼ、エデッサ！」

「おおうっ！」

　三人の将軍が、ジノの言葉に応こたえた。カルウラは右手を挙げると、自らを先頭に、三〇〇の兵を従えて南西方面へ駆け出した。




　時刻はちょうどゼロハル。

　この国の命運を決めるストーリア平原の戦いが、開幕した。




　カルウラが南西方面へ進軍したことにより、南東に陣取っていたシルバーキープ軍も、早々に動いた。

　後方から白い布が掛かけられた三台の巨大な荷車のようなものを、シルバーキープ兵が押し出していた。やがて司令官らしき男が腕うでを振ふって合図すると、白い布が取り払われる。

　姿を現したのは遠投投石機だったが、ただの投石機ではなかった。通常の遠投投石機は、ヒトが数人程度で組み立て、巨大な一本の木を撓しならせ、その弾だん力りよくと反動で石を飛ばす。

　だがシルバーキープが持ち込んだ遠投投石機はオーガやトロールが騎き乗じようする〝獣じゆう魔ま〟と呼ばれる四足歩行型の魔物が一基につき四頭で引いた上、ヴァンパイア兵十数人が押さなくてはならないほど、巨大なものだった。

　しかも、それが三基もあるのだ。

「よし、この辺りで展開せよ！」

　遠投投石機部隊の先頭にいたのは、ヘネシーとグレンの謁えつ見けんに立ち会った将軍ベルフィーヌだった。ベルフィーヌは自身も弓の名手だが、遠えん距きよ離り攻こう撃げき全ぜん般ぱんが得意な将軍だ。浮ふ遊ゆう城じようへ遠投投石機での攻撃を加えるにはかなりの距離があるが、ベルフィーヌの目に狂くるいはない。その間にグレンの命令でシュレム将軍が四〇〇の兵を率い、浮遊城に攻め込んでいた。超ちよう巨きよ大だい遠投投石機で穴が空けば、そこから一気になだれ込む手て筈はずである。

　やがてベルフィーヌの号令で三基の遠投投石機の組み立てが終わると、即そく座ざに巨岩の射出準備に入った。数名のヴァンパイアが肩かたで担かつがなくてはならないほどの岩石が、遠投投石機に設置された。それはまるで超巨大な曲げられたスプーンの上に、丸キノコをまるごと載のせたようにも見えた。

「よし、放て────ッ！」

　がしゃん、ぶおおおおおんっ、という物々しい音が、ストーリア平原に響き渡わたると同時に、遠投投石機から巨岩が、美しい放物線を描えがく。

　そして、見事に浮遊城に命中した。

　がごぉん、という音と振しん動どうと衝しよう撃げきが走り、浮遊城がぐらりと揺ゆれた。岩石が当たった箇か所しよは大きく窪くぼみ、煉れん瓦がが剝むき出しになっていた。

「第二投、三投、急げ！」

　ベルフィーヌが、続けて二、三投目の指示を出す。こうなると、浮遊城とて安全ではない。高みの見物を決め込んでいたワーテイスは、遠投投石機から射出される巨岩が命中する度たびに、右往左往していた。

　無論、浮遊城側もやられっぱなしではない。卵形の外がい郭かくの各所が開き、砲ほう門もんを出すと、シルバーキープ陣じん営えいに向かって、一斉に鉛なまりの弾たまを放った。しかし遠投投石機が置かれた場所は、浮遊城からは射程圏けん外がいだった。

　一方で、シルバーキープの遠投投石機の巨岩は、二発目、三発目も浮遊城に命中した。

　こうなれば浮遊城の特性を活いかし、空中からの攻撃に頼たよるしかない。浮遊城は城門を閉め、その場から離り脱だつを図はかった。

　しかし、それは即ちストーリア平原を疾しつ駆くする、黒いヘルムを被ったカルウラ将軍率いる公都軍にとって、退路を断たたれたに等しい。これで公都軍は、一刻も早く目の前のフェザーミル・リンカーフォル連合軍を討うち破り、遠投投石機で浮遊城を攻撃している、シルバーキープ陣営になだれ込まなくてはならなくなったのである。
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　一方その頃ころ。

　南西に馬を走らせていたカルウラの許もとに、伝者がやって来て、声を上げた。

「カルウラ将軍！　味方と思われていたシルバーキープが、どうやら敵に与くみした模様！」

「見ればわかるよ、そんなの……」

　カルウラは馬の足を止めることはなく、短く切り揃そろえた金の髪かみを左手でがしがしと搔かくと、そのまま伝者に伝えた。

「それで、本営の判断は？」

「大公陛下からは何の指示も出ておりませぬ！　それどころか、シルバーキープの遠投投石機に攻撃され、我々を置き去りにして空中に逃にげたとのこと！」

「はあ!?　そりゃ話が随ずい分ぶん違ちがうなあ……さては、あの魔ま女じよに謀はかられたか？」

　その女とは、イーラのことである。

　前大公亡なき後、イーラはワーテイスと接せつ触しよくし、その場でイーラを影かげの参さん謀ぼうとした。フェザーミル、リンカーフォル、シルバーキープに十億エルを支し払はらえという手紙を送り、ストーリア公国内の勢力を浮き彫ぼりにさせたのは、やはり全すべてイーラの策だったのだ。

　その後、フェザーミルがリンカーフォルを破ると、即座にワーテイスに浮遊城の準備を献けん策さくし、ストーリア平原でシルバーキープ軍と共にフェザーミル軍を一いち網もう打だ尽じんとし、国を平定するよう進言して……姿を消した。

　ワーテイスは全力でこの【漆しつ黒こくの】魔女イーラを捕とらえるよう追っ手を出したが、一メリアかけても足取りが摑つかめず悉ことごとく空から振ぶりに終わり、こうなれば自分がと、この戦いに踏ふみ切ったのだ。それこそが、ジノが読みを外し、このストーリア平原の戦いが一メリア遅おくれた理由なのである。

「まあ、丁度いい。シルバーキープ伯はくとは是ぜ非ひとも、手合わせしたいと思ってたからね。まさかフェザーミルがこんな大軍で来るとは思わなかったけど」

「カルウラ将軍、如何いかがするおつもりで？」

「君は何とか城に戻もどり、高みの見物をしているお坊ぼつちゃんに伝えてほしい。僕は予定通りフェザーミル軍と、それに合力しているリンカーフォル軍を屠る。その後、そのまま東に向かってシルバーキープを叩たたく、とね」

「承知致いたしました！」

　伝者は手た綱づなを引き、馬を反転させると、北に向かって駆けていった。

「うーん、胡う散さん臭くさいとは思ってたけど、お坊ちゃんは見事に嵌はめられたね、こりゃ」

　カルウラは黒いヘルムの下で、不敵に笑っていた。

（しかしフェザーミルの軍師とは、内政においては辺境フェザーミルをここまで大きくし、軍略ではライバー将軍にも勝ると聞いていたけど……）

　カルウラの瞳ひとみは、もうフェザーミル・リンカーフォル連合軍を捉とらえていた。

（何だこりゃ。縦列の陣じんを二列に分けて、敵の総大将まで丸見えじゃないか）

　そう。カルウラが思った通り、フェザーミル・リンカーフォル連合軍は間かん隔かくを大きく広げ、最さい奥おう部にはわざわざ壇だんまで造られており、真しん紅くのヘルムを被かぶったヘネシーと、仮面姿の軍師ジノの姿まで晒さらしていたのである。

　その前にはエデッサ軍二〇〇を置き守られているが、そんな軍はカルウラにとって、何の障害にもならない。こんな陣形は、どんな兵法にも当てはまらないものだ。

「ひょっとして僕は……馬ば鹿かにされてるのかな？」

　軽くイラッとするカルウラ。敵軍両りよう翼よくは、確かに兵数は多い。だがカルウラには、このまま一気にヘネシーの許へ辿たどり着ける自信があった。それだけ、公都軍は強いのである。

「よし、みんな、このまま突とつ撃げきして、敵軍総大将ヘネシーの首を取る。僕らの突破力、見せてやろう！」

「おおうっ！」

　黒いヘルムを被ったカルウラ軍は、敵軍総大将ヘネシー目掛けて、疾しつ風ぷうのごとく敵陣中に突撃した。
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「今だ、合図を！」

　ジノが手を振りながら叫ぶ。

　鳥の鳴き声のような笛矢が、曇どん天てんを切り裂さくように放たれた。それはちょうど、カルウラが陣の真ん中に差し掛かったところだった。

　これを合図に両翼のターシャ軍、アリューゼ軍が、怒ど濤とうの如ごとく中央に向かって駆けた。

「そんな単純な動きが読めない僕じゃないよ」

　カルウラは両翼から攻せめ込んで来る兵士を、魔ま剣けん〝タイムボム〟で斬きり伏ふせる。

　それは斬りつけても何の傷も与あたえられないが、五セカ後に斬った箇所が爆ばく発はつするという魔剣で、その爆発範はん囲いは半径二メルに及およぶ。ストーリア公国に名高い、名剣の一振りである。公都軍の兵も屈くつ強きようで、強烈な挟はさみ込みを受けているにも拘かかわらず、次々とフェザーミル兵、リンカーフォル兵を斬り伏せていく。斬られた兵士は首を刎はねられ、赤いヘルムが次々と闇やみ夜よに跳はねた。

　だが、何か妙みようだと気付いたのは、カルウラだった。軍の足が、徐じよ々じよに鈍にぶくなっていたことに気づいたのだ。カルウラが振り返り、よく観察してみると、フェザーミル兵もリンカーフォル兵も馬の足を止めることなく、公都軍の兵士を斬りつけては、そのまま素す通どおりして次の兵に剣を振り下ろしている。

　そして後続の兵が、弱った公都軍の兵士に止とどめを刺さしていた。

「何、だ、この陣は？」

　魔剣を持つカルウラは馬を足場にして宙を舞まい、フェザーミル兵、リンカーフォル兵を交こう互ごに討ち果たしていく。しかし、その後ろから新たな兵が列をなして襲おそい掛かってくるのだ。カルウラは敵の剣を躱かわしても、その兵はカルウラを追わない。そのまま素通りして行くのである。

「へえ……そういう陣形か！」

　カルウラが気付いた時には、既すでに遅おそかった。一対一の戦いなら公都軍の精せい鋭えいが絶対に勝つ。だが多対一となると、状じよう況きようが変わる。しかもその〝多〟は、延々と上下左右から襲ってくるのだ。その攻こう撃げき力は、公都軍の力を遥はるかに上回っていた。

　本来であれば一気に本陣まで駆かけ、敵軍総大将ヘネシーの首を取るのが最善なのだが、左右から迫せまるフェザーミル・リンカーフォル連合軍の強きよう烈れつな挟み込みにより、公都軍は敵陣のど真ん中で、完全に停止してしまった。

　兵力が劣おとる公都軍は足が止まったことにより、更さらに削けずられていく。戦況はジノが想定した通りに進んでいた……かに見えた。




　そんな戦場の様子を、ヘネシーとジノは篝かがり火びで照らされた壇上から、不安げに見下ろしていた。

「これがジノの言う〝秋風の陣〟なのね」

　ヘネシーが、思わず呟つぶやいた。

「その通り」

「でも、何で数で勝るこっちが、あんな戦い方を？」

　ヘネシーの問いに、仮面姿のジノは口許を緩ゆるませて言った。

「カルウラはもとより、公都軍は全員が精鋭だからこそ、辺境姫様という餌えさをカルウラに見せて陣中に引きつけ、左右からの徹てつ底ていした波状攻撃をかけるのが、最もカルウラが嫌いやがる手だよ。ほら、見てごらん」

　ジノが戦場を指差す。ヘネシーが目にしたのは、フェザーミル兵とリンカーフォル兵によってずたずたに切り裂かれ、完全に足が止まったカルウラ軍の姿だった。

「この陣の最大の特とく徴ちようはあくまで一対一にはならず、敵兵には一刀入れるだけでいいところなんだ。その後は次の兵がまた一刀入れる。これを繰くり返し、最終的に後続の誰だれかが敵兵の首を刎ねればいい」

「こ、これは……凄すごい！」

　ジノの言う通り、カルウラは己おのれの力を過信し、ヘネシー目掛けて全軍突撃させてしまったことが、完全に裏目に出ていた。

　フェザーミル、リンカーフォル軍の最前衛にあり、標的が来ない兵たちは、各将軍の指示に従って後ろに下がり、外回りで中軍の背後についた。その効果は絶大で、カルウラ軍は、厚みを増した秋風の陣によって絶え間なく襲しゆう撃げきされ、その跳ちよう躍やく力を活かしてこの陣から離脱しようにも、そこにすらフェザーミル勢の兵が待ち受けており、地面に叩き付けられていた。

「幾いくら精鋭中の精鋭とはいえ、絶え間なく戦い続けるのは不可能だよ。しかし、公都軍にはそれを味わって貰もらうのさ」

　ヘネシーは思わず息を吞のんで、ジノをまじまじと見つめた。ジノは開戦前から、この形になるように誘ゆう導どうしていたのである。ほんの一ヤーズ前は、大口を叩くだけの妙なヒトだと誰もが思っていた。だが、その一人のヒトが、この戦場を完全に掌しよう握あくしているのだ。

　ヴァンパイアにとってヒトなど、ただの血ち袋ぶくろでしかない。それを、ここまでにしたのはヘネシー自身だ。

　それが間ま違ちがいではなかったことは、先のリンカーフォル戦で立証済みでもある。

　しかし、公都軍まで手玉に取るほどになろうとは、誰が予想しただろうか。

　ヘネシーは改めて、自分にはジノが必要なんだと認にん識しきした。

　と、その時だった。

「危ない！」

　ジノが、ヘネシーを庇かばって前に出た。

　刹せつ那な。ガィン、という音と共に、投なげ槍やりがジノが発する淡たん緑りよく色しよくのエーテルシールドに激突し、軌き道どうを変えて右後方に逸それていった。ジノは、すぐさま槍を投げたものに目を向ける。それは黒い兜かぶとを被り、派手なマントを着た男……カルウラだった。

「エーテルシールド!?」

　カルウラは再び迫り来るフェザーミル・リンカーフォル兵を撫なで斬ぎりにすると、下馬して戦場の中に消えた。
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「あ、危なかったけど、ジノは平気？」

　ヘネシーが、ジノの背中に声を掛かける。

「相手がヴァンパイアだってこと、忘れちゃいけないね。まさか、あの距きよ離りから槍を投げてくるなんて」

　しかもその狙ねらいはヘネシーの頭だった。もしジノが身を挺ていしてヘネシーを守っていなければ、大変なことになっていただろう。

　そして、エーテルシールドを使えるジノでなければ、あの投とう擲てきによる攻撃は避さけられなかった。それほど、早くて重い一投だった。

　ジノは、こうしてヘネシーを表に晒すことで、このような可能性があることも理解していた。それが弓矢や、スリングなどの投擲武器ではないかとは思っていたが、まさかあの乱戦の中から槍を投げてくるとは思わなかった。

　ジノの頰ほおを、つつー、と、冷たい汗あせが流れる。戦場に目を向けると、北から突撃して来た黒の軍団を秋風の陣で見事に挟み込み、その足を止めることには成功している。何せ黒の軍団対赤の軍、ヴァンパイア兵三〇〇対一四〇〇だ。この一四〇〇がヴァンパイアでなければ、黒の軍団の足は止まらなかったはずだ。

　しかし、ジノは何か大変な誤算をしているのではないかという思いが、胸に宿った。

「……？」

　その時、ジノは妙なことに気付いた。一見、ジノの秋風の陣は、成功しているように見える。大軍に挟まれた公都軍は次から次へと、押し寄せてくるフェザーミル、リンカーフォル兵の前に為なす術すべなく、一人斬り伏せても、次から次へと襲いかかってくるこの陣の中では、一息つくことすら許されなかった。

　戦況は、圧あつ倒とう的にフェザーミル・リンカーフォル軍が優勢である。それ故ゆえに、ジノはその気付きが、数手遅おくれたのだ。

　つまり、先に感じた誤算が、現実のものとなったのである。

「くっ……しまった！」

「え、何が？」

「カルウラがいない！」

「何ですって!?」

　改めて、ヘネシーも戦場に目を向ける。確かに先ほどまで、こちらの兵を撫で斬りにしていたカルウラが、いつの間にか乱戦の中から姿を消していた。

「エデッサ、カルウラを見失った！　兵を戻もどし、円陣を組んで辺境姫様を守れ！」

「は、ははっ！」

　珍めずらしく焦あせったジノの声に少々驚おどろきつつ、エデッサは兵二〇〇に命じ、即そく座ざにヘネシーとジノを守るように、ぐるりと囲んだ。

（参ったな、カルウラは一体どこへ？）

　ジノは考える。前方では、公都軍は両りよう翼よくからの攻撃で削られ、その足は完全に止まっている。次から次へと駆け抜ぬける自軍は、公都軍から激しい反撃を食くらってはいたものの、比ひ較かく的てき優位に戦いくさを進めていた。

　篝火によって照らされた草原に、血ち飛沫しぶきが飛び散る。フェザーミル・リンカーフォル連合軍は奮戦し、公都軍一〇〇を屠ほふったが、その代だい償しようとして六〇〇を超こえる味方が首と胴どう体たいが離はなれ、馬から滑すべり落ちていた。しかし、このまま順調にいけば公都軍はここで全ぜん滅めつか、強きよう行こう突とつ破ぱして後方に走るかどちらかだろう。

　ただ、カルウラを見失ったのは致ち命めい的てきだった。

（カルウラは絶対にオレか辺境姫様を狙ってくる。どこから、どうやって攻めてくる？）

　ジノが懐ふところから短たん剣けんを取り出し、ヘネシーを庇うように前に出る。

　その時だった。

　本陣左側の兵が、爆はぜながら宙を舞まっていた。

「左か！」

　ジノが即座に、エデッサに指示を出す。

「エデッサ、本陣西にカルウラがいる！　周辺の兵を集めてこれを討うて！」

「ははっ！」

　エデッサはジノの言葉に従い、円陣を解き、全すべての兵を西に向かわせた。

　それでも、嫌な予感が収まらなかった。カルウラがどうやって秋風の陣じんを抜けたのかは定さだかではないが、ジノの次なる行動は、いかにしてヘネシーを守るか、である。

　もしカルウラだったら、エデッサではカルウラを止められないだろう。カルウラは間違いなく、ここに来る。

　そう確信したジノはヘネシーに言った。

「辺境姫様。どうやらオレの読みが甘かったようだ。カルウラは何らかの手を使ってここに攻せめ寄せて来るだろう。今の内に、右う翼よくのターシャ軍に逃にげてくれ」

「そんな……じゃあ、ジノはどうするのよ!?」

　ジノは、西に向かって顔を向けた。

「オレが時間を稼かせぐ。なあに、オレはただのヒトじゃない。エーテリオンだからね。ヴァンパイアの大将軍相手でも、少しくらい時間稼ぎは出来るさ。シルバーキープは盟約通りこちらに味方してくれた。後はワーテイスを討ち取り、辺境姫様が生き延びれば、この戦は辺境姫様の勝ちだ。それ以外に誰が何人、犠ぎ牲せいになったとしても、全て上う手まくいったと言えるさ」

「やだ」

「……？」

　ジノが振ふり返ると、ヘネシーは篝火で明るく照らされ、多数の目があるにも拘かかわらず、ジノを抱だき締しめた。

「そんなの下策よ。あたしは認めない。ワーテイスを討ち果たし、ちゃんとジノも生き残れる策を考えて！」

「辺境姫様……それは無理だ」

「無理じゃないわ！」

　ジノは、この怒ど号ごうと、剣けんと剣がぶつかり合う音が響ひびく中で、ヘネシーと視線を交かわした。その瞳ひとみは、まだ何かを秘ひめているようだった。

「ジノ、屈かがんで。命令よ！」

「こんな時に、一体何を──」

「早く！」

　仕方なく片かた膝ひざを突つくジノに、ヘネシーは首くび許もとにがぶり、と嚙かみ付いた！

「いっ！」

　ジノは思わず、ヘネシーの背中に腕うでを回して力ちから一いつ杯ぱい、摑つかんだ。だが、ヒトであるジノでは膂りよ力りよくで敵かなう訳がない。血を吸われ、ずるずる、と力が抜けていく。やがてジノはヘネシーにかなりの血を吸われ、その場に倒たおれてしまった。

「へ、辺境、姫、さ、ま？？」

　朦もう朧ろうとする意識の中でジノの瞳に映ったのは、生き血を吸い、身体からだ中からエーテルを迸ほとばしらせている、ヘネシーの凜りんとした姿だった。

「ふー、力が漲みなぎってきたわ。有り難がとう、ジノ」

　確かにヘネシーはジノの血を得て、身体中からエーテルが噴ふき出すほど、力を溜ため込んでいた。逆にジノはというと、もうエーテルシールドすら使えないほど疲ひ弊へいしていた。

「辺境、姫様、なん、で、だ？」

　ヘネシーは倒れ込んでいるジノに優やさしく微笑ほほえむと、反対、つまり東側に顔を向けた。

　そこには護衛のヴァンパイアが五人ほどいた。その中を搔かき分け、一人の伝令がヘネシーの許にやって来て、片膝を突いた。

「報告します！　敵将カルウラの姿は、まだ発見出来ていません！　恐おそらく、この混戦の中からヘネシー様の首を狙っているに違いありません。直ちにここをお立ち退のき下さい」

「ふーん」

　違い和わ感かん。ヘネシーとジノは、二人とも同じようなものを感じていた。

「あなた、伝令にしては三流ね。〝ここを退け〟だなんてことは、伝令が言うことじゃないわ。将校が判断することよ！」

　そうだ。ジノも、正に同じ事を考えていた。

　そして、次の瞬しゆん間かんだった。

　五人の衛兵の頭が、次々と爆ぜていったのだ！

「そういう手も使うのね……【繊美の】大将軍、カルウラ・ルシーリア！」

　ヘネシーが伝令を指差し、叫さけんだ。

「参ったなあ。素す直なおにいうことを聞いて、僕に背中を見せてくれれば、痛みを感じずに死ねたのに」

　格好は真しん紅くのヘルムに鎖くさり帷子かたびらという、フェザーミル軍のいでだちだったが、全身に纏まとうオーラが違った。

「ま、まさか、左の兵はブラフで、本命であるカルウラは、フェザーミル兵からヘルムを奪うばって……伝令に、変装した、と？」

「はははっ、ご名答！」

　真紅のヘルムを脱ぬぎ、床ゆかに落とす。

「僕だってこれくらいの戦術は使うってことだよ。ねえ、フェザーミルのヒト軍師さん」

　短い金きん髪ぱつに、魔ま獣じゆうのように鋭するどく細い瞳。背は低めで、決して筋肉質ではなく、むしろ優男という印象を受ける。しかし彼こそ【繊美の】大将軍、カルウラ・ルシーリアだった。

「誰だれか、ジノをここから下げて」

「ははっ！」

　ヘネシーが静かに言うと、護衛の兵士二人が、ジノに肩かたを貸して壇だん上じようから降りた。

「辺境姫様……何をッ！」

　本当は叫びたかったのだが、血を吸われ、全身に力が入らないジノ。そんなジノに対しては、優しげに微笑むヘネシーだったが、次の瞬間、きっ、と目つきが変わった。




『皆みなのもの、静まれ────っ！』




　ヘネシーが叫ぶと、フェザーミル軍、リンカーフォル軍、そして公都軍までもが動きを止め、壇上に注目し、そして驚いた。

　何せ両軍の総大将が、篝かがり火びで照らされた壇上で対たい峙じしているのである。誰しもが戦いの手を止め、馬の足を停止し、壇上に目を向けた。

『我が軍も多大なる被ひ害がいが出ているが、公都軍もこのまま戦い続ければ全滅は必至よ！　本来、ここにいるものは皆がストーリア公国のために命を燃やすべきであり、ここで散るのは周辺諸国、特に隣りん国ごくのオーガの国、ベーゼ王国を喜ばせるだけよ。よって、これよりフェザーミル軍総大将である私と、公都軍総大将カルウラにて一いつ騎き討うちを行い、この戦の勝者を決めるッ！』

　その宣言により、全軍の兵士が剣を下ろした。

「そんなこと言っちゃっていいの？　容よう赦しやなんかしないよ？」

　カルウラが不敵に笑う。そして、手にした魔ま剣けん〝タイムボム〟を、ヘネシーに向けた。

「や、やめろ辺境姫様！　か、勝ち目はない！」

　ジノが必死に叫ぶが、声は掠かすれ、冷ひや汗あせが止まらなかった。

「いきなり嚙み付いてごめんねジノ。でもそのお陰かげで勝てるなら安いものでしょ？」

「は？」

　ヘネシーが、腰こしに差していた剣を抜く。その剣を見たもの全員が、驚きよう嘆たんした。特に公都軍古参の兵はその剣に見覚えがあったので、身み震ぶるいを覚えたほどだった。

　何せ刀身が、血のように真っ赤だったのである。

「なーにが〝ストーリア公国五本の剣〟よ。もう一本、忘れてるわよ！」

「ど、どうして……ハーシュタット大公陛下の愛剣〝レインメーカー〟を辺境姫が!?」

　カルウラが、思わず顔付きを変えた。剣もそうだが、何より、ヘネシーから感じる圧力が、徐じよ々じよに強まっていたのだ。

「あたしがフェザーミルの領主に任じられた時、お父様は愛剣二本の剣のうち、これをあたしに託たくされたのよ！」

　次の瞬間。ぶわっ、と、ヘネシーの身体から赤いエーテルが噴き出し、見るものを圧あつ倒とうした。

「まさか、あたしのお父様が誰か、知らない訳ないわよね、カルウラ」

「ぐっ……!?」

　まだ剣を交えてもいないのに、カルウラが後あと退ずさる。ヴァンパイアは、ヒトの生き血を飲んだ直後が、最も力を発揮する。ヘネシーはジノの血を吸ったことで、カルウラの闘とう気きをも飲み込むほどのエーテルを漲らせていた。

「カルウラ、実はね、あたしにも二つ名が与あたえられてるのよ。あまり知られてないようだから、教えちゃうね」

「な!?」

　ぴくり、と眉まゆをあげるカルウラに、ヘネシーは舌した舐なめずりをし、再び声を上げた。

『お父様より賜たまわった我が二つ名は、紅こう舞ぶ。【紅舞の】ヘネシー・ストーリアよ！』

　刹せつ那な、壇上からヘネシーの姿が消える。

「速い！」

　カルウラはそう漏もらし、瞬しゆん身しんを使ってヘネシーの後を追う。

　周囲からは、二人の姿が消えたように映った。

　弾はじけ合う、剣撃。刻まれる、閃せん光こう。

　壇上背後に広げられた真紅の公国旗が、瞬時にして細切れとなり、壇上に散った。ヴァンパイアらは、二人の動きが見えているらしい。だがヒトであるジノには、何が起きているのかさっぱり分からなかった。

「す、凄すごい！　ヘネシー様が、ここまでやるとは……！」

　肩を借りているヴァンパイア兵が呟つぶやく。

「ねえ、どう、なってるの？　詳くわしく、実じつ況きようしてくれ」

　その兵はジノに命じられ、解説を始めた。

「ヘネシー様が攻こう勢せい、カルウラは守勢です。ヘネシー様の剣はどうやら一振りで雨のような斬ざん撃げきを与えるようで、その手数の多さにカルウラが対応しきれていない感じです」

「そうなのか……参ったな、奥の手はオレじゃなくて、辺境姫様が持っていたのか」

　よくよく考えてみればヘネシーの父は、かつてグレン伯はく爵しやくやライバー大将軍、カルウラ大将軍と共に、グラファリア大陸中を恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落とした、最強のヴァンパイアなのである。

　その血を色いろ濃こく受け継ついでいるヘネシーが、弱い訳がない。

　しかし戦略家、軍師の視点に立つと、それを織り込んで戦術を編むのは危険すぎる。

　今の状況は、本来なら詰つんでいた状況を、ヘネシーが覆くつがえしてくれたに過ぎないのだ。

「まだまだだなオレは。何が天才だ。悪いけど、引き続き実況してくれないか」

「ははっ！」

　ジノは何とかそう口にすると、兵はジノに、カルウラ対ヘネシーの戦いを語った。

「やはりヘネシー様が優勢です。それも、かなり押し込んでます。カルウラは左肩、腹、右足を刻まれましたが、瞬時に復元し、体勢を立て直しています」

「辺境姫様に、怪け我がは？」

「無傷です。カルウラの攻こう撃げきは、悉ことごとく躱かわしておられます。圧倒的です。ヘネシー様が、ここまでお強いとは……」

　それは、強いだろう。何せヘネシーは大公の娘むすめというだけではなく、戦いの前にヒトの生き血を飲んでいる。対するカルウラは、幾いくら歴戦の大将軍とはいえ、この壇上に立つまで、かなり消しよう耗もうしたはずだ。

　しかし、まさかヘネシーがカルウラに立ち向かっていくとは思わなかった。しかも、優勢にことを運んでいるというのも、一いち抹まつの不安があった。そして何な故ぜ今まで、ジノにヘネシーがこれほどの武と二つ名、更さらに魔剣まで持っていることを黙だまっていたのか。

　訳が分からないことだらけで、ジノの頭は混乱状態だった。




　ヘネシーとカルウラの戦いは、ヘネシーに分があるというのは、誰の目にも明らかだった。これまでカルウラの下もとで働いてきた兵らは、一騎討ちにもつれ込めば、カルウラは絶対に勝つと思っていた。

　事実、カルウラはこれまで一騎討ちで敗やぶれたことはない。しかしそれは、オーガやトロールなど、多種族との戦いでの話だ。今回のような状況下でのヴァンパイア同士の戦いなど、過去に経験したことがなかった。

　カルウラの剣けんは斬きりつけさえすれば、相手にダメージを与えられる。たとえ剣で受け止めても、五セカ後にその受け止めた箇か所しよが爆ばく発はつするからだ。

　しかし、ヘネシーはそれを重々承知の上で、カルウラの攻撃を華か麗れいに躱していた。

　対するカルウラは、たったの一振りで雨あられのように降り注ぐ斬撃の前に、致ち命めい傷しようこそ受けてはいないものの、身体からだ中に斬撃が刻まれていた。

　ヴァンパイアはかなりの深手でも、瞬時に復元できる。だが、それにはヒトの血を根源とするエネルギー、即すなわち体力を消費する。

　必然的にカルウラの動きは緩かん慢まんになり、ヘネシーは真紅の刀剣を、二つ名の通り、舞まうように振りながら、徐々にカルウラを追い詰めていく。それはまるで【繊美の】カルウラという名のお株かぶを奪うかのような麗美さだった。

　やがて、二人の動きが止まる。

　ジノも、漸ようやく状況を理解した。カルウラは傷だらけで血ち塗まみれだったのに対し、ヘネシーは無傷の上、まだ余よ裕ゆうすら感じさせる笑えみを浮うかべていた。

「はは、参ったなあ。まさか辺境姫がこんなに強いとは……思わなかったよ」

　カルウラがぐらりと身体を泳がせ、口から血を吐はきながら、強がった。

　片かた膝ひざを突つき、魔剣を支えに何とか意識を保っているという体ていのカルウラに、ヘネシーが投げかけたのは、意外な言葉だった。

「あなた本当に、ワーテイスの味方なの？」

「どういう意味かな？」

「言葉通りよ。あなたはお父様の腹心だった。お父様が亡なくなられた時、あなたは誰よりもその死を悲しんだんじゃないの？」

「それは、そうだね。この気持ちは、誰も理解できないと思うよ」

「ええ、理解できないわ。だからこそ、あなたはこんな内戦で死して満足なの？」

「！……」

　カルウラは、思わずヘネシーの泰たい然ぜんたる姿に、故ハーシュタット大公の姿を見た。

「あたしはね、愚ぐ兄けいワーテイスからこの国を救い、今まで以上に飛ひ躍やくするために、反旗を翻ひるがえしたわ。あなたたちがこの期ごに及およんで大公軍を名乗るなら、一兵卒に至るまで殲せん滅めつする。でもね、あたしを新大公として認めるなら、あなたをあたしの剣とするわ」

　それは「降くだれ」という話だった。

　このまま戦い続ければ、ヘネシーはカルウラの首を刎はねる。そしてカルウラの麾き下かにいた兵士たちも、一人残らず殺されるだろう。

「参ったな、本当に参ったよ」

　カルウラはお手上げ、といった状態で肩を竦すくめた。

「それは、降参と受け取っていいのかしら？」

「勿もち論ろん、違ちがうよ」

　ゆらり、と立ち上がるカルウラ。

「僕を侮あなどらないでほしいなあ。しかし、あなたは想像以上に強い。だからここからは僕も、全力で行こう」

　カルウラが全身を修復し、魔剣をヘネシーに向けた。

「!?」

　カルウラの言葉にヘネシーが距きよ離りを取り、剣を構える。カルウラの全身は既すでにぼろぼろである。ここからまだ何かあるのか？　ヘネシーがそう思った、次の瞬しゆん間かんだった。

　ヘネシーの左肩あたりがちかっと光ると、突とつ然ぜん爆発し、左ひだり腕うでが回転しながら吹ふき飛んでいった。

「魔剣〝タイムボム〟第二の爆ばく弾だん、ザ・ムーン・ナイト・フラワー」

　まさかの、遠距離攻こう撃げきだった。

「うっ!?」

　ヘネシーは左腕を瞬時に復元し、カルウラとの距離を詰め……ようとしたが、目の前でまた一瞬輝かがやきが見えると、ヘネシーは正面で起きた爆発をかろうじて剣で防ぎ、ざざざ、と、足あし跡あとを刻みながら押し戻もどされた。

　どうやらカルウラの遠距離攻撃は、あの魔剣の切っ先から五メル程度らしい。しかし、接近戦では圧倒したヘネシーだ。これらをかいくぐり、再びカルウラを斬りつけることは出来ると見た。

「行くわよ、レインメーカー！」

　ヘネシーが、その場から消える。

　その姿を捕とらえたカルウラが、空中に三つの閃光を置いた。

（まさか、連続で打てるの!?）

　立て続けに、何もない空間に爆発が起きた。

「ぐうっ！」

　初弾は剣で防げたものの、二、三発目は背中と右足に受けてしまい、ヘネシーの背中と足がばっくりと抉えぐれた。

「まだまだぁあああ！」

　ヘネシーは構わず、傷を修復しながらカルウラに斬りかかる。

　しかし、今度は目前に、五つの閃光が輝いた。ドン、という爆発音が響ひびく。五つの爆弾を同時に爆破させることにより、破は壊かい力を増したのだ。

「きゃあッ！」

　ヘネシーは、さすがにこの同時攻撃を受けきれず、右みぎ肩かた、右腹部、右腕、両足を傷つけられ、後方に吹き飛ばされた。

「辺境姫様ぁあ！」

　ジノの声が、空むなしく曇どん天てんに吸い込まれていく。

「うぐっ……！」

　ヘネシーは床ゆかを滑すべるように、カルウラに転がされた。

「だから、侮らないでほしいって言ったじゃないか」

「!?」

　いつの間にかヘネシーの真上で、カルウラが剣を振りかぶっていた。

　瞬時に体勢を立て直し、振り下ろされた一撃を剣で受け止めるヘネシー。

　だが……。

「やっと触ふれてくれたね」

「何!?」

　ヘネシーがしまった、と思った時には、もう遅おそかった。

「魔ま剣けん〝タイムボム〟第三の爆弾、ノータイム・パワーボム」

　ドォン。とんでもない破壊力の爆発が、ヘネシーに向けられた。ヘネシーは全身を焼かれ、噴ふん煙えんを纏まとい、隕いん石せきのように後方の平原に突き刺ささった。

「辺境姫様ぁ……ぐ、くう……」

　ジノは今すぐ、ヘネシーの許もとに行きたかったが、血を吸われたせいで、足に力が入らなかった。

「心配しないで、ジノ」

「!?」

　それは、ほんの刹せつ那なの出来事だった。

　いつの間にか、ジノの目の前に剣を持ったヘネシーがいたのである。

「辺境姫様、身体が燃えてたけど……」

「危なかったわ。地中に吹き飛ばされていなければ、死んでたかもね」

「もう、やめるんだ、辺境姫様。カルウラは強すぎる！」

　懇こん願がんするジノに、焼け焦こげた箇所を修復しながら、ヘネシーが、落ち着いた声で言った。

「あたしもね、まだ全力を出し切ってないから」

「え？」

　ひゅん、という風斬り音と共に、再びヘネシーが壇だん上じようへ戻ってきた。

　衣類はすっかり焼かれて、胸がはだけそうだった。腹の部分は完全に剝むき出しとなり、スカートも、膝ひざ上うえまで焼かれていた。

「噓うそでしょ、あれを受けても、まだ心が折れないのかい？」

「あたしの信念は、その程度じゃ折れないわよ！」

　再び、剣を構え直す二人。辺りは、固かた唾ずを吞のんで総大将同士の熾し烈れつな戦いの行ゆく方えを見守っていた。

　こうなると、ヘネシーとカルウラ、どちらが勝ってもおかしくないように見えた。

　何せカルウラは、序じよ盤ばんで血を流しすぎた。

　そして優勢に見えたヘネシーは、今や見るも無む惨ざんな姿だ。

「カルウラ・ルシーリア。さすが二つ名持ちの将軍ね。強いわ」

　ヘネシーが、微笑ほほえみながらカルウラに言う。

「……!?」

　その言葉に、カルウラは剣を両手で握にぎり、細い目を更さらに細めた。

「そんなことを言ってる余裕がどこにあるのかな？」

　口ではそう言いつつも、真しん紅くの刀身を持つ剣を片手に、ゆっくりと歩いてくるヘネシーから、思わず震ふるえが来るほどの圧力を感じていた。

「正直に言うわ。あたしはあなたをこの戦いくさで失いたくなかった。何故ならワーテイスを討うった後、ここにいる黒の軍団とカルウラ大将軍は、あたしの剣となるからよ」

「それは……どういう意味──」

　カルウラは、それ以上、言葉を口にすることが出来なかった。

　ボウッ、とヘネシーから紅あかいエーテルが噴ふき出したのだ。

「まさか、僕を相手に、手加減していた？」

「手を抜ぬいて戦ってはいないわ。とはいえ、全力で戦っていた訳でもない」

　ヘネシーは、ひゅん、と剣けんを一回転させ、その場で姿勢を低くする。カルウラですら、思わずその姿に硬こう直ちよくしたが、すぐに警けい戒かい態勢を取った。それはまるで、グリフォンが獲え物ものを見定め、身を屈かがめているかのような、凄すごみがあった。

「非礼を詫わびるわカルウラ。ここからは、あたしでも止められない」

　じり、という音を立て、更に踏ふみ込む足に力を込こめるヘネシー。

　そして一言、言い放った。

「殺してしまったら、ごめんね」

　ヘネシーの姿が消えた。

　カルウラも、第二の爆弾を周囲に張り巡めぐらせる。ここまでで最も多い、七発の爆弾が、爆音を立て、その破壊力と振しん動どうはとてつもなく、戦場をも揺ゆらした。

　濛もう々もうと立ちこめる煙けむりの中から、真紅の刀身がカルウラの顔面めがけて突き抜ける。

「!!」

　かろうじて躱かわしたカルウラだったが、その懐ふところには、ヘネシーの姿があった。

　その表情は、あの花のような可か憐れんなものではなく、獰どう猛もうな獣けもの、魔ま獣じゆうそのものだった。額から目、目から耳や口にかけて、入いれ墨ずみのような紅いラインが入っていた。

『オオオオオオオオオオオオオ！』

　ヘネシーが、咆ほう哮こうと共に剣を振ふり上げる。幾いく十、幾百、幾千もの斬ざん撃げきが空気を斬きり、バチバチと音を立てる。それを後方に飛んで避さけようとしたカルウラだったが、右腕がズタズタになって細切れにされた。

「じょ、冗じよう談だんじゃない。こんな攻こう撃げき、まともに食くらったら──」

　流石さすがのカルウラも、背筋に冷たいものを感じた。何せ、この苛か烈れつな攻撃をどうやって躱すか、どう反撃するのか考える間もなく、ヘネシーが間合いを詰つめてきたのである。

　今度は上からだ。そのヘネシーの動きは、尋じん常じようではない速さだった。

「ぐっ！」

　カルウラは咄とつ嗟さに魔剣〝タイムボム〟で、ヘネシーの攻撃を受け止めようとした。これでヘネシーの一撃を受け止め、第三の爆弾でカウンター攻撃を与あたえる。

　魔剣〝タイムボム〟第三の爆弾は、かなりの破壊力を持っている。ヘネシーの動きを捉とらえられないのであれば、これしかないとカルウラは思った。時間が、やけにゆっくりと動いているようだった。ヘネシーの魔剣〝レインメーカー〟が、カルウラの剣に向かって振り下ろされる様が、はっきりと見える。それが、カルウラにとって致ち命めい的てきな敗因になったことを知ったのは、全すべてが終わった後だった。

　カルウラには、はっきり見えた。

　ヘネシーの魔剣の刀身が、カルウラの魔剣を液化して避け、すり抜けたのである。

「な!?」

　カルウラが発することが出来たのは、その一言だけだった。次に目に入ったのは、ヘネシーの真紅の刀身が、一いつ瞬しゆんだけ無数の硝子ガラスの刃はのようになる瞬間だった。

　そして、その細かな刃が、豪ごう雨うのようになってカルウラ自身に降り注いだ。カルウラは首こそ刎はねられなかったものの、両りよう腕うでと胴どう体たいを、小さな刃の集合体によって削けずり取られ、上半身と下半身が分断された。どさり、と地面に落ちるカルウラの、肩かたから上。下半身は、そのままどこかに吹き飛んでいった。

「これ、が、辺境、姫……」

　ざん。カルウラの目の前に、紅い刀身が突つき立てられた。

「とどめ、ささないの？」

　カルウラが、兜かぶとの下で目を閉じ、公都軍たちの悲痛な叫さけびを耳にしていた。

　ヘネシーから真紅のオーラが消え、力が抜けたように、剣を杖つえのようにして片かた膝ひざを突く。その先には、カルウラの首があった。

「言ったでしょう、カルウラ。あたしはあなたを殺したくないって。それは今も変わらないわ。でも、今の攻撃で死んじゃってたら、黒の軍団だけを貰もらうつもりだったわ」

「はは、が、はっ！」

　カルウラは笑いながら、喀かつ血けつした。

「その状態で全身を修復したら、力の差は決定的ね」

「そう、だね。どうやら、ま、負けを、認めなきゃ、いけないな」

　そんなカルウラに、ヘネシーは渾こん身しんの力を込めて立ち上がり、剣を抜いてカルウラの眼前に切っ先を見せた。

「さあ、好きな方を選びなさい。あたしと共にお父様が見せた光景よりも更なる高みを目指すか。それとも、この無益な戦いで犬死にするか」

　あまりにも偏かたよった二択たくだった。

　カルウラは、じっとヘネシーを見る。銀色の髪かみを靡なびかせ、そう語りかけてくるヘネシーの言葉には、前大公すら持ち合わせていなかった甘味があった。

「認めるよ。僕は正直に言って、大公はワーテイス様でもヘネシー様でも、どっちでもいいんだ。戦場に出て敵を殲せん滅めつできればね。でも僕は今、ヘネシー様の中にハーシュタット大公陛下の魂たましいを見た。黒の軍団が仕えるに相応ふさわしいのはヘネシー様だね」

　カルウラはかろうじて生かされている状態である。自じ慢まんの魔剣も、手の届かないところに突き刺さっていたし、そもそも、ヘネシーの一撃で手も腕もなかった。

「降参。僕の負け。戦はここまでにしよう。公都軍の生き残りは全員武器を捨て、投降するように。不服に思うものは、勝手に戦って死ねばいいと思うよ」

　カルウラが、ついに敗北を認めた。

「皆みなのもの、今のカルウラの言葉を聞いたな!?　この戦は、我らフェザーミル・リンカーフォル連合軍の勝利である！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　フェザーミル・リンカーフォル連合軍から、勝かち鬨どきの声が上がった。

『黒の軍団たちに告げる！　カルウラは我が軍に投降したが、大将軍の位は取り上げないわ。旧公都軍はそのまま我が軍の味方として迎むかえ入れる。故ゆえに、黒の軍団たちも投降せよ！　今後は偽にせ大公ワーテイスではなく、この私のために、その剣を振るいなさい！』

「はは────っ！」

　ヘネシーの寛かん大だいな措そ置ちに、黒の軍団の誰だれもが、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「そんなに簡単に僕らを信しん頼らいしていいのかい、ヘネシー様。裏切るかもよ？」

「安心して。その時は躊躇ためらいなく殺してあげるわ」

「おお、怖こわいなあ」

　カルウラは無様な姿を晒さらしたが、不思議と屈くつ辱じよく感はなかった。ヘネシーという、新たな主あるじに、心の中で敬礼すらしていたのである。




　こうして、ストーリア平原の戦い初日で最大の激戦地となった公都軍対フェザーミル、リンカーフォルとの戦いは、幕を下ろした。カルウラ将軍に本営まで攻せめ込まれたのだから圧勝とは言えなかったが、フェザーミル・リンカーフォル両軍共に、致命的な損害を出すことなく最強と謳うたわれた公都軍に勝利したのである。
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　浮ふ遊ゆう城じようから、シルバーキープ陣じん営えいから、フェザーミルらから、時告げの鐘かねが鳴る。

　ストーリア平原の戦いの初日が、終しゆう了りようしたのだ。

　シルバーキープ軍は遠投投石機の連続攻撃により、浮遊城に多大なる損害を与え、浮遊城を遠投投石機の射程圏けん外がいまで退かせた。討って出たシュレム将軍は空振りに終わったが、それでも大戦果である。

　そして誰よりも大きな功績を挙げたのは驚おどろくことに、ヘネシー自身だった。

「何と、それは本当か!?」

　第一報を耳にしたグレンは、思わず座っていた椅い子すから腰こしを浮うかせた。

「フェザーミルより急の伝信鳥が飛んで来まして、旧公都軍の残党二〇〇余とカルウラ大将軍が、フェザーミルに投降したとのことでございます！」

「そうか。さすがはヘネシー様だ。こちらの方が戦果を挙げたと思っていたが、たった一ディエ目であの黒の軍団を屈くつ服ぷくさせるとは……もっと詳くわしく教えてくれ」

「ははっ。本日の戦いは、公都軍三〇〇がフェザーミル・リンカーフォル軍に襲おそいかかりました。フェザーミル軍とリンカーフォル軍は兵を分けて公都軍を中央に招き入れ、それを挟きよう撃げきしたのです。しかしカルウラ将軍だけはフェザーミル兵に扮ふん装そうし、フェザーミル本陣まで迫せまりました。ところがこれをヘネシー様御おん自ら斬きり伏ふせ、カルウラ将軍ら公都軍を屈服させたそうでございます」

「さすがは【紅舞の】ヘネシー様だ。あのカルウラが通用しなかったのも無理はないか」

「い、今、何と？」

　側近のシュレム将軍が、思わず聞き返した。

「ヘネシー様はかつて大公陛下と剣けん技ぎにて互ご角かくの戦いを演じ、【紅舞】という二つ名と魔ま剣けんを賜たまわっていたのだよ」

「何、と……」

　もう一人の側近ベルフィーヌも、目を丸くして驚いていた。

「尤もつとも、フェザーミルは地理的に戦いくさがない辺境の地だ。だからこそ、ヘネシー様が二つ名持ちであることを知っていたのは、私とキリエくらいだろうな」

「それでは、今回の戦は【繊美の】カルウラ大将軍と【紅舞の】ヘネシー様という、二つ名持ち同士の戦いだったと!?」と、シュレム。

「その通りだ。カルウラも魔剣持ちだが、ヘネシー様は大公陛下より、強力な魔剣を授さずかっている。たった一振りで幾十もの斬撃を雨のように降らせる魔剣〝レインメーカー〟だ」

「しかし、伯はく爵しやく。【繊美の】カルウラが手にしているのも、魔剣ですよね？」と、ベルフィーヌ。

「そうだ。掠かすりでもすれば、そこが数セカ後に爆ばく発はつするという魔剣〝タイムボム〟だ。だがカルウラとヘネシー様の一いつ騎き討うちとなると、勝敗は目に見えていたな」

「と、申しますと？」

「ここは敢あえて、戦術の差だったと言っておくべきか。カルウラは本陣まで突とつ入にゆうしたまではいいが、それなりに疲ひ労ろうし無傷ではなかったはずだ。言うなれば手負いのグリフォン同然だ。ところがヘネシー様はジノという侍従贄フイーズがいる。決戦前にヒトの血を飲んだヘネシー様が相手であれば、カルウラがヘネシー様に通じなかったのも頷うなずける」

「ヘネシー様とは、それ程ほどの腕前なのですか？」

「当たり前だ。誰のご息女だと思っている」

「あ……！」

　ベルフィーヌは、グレンの言葉で得心した。

「しかし、更さらに驚いたのはその後だ。まさかカルウラら公都軍を自軍に組み込むとは……何たる器うつわの大きさだ。本当に、あの卵の中の馬ば鹿か息むす子ことは、格が違ちがう」

　グレンは勢いよく立ち上がり、ばん、と机を叩たたくと、口くち許もとを緩ゆるめた。

「少し見ぬ間に、ヘネシー様は大公陛下並みの器になっていたということか。この私ともあろうものが……目が曇くもっていたようだ」

「グレン様……」

　心配になったシュレムとベルフィーヌが、グレンに近寄る。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

「あ、ああ。心配させてすまんな。もう時告げの鐘が鳴っている。二人とも、早く幕舎へ行って休め」

「「は、ははっ」」

　グレンの言葉に従い、幕舎を出て行くシュレム。その後に続いたベルフィーヌが、ちらりと後ろを振り返ると、グレンは手を後ろで組み、背を向けて、天を仰あおいでいた。

　こうして夜明け前に遮しや光こう天幕を張り、その中に並べられた棺かん桶おけに入り、ヴァンパイアたちは眠ねむりについた。
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　遮光天幕は一つで十ほどの棺桶を収容できるので、輜し重ちよう隊は凡およそ一二〇の天幕を広げ、兵士たちが眠る棺桶を用意した。そしてヘネシーだけは専用の遮光天幕が用意され、その場にはジノとヘネシーの二人きりになった。

「カルウラとの戦いでは、ごめんね。まだふらつく？」

　ヘネシーが棺桶に入り、上半身だけ起こして、傍かたわらに控ひかえるジノに謝った。

「オレは大丈夫。それより辺境姫様が二つ名持ちで、カルウラより強いなんて……どうして今まで黙だまってたの？」

「内ない緒しよ」

「は、はあ？」

　頰ほおを真っ赤に染めて照れるヘネシーに、ジノはその気持ちが理解できなかった。

「でも、あの時、あたしがカルウラを上回れたのはジノのお陰かげなんだよ。ジノがあたしに血をくれなかったら、もっと苦戦してたと思う」

「そう……でも、さすがは【繊美の】カルウラだ。まさかあんな形で秋風の陣じんを抜ぬけるとは、思わなかった」

「公都軍はどれだけ残っていたの？」

「二〇〇。それに対して、フェザーミルとリンカーフォルは、それぞれ三〇〇名ずつ失っていたよ」

「やっぱり公都軍は強いわね。あんな連続攻こう撃げきを受けながら、そんなに残ってたなんて」

「戦術に間違いはなかったと思う。でも最終的にはやっぱりキミだ。フェザーミルもリンカーフォルも公都軍も、辺境姫様に助けられたんだ。そして得たものは、殊こと更さら大きいよ」

「ジノ」

　ヘネシーは腕を伸のばし、ジノを抱だき締しめた。

「あなたがいたから、ここまで戦えたんだよ。下地を整えたのは全部ジノなんだから。カルウラの時は、本当にごめんね」

「まだ戦いは終わってないよ。あの浮遊城を何とかしないといけない。あれは、オレの予想を遥はるかに上回る厄やつ介かいな代しろ物ものだよ。シルバーキープの遠投投石機なら何とかなると思ったけど、見たところ、あれだけじゃ決定打にはならなそうだから、明日は動くよ。だから、今日はゆっくりおやすみ」

「うん、ありがと。でも、眠っている間にあの馬鹿が浮遊城で攻撃してこないかしら？」

「！……中々、鋭するどくなってきたね」

「そりゃ、いつも天才さんと一いつ緒しよにいるからじゃない？」

「そうかもね」

「認めるのね」

「そりゃそうさ」

「ふふっ」

　ヘネシーが、思わず吹ふき出した。

「でも、辺境姫様の心配は杞き憂ゆうだよ。だってワーテイスは一晩中、シルバーキープの攻撃に晒されていたんだから。やっと休める、と思いはしても、今からここから攻撃してやろうという気き概がいは持ってないさ」

「そっか。それ聞いて安心したわ。じゃ、おやすみ」

「うん、おやすみ」

　ヘネシーはジノを離はなし、棺桶に入って、蓋ふたをした。

「さて、と」

　ジノはぱしんと手を打ち付けて鳴らすと、幕舎を出て馬に乗り、輜重隊を訪おとずれた。そこでヒトなどを管理している遮光服を着たヴァンパイアに頼たのみ、ヒトの食事を用意させた。ジノはそこで子羊の肉とパンを食べて血を補給し、辺りを見み渡わたした。

　そこはさながら、ヒトの村のようだった。ヴァンパイア軍の輜重隊として一番大事な仕事は、夕方になる少し前くらいに、ヒトから採血を行うことだ。

　そのためには、ヒトそのものが健康でなくてはならない。故ゆえに、ここに連れてきた物資の殆ほとんどは、ヒトが口にするものが多かった。

　しかし輜重隊ともなれば、敵の襲しゆう撃げきに遭あうことも考えられる。そこでヴァンパイアはヒトに農耕用の鍬くわや鋤すきなど、地を耕す道具を武器として持ってくることを命じていた。自分の命は自分で守れ、ということだ。尤も、ヴァンパイア数名が本気でかかってきたら、ヒトなど何千人いようが、瞬しゆん殺さつされるだろうが。

　とにかく、ひとまず食事ができたことで、ジノの頭の回転も早くなってきた。

「カルウラ軍が投降したことで、ワーテイスは浮遊城での攻撃を余よ儀ぎなくされた。動くなら、今夜かな」

　ジノは考える。シルバーキープからの報告によると、先日の戦いは、ほぼ一方的に遠投投石機による投石で、浮遊城にダメージを与あたえた。

　となると、ワーテイスはその遠投投石機を破は壊かいしようとするだろう。

　では、どのように攻撃するのか？

　浮遊城にも砲ほう台だいが何門も装備され、一いつ斉せいに射出したらしいが、結局届かなかった。

　ならば宙を飛んだまま遠投投石機に近づき、砲台の射程から攻撃するか？

　さすがに愚おろかなワーテイスでも、それはしないだろう。何せその距きよ離りは、遠投投石機にとって最も破壊力が活いかせる距離だからだ。

　ジノは目を閉じて、ワーテイスの思考を更に進める。ワーテイスは頭がいい方ではないので、単純に遠投投石機の死角からの攻撃を考えるだろう。

　その時。ジノは雷かみなりに打たれたような感覚を受けた。

「これだ！」

　ジノが閃ひらめいた策を実行に移すには、ヒトの持ち物と時間が問題だ。太陽の位置から、今は午前十ハルくらいだろう。今から動けば間に合うかもしれない。

「ここの責任者は？」

　ジノが遮光服を着たヴァンパイアに尋たずねる。

「ヴァンパイアの責任者は私ですが、ヒトを纏まとめているのは三代表の一人、カーセラです」

「へえ、三代表がここに？」

　ジノが、辺りに目を向けた。

　ヒト三代表の一人なら、思ったよりも簡単にヒトを動かせるだろう。何せ代表なのだから、軍でいえば将軍のようなものだ。

　そして馬がある。荷車もある。これなら策を実行できると、確信した。

「よし、キミはカーセラに命じて、ヒトが持っている鍬や鋤なんかを全部集めて、荷車に載のせてくれ！」

「は、は？」

「時間がない。大急ぎでやってくれ！　この策が決まれば、今夜にもこの戦は終わる！」

「は、ははっ！」

　ジノに命じられたヴァンパイアは、大おお慌あわてで駆かけ出した。







　　　第五楽章　決着







　やがて、各陣営から時告げの鐘かねが鳴る。

　シルバーキープの面々は、棺桶をずらして起き上がる。

　目の前にはヒトが大勢、不安そうな瞳ひとみで立っていた。兵士たちは、そのヒトの腕うでや首にかぶりつき、ヒトが絶命するまで血を吸った。フェザーミルやリンカーフォルのように、ヒトの絶対数が少なく、なるべく殺さないようにする配はい慮りよは、シルバーキープにはない。

　今回の戦いでも、シルバーキープは一〇〇〇〇ものヒトを動員し、輜重隊に加えている。それは七〇〇のヴァンパイアが、数メリアは戦えるような数だ。しかも血を吸われたヒトを生かそうなどとは、微み塵じんも考えていない。何な故ぜなら、それが当たり前だからだ。

　ヒトとて、豚ぶたや牛、鶏とり肉にくの料理が出てきて、それらが死んでいるか生きているかなど、考えない。ただ食物連れん鎖さが崩くずれ去り食物階級という形に変わって、その頂点にいるのが魔ま物ものや妖よう魔まらだということにすぎない。だから、ヴァンパイア兵は差し出されたヒトの首を摑つかみそのまま生き血を吸いつくすのだ。

　しかし上流階級のグレンや将軍のシュレム、ベルフィーヌはさすがにそんな真ま似ねはせず、テーブルの上に用意されたワイングラスでヒトの血を飲み、今日の戦いに備えた。

「グレン様、幕舎の外に客が来ておりますが」

「客？」

　グレンは口くち許もとをナプキンで拭ふき、幕舎の外に出た。

　そこに立っていたのは紅くれないの仮面を被かぶったフェザーミルの軍師ジノと、後ろに荷馬車が三台、控えていた。

「これはこれは、ヘネシー様の侍従贄フイーズである、軍師のジノ殿どのではないか。こんな夜早くに如何いかが致いたした？」

　威い厳げんたっぷりにそう言うグレンに、ジノは疲ひ労ろう感かんを抑おさえ、怒いかりを露あらわにして告げた。

「公都軍とカルウラ将軍は昨日、フェザーミルの軍門に降くだったよ」

「ああ、聞いた。ジノ殿もヘネシー様も、見事な活かつ躍やくだったそうだな」

「……気に入らないなあ」

「うん？」

　グレンは、紅の仮面を被ったジノが、怒おこっていることに気づいた。

　その理由が、何であるかも。

「すまんな、ジノ殿。そう言えばフェザーミルやリンカーフォルでは、注射器のようなものでヒトから血を抜き出しているそうだな。そのやり方を、是ぜ非ひとも我らも学びたいものだ」

「もっと早く言ってくれれば、すぐにでも用意出来たんだ。残念だけどこれは、グレン伯はく爵しやくを始めとするシルバーキープのヴァンパイアがヒトを軽かろんじている証しよう拠こだね」

「それの何が悪い？」

　辛しん抱ぼうできず、グレンの前に立ちふさがったのは、シュレム将軍だった。

「ヒトの飼育数が少ないフェザーミルやリンカーフォルと違ちがって、シルバーキープはヒトに適度な運動を与え、充じゆう分ぶんな休息を取らせている。決して虐ぎやく待たいしている訳ではないし、文句を言われる筋合いもない」

「……そうだね、その通りだ。オレらヒトは、ヴァンパイアらから見れば、ただの食料だもんね」

「我らはフェザーミル・リンカーフォル軍と共同して、公都軍と戦ってはいるが、食事にまでいちいち口を出される仲じゃないだろ？」

　ぎり、と唇くちびるを嚙かむジノと、今にも抜ばつ刀とうしそうなシュレムの間に、グレンが割って入った。

「やめるんだシュレム！　ジノ殿、誠まことに申し訳ない。シュレムには、よく言い聞かせておく。ここは私の顔に免めんじて、許して貰もらえないだろうか？」

「許すも何も、シュレム将軍は当たり前のことを言っただけでしょ？　許されることなど、何一つないよ。オレは忘れていた。この大陸では、ヒトが豚や鶏にわとりと同じ扱あつかいを受けていることをね。いいものを見させて貰った。お陰かげで、初心に返れたよ」

　グレンはジノの笑えみを見て、何てことをしてしまったんだと、頭を搔かいた。

　これで、折角上う手まくいっていたジノとヘネシーの仲に亀き裂れつが入ったら、責任はグレンにあるだろう。それにしても、まさか昨日の大激戦が行われたその翌日にジノがシルバーキープの陣じん中ちゆうに現れるとは、予想外だった。

　しかも、何か荷物を積んでやって来たようだった。

「ところで、その後ろの荷馬車は何かな？」

「この中には、ストーリア平原の戦いを終わらせる、とっておきの武器が積まれてる」

「!?」

　グレンは思わず、その銀色の瞳を見開いた。

「何だ、それは？」

「グレン伯爵。これからシルバーキープ軍全軍でもって、これを使ってあるものを仕し掛かけてほしい」

「全軍でか!?」

「この策は、いかに早く準備出来るかにかかっているんだ。ヒトの手なら無理だけど、ヴァンパイアなら可能なはずだよ」

「ちょっと待ってくれ。話が見えない。一から順を追って説明してほしい」

「然しからば」

　ジノはグレンに、胸中の秘策を打ち明けた。そこへシュレムとベルフィーヌも加わり、グレンと併あわせて三人は、滔とう々とうと語るジノの策に耳を傾かたむけた。特にグレンは、瞳を閉じて、その策を吟ぎん味みしていた。

「成る程ほど……シュレム、どう思う？」

「はっ。昨日、ワーテイスは遠投投石機で酷ひどい目に遭っております。ジノ殿の策は、ワーテイスの心理を突ついております。いけるのではないかと」

「ふむ。ベルフィーヌは？」

「真に、理に適かなっております。きっと上手くいくでしょう」

　グレンは目を見開き、ジノに言った。

「ならば決まりだな。ジノ殿の策、このグレンの名にかけて、責任を持って実行しよう」

「有り難がとう、グレン伯爵」

　ジノはグレンに拝手敬礼すると、傍かたわらに連れていた馬に飛び乗った。

「オレはこの策の仕上げを辺境姫様に立案しに行く。シルバーキープの方々は、一刻も早く仕掛けを済ませておいてほしい」

「こちらは任せてくれ。私もこの戦いは長引かせるべきではないと思っていた。浮ふ遊ゆう城じようや超ちよう巨きよ大だい遠投投石機を造ってくれたキリエには申し訳ないが、泣いて貰うしかないな」

　ジノはグレンに微笑ほほえむと、急いで西に馬を走らせた。
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「ジノ！　どこに行ってたのよ！」

　フェザーミルの陣に戻もどり、本陣の幕舎に入ると、ヘネシーから開口一番、こんな言葉を投げつけられた。幕舎にはエデッサの姿がなく、ターシャ、アリューゼ、トレーフル、そして昨日投降してきたばかりのカルウラがいた。

「いや、ちょっとね。朝一番で準備して、そのままシルバーキープのグレン伯爵に会ってきた」

「何ですって!?」

　ヘネシーは跳とび上がらんばかりに驚おどろいて、ジノの顔を見た。

「勿もち論ろん、ちゃんとした理由があってのことよね？」

「当然さ。オレは今まで、無む駄だなことは何一つしていないよ」

「ということは、今日の戦いに関することね」

「察しがいいね。その通り」

　ジノは中央のテーブルに広げられた地図に目を落とし、駒こまを並べていった。

「ところで、エデッサの姿が見えないようだけど？」

「あー、ごめん。それ、僕のせいなんだ」

　そう言ったのはカルウラだった。

「昨日のフェザーミル軍本陣急きゆう襲しゆうの時にさ、エデッサって名乗った将軍が立ち塞ふさがったから、斬きり伏ふせちゃったんだ。首は飛ばさなかったから、明日には出て来れるんじゃないかな？」

　しれっと言うカルウラ。エデッサは本陣の指揮を任されたとはいえ、伍ご長ちようから将軍に抜ばつ擢てきされたヴァンパイアである。カルウラの剣けん技ぎには、到とう底てい及およばないのを承知の上で、身を挺ていしてヘネシーを守ろうとしたのだろう。

「エデッサも頑がん張ばったね。まだ将軍になったばかりだったから、功を焦あせったかな」

「いやいや、中々の腕うで前まえと度胸だったよ。彼はこの先、成長していくと思うよ。でも、僕にはまだまだ敵かなわないかな」

「本当にキミが味方になってくれたのは、こちらとしても大きい。ヴァンパイア一〇〇〇人を得たに等しいよ」

「お世辞でも嬉うれしい言葉だね。褒ほめ言葉として頂ちよう戴だいする」

「本心さ」

　ジノはややふらついてテーブルに手を突き、地図に目を落とし、改めて皆みなに告げた。

「それじゃ、今日の作戦を発表する前に、昨日の被ひ害がい状じよう況きようを聞かせてくれる？」

　ジノの言葉に応こたえたのは、ターシャだった。

「昨日の戦いでフェザーミル軍、リンカーフォル軍はそれぞれ三〇〇ずつ削けずられ、現在は本陣と合わせて一〇〇〇。しかし、ここに二〇〇の公都軍が加わったから、総勢では約一二〇〇だな。エデッサが抜ぬけた穴は、カルウラが埋うめてくれるだろ？」

「結構。まあ、ほぼ予想通りの結果かな。カルウラ将軍を討うつには、それくらいの被害は覚かく悟ごしていた」

「僕の兵はヴァンパイアの中で最強の兵だからね。そう簡単に全ぜん滅めつはしないさ」

　カルウラが、自信満々に言った。

「でも、僕がこっち側に付いちゃったから、ワーテイス側は必殺の剣を失ったことになる。僕らに出番があるのかな？」

　カルウラの言葉に、ジノが応えた。

「勿論、大事な役目があるよ。何せこの戦いくさを決定的にするのはシルバーキープじゃない。オレたちだからね」

「軍師、それは私たちが、あの浮遊城を落とすというのですか？」と、アリューゼ。

「少し語ご弊へいがあるね。浮遊城を落城させるのはシルバーキープの役目だよ。そのための策を昼間のうちに仕込み、グレン伯爵に与あたえて来たところだったんだよ」

「あ、あの浮遊城を落城させる？　そんなこと、出来るのかなあ」

　カルウラが、半信半疑でジノに訊きく。

「間違いなく浮遊城は落ちるよ。それも、文字通りね。後はオレの指示に従って動けば、大勝利間違いなしだ」

　ジノの言葉は、自信に満ち溢あふれていた。

「そこまで断言するからには、聞かせて貰うよ」と、カルウラ。

「勿論さ。まずはターシャ！」

「おうよっ！」

　ターシャが、勇ましく返事をする。

　その姿は、父ライバーにそっくりだった。

「浮遊城は今夜、恐おそらくゼロハル近くに、宙に浮うかぶ。そして、シルバーキープの遠投投石機を押し潰つぶすように着地するだろう。その時、ワーテイスを討つ絶好の機会が訪おとずれる。決して、この機を逃のがしちゃいけないよ」

「！……成る程、ワーテイスは遠投投石機の死角を突いて攻こう撃げきするつもりなんですね？」

　ジノの策を読んだアリューゼの言葉に、ジノは力強く頷うなずいた。

「その通り。そこでオレはシルバーキープの遠投投石機のところに、細工を施ほどこすよう頼たのんだ。グレン伯爵が上手くやってくれれば、浮遊城はもう二度と空を飛べなくなる。いくらエーテルで強化されたガラスったって、この時の衝しよう撃げきには耐たえられないだろうね。中にいたものたちは、北側の平原に投げ出されるに違ちがいない。そこでターシャは二〇〇の騎き馬ば隊を率いて、遠投投石機の北側で待機してくれ」

「！……ということは、軍師はあたしに、浮遊城から投げ出されたワーテイスの首を取れと？」

　ターシャが、目を丸くしてジノに訊いた。

「そう。元を正せば、この戦はフェザーミルがワーテイスを大公として認めないと、反旗を翻ひるがえしたことに端たんを発する。ならばフェザーミルの手でこの戦を終わらせるのが望ましい。即すなわち、ターシャ将軍をおいて他ほかにいないってことさ」

　ジノの言葉に、ヘネシーが頷いた。

「確かに、ジノの言う通りね。あたしたちが始めた戦だもの。アリューゼもカルウラも、文句はないわよね？」

　アリューゼはこくりと頷き、カルウラも軽く首しゆ肯こうした。

「勿論、アリューゼたちにも働いて貰うよ。遠投投石機を潰されたシルバーキープ軍は、すぐに動けない。浮遊城の中は、大混乱に陥おちいるだろう。そこでカルウラ将軍は二〇〇の手勢を率いて浮遊城内に潜せん入にゆうし、中のものを全すべて奪うばうんだ。ヒトら兵へい站たんや、非戦せん闘とう員のヴァンパイアらを救出してほしい」

　カルウラは驚いて、ジノに顔を向けた。

「昨日、寝ね返がえったばかりの僕を早さつ速そく、そんな役目で使うのかい？」

「だからこそでしょ。ここで功績を挙げておけば、後々、キミたちはフェザーミル軍で過ごしやすくなるじゃないか」

「そこまで……」

　カルウラは思いの外ほか、自分のことを考えてくれていたジノの言葉に、胸を打たれた様子だった。

「それに、浮遊城内のことなら、ここにいる誰だれよりも詳くわしい。やってくれるかな？」

「承うけたまわった」

　カルウラは感無量といった感じで、ジノとヘネシーに拝手敬礼し、頭を下げた。

「アリューゼは兵五〇〇を連れて、浮遊城から助け出されたヒトやヴァンパイアをこの陣に保護してほしい。布陣としてはカルウラ軍の後ろにいて、後方支し援えんに当たって貰もらう」

「承知致いたしました」

　アリューゼも、カルウラに倣ならって敬礼した。

「皆に告げておく。この戦いは今夜終わるけど、その後が大事なんだ。だから今の内に、それぞれの動きを指示しておく。まずターシャ将軍は首しゆ尾び良くワーテイスを討ち取ったら、即そく、我らにワーテイスが被かぶっている大公の冠かんむりを辺境姫様に引き渡わたし、兵を率いてフェザーミルに戻るように」

「何だって、フェザーミルに帰れって!?」

　ターシャが、目を丸くした。

「何な故ぜならこの戦が終わったら、辺境姫様は大公の冠を持ち、カルウラ、アリューゼと共に、そのまま公都に向かうからだよ！」

「!!」

　その場にいた全員が、ジノの言葉に硬こう直ちよくした。

「これは辺境姫様の許しが必要だけど、ワーテイスは偽いつわりながら大公の地位にある。これを討ち果たしたなら、即座に次の大公を擁よう立りつしなくてはならない。つまり、この戦いが終わった直後、辺境姫様が大公として公都に凱がい旋せんし、即、新大公として立つんだ！」

「そ、そんな大事件が……今夜一晩で？」

「起きる。このオレが起こしてみせる。だからターシャは暫しばらくフェザーミルの領主として、ルシールと共に領地を守ってほしい。いいかな、辺境姫様」

「良いも悪いも、決まりでしょ。ターシャは一時期ながらリンカーフォル領主としての経験もあるし、何よりライバー将軍の娘むすめだもの。今度はちゃんとやってくれるわよね？」

　ヘネシーの忌き憚たんなき態度に、ターシャは思わず片かた膝ひざを突つき、拝手敬礼した。

「この未熟者に二度までも領主をやれとのお言葉……有り難き幸せ！」

「期待してるわ。ジノの言葉を信じて。あたしはフェザーミルには帰らない。だってあそこは、もうあたしが帰る場所じゃないんだから。本当に、ジノに感謝しなさいよ」

「ははっ！」

　ヘネシーはターシャの肩かたに手を置きながら、そう言った。

「先さつきも言ったけど、アリューゼとカルウラは、そのまま自軍を率いて辺境姫様と同行することになる。勿論、シルバーキープ軍にも来て貰う。これは辺境姫様がストーリア公国内の四勢力中、三勢力を傘さん下かに収めた証あかしとするためなんだ。公都に入ったら辺境姫様は、黒こく炎えん神しんヴェルフレイム教会を通じて、第八代目大公と認めて貰うため、ワーテイスがやらなかった、戴たい冠かん式しきを行うよ！」

「「ははっ！」」

　アリューゼも片膝を突き、カルウラと共に、ヘネシーに頭こうべを垂れた。ジノはぱん、と手を打って、皆を注目させた。

「さあ、忙いそがしくなるよ。みんな覚悟を決めて、それぞれの役目を確実に果たすように！」

「はっ！」

　そう言うジノに対し、三人の将軍が深く頭を下げた。
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　そして、運命の時が訪れた。

　ＭＧ〇五七六、七メリア二ディエ、ゼロハル。グラファリア大陸北西部、ストーリア公国の内乱〝ストーリア平原の戦い〟は、静かに佳か境きようを迎むかえていた。

「よし、浮ふ遊ゆう城じようで攻撃するぞ。移動開始！」

　まずワーテイスの浮遊城が、動いたのである。

「もっとだ、もっと上じよう昇しようしろ！　この城ならば、可能なはずだ！」

　前日の戦いでワーテイスは、散々叩たたき込こまれた遠投投石機から射出される岩石の高さを読み、それよりも高く浮ふ上じようすると、その高度を保ったまま、ゆっくり南下を始めた。

「そうだ。この高さだ。これならばシルバーキープの遠投投石機でも、何の役にも立つまい！」

　天空高く舞まい上がった浮遊城の後ろ、雲の切れ目から、双そう月げつが姿を現した。浮遊城はまるで小さな三つ目の月のように、その存在感を増していた。

「よし、このまま移動だ。場所は、分かっているな？」

「ははっ」

　部下のヴァンパイアが、威い勢せいよく返事をした。

　現在、この浮遊城操作室には五名のヴァンパイアがいる。そのヴァンパイアたちに、ワーテイスは策を授さずけていたのだ。

（敵にどんな優すぐれたものがいようが、ワーテイス様を侮あなどりすぎだ。今回はワーテイス様の英断と、この浮遊城の圧あつ倒とう的な武力で勝利する！）

　五人のヴァンパイアは、浮遊城が落ちるなどとは微み塵じんも思っていなかった。

　確かに前日は、シルバーキープの遠投投石機と、敵将率いる一団を相手に守るのが精せい一いつ杯ぱいだったが、丸一日、攻撃を受けても損そん壊かい率は十八と、まだまだ戦える余力を持っていた。

　それほど堅かたい浮遊城で、今度は討うって出るのだ。ワーテイスらは全員、敵が逃にげ惑まどう姿を目に浮かべていた。

「ふふふ……揃そろいも揃ってこの新大公ワーテイスを愚ぐ弄ろうしおって。その罪は、決して軽くないぞ。グレン・レヴァンダ！」

　ここでシルバーキープさえ叩いておけば、ストーリア平原の南西に布陣するフェザーミル・リンカーフォル連合軍を蹴け散ちらすのは容易たやすいことだ。

「しかし、カルウラが戻もどってこなかったのは意外だったな。ふん、何がストーリア公国五本の名めい剣けんだ、笑わせる」

　五人のヴァンパイアがそう呼ばれたのは、もう過去の話だ。

　これからは、圧倒的武力を秘ひめた兵器を持ったものが勝つ時代なのだ。浮遊城の頂上、特とく殊しゆ硬こう化かエーテルガラスに守られた制せい御ぎよ室に設けられた玉座から、ワーテイスは心の中で、旧時代の遺物たちが右往左往している様を、心地よく眺ながめていた。

　眼下では、フェザーミル軍が遠投投石機から少し北側に布陣し、様子を窺うかがっていた。そして遠投投石機には、茶色の布が掛かけられていた。

「あれで隠かくしたつもりか馬ば鹿かものどもめ。真上から見たら逆に目立っておるぞ！」

　ここは平原である。殆ほとんどが緑に覆おおわれる中で、遠投投石機に被かぶせられた茶色の布は、正に格好の的となっていた。やがて浮遊城は、その茶色い布の直上で停止した。

「よーし、愚おろかものどもに、この浮遊城の力を見せつけてやれぃ！」

「ははっ！」

　ゆっくりと、浮遊城が降下を始めた。

　狙ねらいは直下にある、遠投投石機である。

　この遠投投石機さえなければ、もう浮遊城を攻こう撃げきする兵器は存在しない。主しゆ砲ほうで吹ふき飛ばす手もあったが、その場合、遠投投石機に近づかなくてはならず、逆に手ひどい反撃を受けかねなかった。

　こちらは全く傷付かず、敵だけ殲せん滅めつ出来る方法。

　それは、直上から押し潰つぶす、という実に単純な戦法だった。単純なだけに、あれだけ固まった遠投投石機では逃げることもままならない。

「ふははははは、何もかも、潰れてしまえ！　そして一いつ斉せい射しや撃げきで、シルバーキープ軍を一いち網もう打だ尽じんにしてくれるわ！」

　ここまで接近されては、さすがの巨きよ大だい遠投投石機も為なす術すべがない。やがて、バキバキ、という音と共に三基の遠投投石機が、卵形の浮遊城に圧おし潰される。




　と、その時だった。




　潰れた遠投投石機の上に着地するはずだった浮遊城は、ぐらりと北向きに倒たおれ、遠投投石機と共に北側へと、ゆっくり横になって、地面に埋うまった。

　茶色い布の下には、遠投投石機だけでなく、北側に向かって〝落とし穴〟が掘ほられていたのである！




「なぁにぃいいいいいああああ!!」




　その衝しよう撃げきで地面は揺ゆれ、浮遊城最上部の特殊硬化エーテルガラスが粉々になって砕くだけ散り、そこにいたヴァンパイアは一人残らず宙に投げ出された。

「うわあああっ！」

「ぎゃああああ！」

　浮遊城で最も安全だと思われていた制御室から放ほうり出されたヴァンパイアたちは、それでもその高い身体能力で、平原に着地する。

　唯ゆい一いつ、頭から地面にめり込んだのは、ワーテイスただ一人だった。




　こうして真横に埋まった浮遊城は、自じ慢まんの砲門も役には立たなくなった。何せ、制御をしていたヴァンパイア全員が、平原に投げ出されたのだから。

「今だ、偽にせ大公ワーテイスの首を取るぞ！　その他のものは生け捕どりだ！」

「おおうっ！」

　待ってましたと言わんばかりに、ターシャ率いるフェザーミル軍が、怒ど濤とうの勢いで浮遊城に向かって馬を走らせた。

　ワーテイスは頭を引っこ抜ぬくと、大公の冠を検あらためて、全力で逃げ出した。

　通常のヴァンパイアであれば馬より速く走れるが、過保護に育てられたワーテイスは、その限りではない。また、華か美びに自分を着き飾かざっていたことが、ここで裏目に出た。

　何せ、私はここにいるぞ、と知らしめているようなものだったからだ。

　やがてフェザーミル軍の兵士が、草原を一いつ生しよう懸けん命めい走って逃げる、ワーテイスを発見した。

「いたぞ、偽大公だ！」

「回り込んで退路を断たて！」

「側近は生け捕りだぞ！　忘れるな！」

　ターシャ軍は目標に向かって一直線に駆かける。ワーテイスは這ほう々ほうの体ていで北へ逃げだそうとしたが、その動きをターシャ軍の投げ槍やりがそれを止めた。退路を断たれ、慌あわてたワーテイスの瞳ひとみに、ターシャの双剣の輝かがやきは映らなかった。

　すぱん。

　風を切り裂さく音と共にワーテイスの首が胴どうから離はなれ、とんとん、と草原に頭部が転がった。その首は、銀の髪かみに金の瞳という、特とく徴ちよう的なヴァンパイアのものだった。

　それは〝始まりのヴァンパイア〟の一族である、ヘネシーとアリューゼ、ワーテイスの子アルベリックと……その父親である、偽大公ワーテイスしかいない。

　暗くら闇やみの草原を転がったその首は、前大公亡なき後、勝手に大公を名乗り、公都で傍ぼう若じやく無ぶ人じんな行動を取った愚者、ワーテイス・ストーリアに間ま違ちがいなかった。

　そしてその首はあっという間に骨となり、灰となって風に舞う。

　頭部がなくなっても、その頭に被かぶられていた大公の証である冠かんむりだけが、その場に残された。
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　ターシャは双剣を天に掲かかげ、声こわ高だかに叫さけんだ。




『偽大公ワーテイス！　フェザーミルのターシャが討ち取ったぞ────っ！』

『うおおおおおおおおおお！』




　フェザーミル軍は、全軍に響ひびき渡わたるように声を高らかに上げ、武器を鳴らして大おお騒さわぎした。

　その報は風に乗り、ストーリア平原中に響き渡った。

　シルバーキープ、リンカーフォル、そしてフェザーミルのものたちは、その声に応こたえるように大声を張り上げた。

　偽大公ワーテイスの死。

　それは即すなわち、この戦いくさの終結を意味していた。

　そして、横よこ倒だおしになって埋まった浮遊城には、どさくさに紛まぎれてカルウラ軍が入り、金銀財宝を奪うばい、兵へい站たんであるヒト、非戦せん闘とう員のヴァンパイアを捕とらえ、続々と後続のアリューゼ軍に引き渡していった。

　シルバーキープ軍は浮遊城に対して落とし穴の策が成功するのかどうか、そこに注目してしまい、その後のことを考えられず、出で遅おくれてしまったのだ。

　ジノはワーテイスが討ち取られたという報により、勝利に沸わくシルバーキープ軍を尻しり目めに、浮遊城の中にあった数一〇〇を超こえるヒト、そして数十名のヴァンパイア、そして莫ばく大だいな財宝や食料などを、ごっそり手に入れたのである。

　ジノはヘネシーと共に無残な姿になった遠投投石機と、真横に埋まる浮遊城の姿を遠目から確かく認にんした。

　そして一ハルも経たたぬうちにターシャが、ワーテイスが被っていた黄金の冠を引っ提さげて帰き陣じんすると、それを真っ先にヘネシーとジノに見せた。

「ターシャ・ツェンペルト。軍師のご命令通り偽大公ワーテイス・ストーリアを討ち取り、大公の冠を取り返して参りました！」

　ターシャが叫ぶ。

　ヴァンパイアの場合、首を刎はねられると同時に塵ちりと化すので、首を持って来ることはできない。しかし、大公の冠は違う。冠は大小様々な宝石がちりばめられた精せい巧こうな金細工であり大公の証あかしとして、ヘネシーも記き憶おくしている。

　下馬し、片かた膝ひざを突つくターシャから差し出されたのは、まさしくそれだった。

「ターシャ将軍。見事にやってくれたわ！　これは紛れもなく父上の、大公の冠よ。これで我らの勝利は、決定的になったわ！」

「ははっ、有り難がたき幸せ！」

　ターシャが、ヘネシーに拝手敬礼する。

「うん、本当によくやってくれた。これは大武功だよ。ターシャなら、討ち漏もらしはないと思ってた」

　ヘネシーの隣となりにいたジノが、優やさしげに微笑ほほえむ。ターシャもジノに身体からだを向け、再び片膝を突いて、満面の笑みを見せた。

　その笑顔は、今までジノが見たこともないほど、凜り々りしく、美しかった。

　そこへ、大公軍率いるカルウラと、リンカーフォル軍率いるアリューゼも戻って来た。

「二人とも、ご苦労さま」

　ヘネシーが、カルウラとアリューゼにねぎらいの言葉を掛けた。

　これでヘネシー軍から出陣した将軍らは、全員戻ってきたことになる。

　ジノはカルウラ、アリューゼ、ターシャと横並びし、片膝を突く将軍たちの前に立った。

「軍師、ヘネシー様。ご命令通り、浮ふ遊ゆう城じようの中身はすっかり手に入れましたよ。アリューゼさんがいてくれたから、やりやすかったよ」

　カルウラとアリューゼが、片膝を突いて報告する。

「私はカルウラ将軍から渡されたものを引き受けただけで、特に何をした訳ではないのですが……」

　そういうアリューゼに、ジノが言った。

「何を言ってるんだよ。落城した浮遊城の中から内部のものを速すみやかに持ち出すには、公都軍とアリューゼらリンカーフォル軍の連動は不可欠だった。何せ戦場にワインを持ち込んじゃうような馬鹿だからねえ。浮遊城の中は、結構な財宝があったんじゃない？」

「結構なんてものでは……どうやらワーテイスというヴァンパイアは、黄金に囲まれていないと眠ねむれないような方だったのですね」

　アリューゼが微笑みながら、皮肉を言った。

「まあ、ワーテイスは金銀財宝やカネに目がなかったからね。このままワーテイスが大公として君臨していたら、ストーリア王国は賄わい賂ろが横行する、とんでもない国になっていただろうねえ」

　それはジノも感づいていた。そしてワーテイスの治世の行く末も、カルウラの言う通りだと思った。

「カルウラ将軍は、それでもワーテイスの味方をしていたのかな？」

　カルウラはその細い目をジノに向けて、平然と言った。

「僕は軍人だからね。そういう政治的なことは、よく分からない。ただ、前大公陛下と共に駆けた戦場は楽しかったなあ。討うてと言われた相手を、血祭りに上げる。僕は、それ意外には考えられないヴァンパイアなのさ」

「全く、カルウラは性格も、剣けんのようなヴァンパイアだね」

「ははは、褒ほめてるんだよね、それ」

　どうやらカルウラ・ルシーリアというヴァンパイアはかなりの戦好きで、権力争いや財宝などには、全く興味を示さないらしい。

　そしてジノはターシャに顔を向け、声を掛かけた

「これでやっと、ターシャもオレを許してくれたかな？」

「!?」

　ジノの問いに、ターシャは心の内を覗のぞかれたような気がした。

「軍師は、あたしがリンカーフォルの戦いで父上にしたことを根に持っていて、不満を抱いだいていると思ってたのか？」

「当たり前じゃないか。ターシャだけじゃない。アリューゼだって心のどこかでは、未いまだにオレのことを父の敵と見ていると思う」

「そんな……」

　アリューゼが、困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「いや、いいんだ」

　ジノは手をアリューゼにぴっと向けて口を噤つぐませ、片膝を突くターシャの肩かたに手を置いた。

「軍師とはいえ、ただのヒト、侍従贄フイーズに過ぎないオレに、よくここまで従ってくれた。この戦の第一功は誰だれがどう見ても、ワーテイスを討ち取ったターシャだ。これによりターシャは辺境姫様から女子し爵しやくを賜たまわり、フェザーミルの領主として、誰もが認めるだろうね」

「ま、まさか、そこまで計算に入れて!?」

　ジノはターシャの肩をポンポンと叩たたき、ヘネシーと視線を交かわした。

　ヘネシーはただ黙だまって、笑顔で頷うなずいた。




『皆みなのものに告げる！　間違いなく偽にせ大公ワーテイスはターシャ将軍の手によって討ち取られた！　よって私はこれから公都に向かい、正式に大公となる！　この戦の第一功であるターシャには爵位を女子爵に格上げし、フェザーミルの領主とする。そしてこの場はシルバーキープに任せ、私たちは即そく座ざに公都へ乗り込むぞ！』




　歓かん声せいが、フェザーミル陣じん営えいから沸き起こり、リンカーフォル、公都軍は拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びせていた。ターシャは、短期間で二度までも女子爵を与あたえられ、感無量というしかなかった。

　しかし、昨日の戦いではカルウラ軍が秋風の陣を破り、危あやうくヘネシーを失うところだった。ヘネシーがただのお姫様なら、完全に負け戦だった。

　しかし今日のジノは昨日よりも数段、鋭するどかった。

　ジノはヘネシーの代わりに、全軍に向けて叫んだ。

「これよりフェザーミル軍は領主ターシャと共に全軍、領地に戻もどるように。殿しんがりはエデッサが務めるように。アリューゼには是ぜ非ひともリンカーフォル代表として、辺境姫様と帯同し、戴たい冠かん式しきに出て頂きたい。故ゆえに兵を半分に割さき、二〇〇は領国に戻すように。万が一、白はく南なん関かんに危機が迫せまれば、ターシャを頼たよってね。それと、浮遊城から奪った財宝や兵站は、フェザーミルとリンカーフォルで公平に分配する。言っている意味が分かるかな、ターシャ」

　ジノの言葉に、ターシャは胸を張って答えた。

「ははっ！　此この度たびの戦い、リンカーフォルは友軍ながら、多くの犠ぎ牲せいを払はらって下さいました。故に、浮遊城からの財宝の分け前はフェザーミルが三、リンカーフォルに七としたいと思います」

「うん！　見事な分配よ。成長したわね、ターシャ！」

　ヘネシーが、思わず感かん嘆たんの声を上げた。

「ご心配をおかけし、申し訳ありません」

「今度は〝やっぱり領主は務まりませぬ〟なんてことはないわよね？」

　ぼっ、とターシャの顔が赤くなる。

「ぜっ、全力を、尽つくしまする」

　俯うつむいてしまったターシャの姿を見て、悪意のない笑い声が陣中に溢あふれた。

「今のターシャなら大だい丈じよう夫ぶだよ。前回と違ちがい、フェザーミルは故郷のようなものだし、フェザーミルの民たみもターシャを好いている。リンカーフォルの時のようなことは起こらないさ。それに、リンカーフォルをアリューゼに委い譲じようするっていうのは、命いのち懸がけの嘆たん願がんだったろうね。そのお陰かげで、このストーリア平原には公国四勢力の全すべてが集つどった。偽大公の首も取ったし、ターシャの功績は計り知れないよ」

「軍師、そ、そこまで、あたしのことを……」

「オレは過大評価も過小評価もしないよ。結果が全てを物語っているじゃないか。ワーテイスの首級を挙げただけじゃ、辺境姫様だってフェザーミルをターシャに、とは考えなかっただろうね。アリューゼの才能を認めて素す直なおに道を譲ゆずる。これも立派な才能だよ」

「軍師……」

　ターシャは、ジノに深く頭こうべを垂れた。

　それは、今までの形式だけの礼ではない。

　心の奥底から、感謝と謝罪が籠こもったものだった。

「さあ、これで全ては整った。ストーリア平原での戦後処理はシルバーキープに任せるとして、我らは早さつ速そく、公都に向かおう。ターシャ、フェザーミルは任せたよ」

「ははっ！」

　こうして、ヘネシー陣営は慌あわただしく、行軍の準備に入った。

「ああそうだ、辺境姫様」

「え？」

　その場を離はなれようとしたヘネシーを、ジノが呼び止めた。

「これから公都に向かうけど、オレはその間、一ハルだけ眠らせてくれないかな。何せこの戦いが始まってから……眠って、なくて、さ」

　ゆらり、と、ジノの身体が揺ゆれた。

「そういえば、ジノは昼も動いてたんだもんね」

「実は、意識を保つのがやっとなんだ」

「無茶をして……いいわ。あたしの馬車で寝ねて」

「有り難う。あと、グレン伯はく爵しやくに手紙を書いて、送って、おいて」

「手紙？」

「グレン伯爵は、辺境姫様にとって父親代わりだから、是非とも戴冠式に来てほしい、って、ね」

「分かったわ。ちゃんとやっておくから。でも寝ちゃう前に、少しだけ聞かせて」

「うん」

　こうしてジノは、ヘネシーの馬車で横になった。

　ヘネシーはジノの横に座り、シルバーキープのグレンにジノが言った通りの文面で手紙を送ると、大公の冠かんむりを持ち、大公軍を率いて北に向かった。

　目指す先は、公都である。

「そういえばジノはあの戦いで何をしたの？　詳くわしくは聞いていないんだけど、昼間の間に何か仕し掛かけをしたわね？」

　ヘネシーが、首を傾かしげる。

「なぁに、簡単なことだよ。昼間のうちにうちの輜し重ちよう隊に行って、ヒトが持って来た鍬くわや隙すき、スコップなんかを荷馬車に積んで、それをシルバーキープに運んだんだ」

「そ、それで？」

「日が暮れると同時にグレン伯爵に会った。ワーテイスは間違いなく遠投投石機を、浮ふ遊ゆう城じようで潰つぶす行動に出る。だから遠投投石機を一カ所にまとめ、その横に穴を掘ほるように、と進言したんだ」

「それが、あの落とし穴ね？」

「そう。ヒトの手だったら数ディエ掛かるであろう落とし穴も、鍛きたえられたヴァンパイア兵なら、数ハルで掘れると思ったんだ。道具さえあればね」

「でも、その前に浮遊城が攻こう撃げきしてくるとは考えなかったの？」

「それはないと読んでいたよ」

「どうして？」

「ワーテイスはあの浮遊城内にあって、全然、戦いくさ気分じゃなかった。だから、目覚めたら食事を摂とり、普ふ段だんと変わらない生活を送るかのように、のんびりと過ごすと思った。そうなると、動き出すのは早くてもゼロハル前後だと睨にらんでたんだ」

「まあ確かに、ワーテイスはあたしたちが血を流している最中も、ワインを楽しむような馬ば鹿かだし」

「あの遠投投石機の攻撃で一時は泡あわを食ったみたいだけど、結局はそれだけだった。難なん攻こう不ふ落らくの浮遊城内にいれば、即座に壊こわされるようなやわな城じゃない。事実、シルバーキープ自じ慢まんの巨きよ大だい遠投投石機での攻撃は、浮遊城の外がい壁へきを削けずる程度だった。危機意識が薄うすれるのは当然だよ」

「それが奏功して浮遊城はジノの読み通りゼロハル頃ごろに動き出し、その頃には落とし穴は完成していた。そして浮遊城は遠投投石機を狙ねらって真上まで飛行し、圧おし潰そうとして、地面に埋うまったのね」

「ヒトだったら何ディエもかかっただろうね。かといって、ヴァンパイアらが穴を掘る道具なんか持っているはずがない。だからオレは、フェザーミルの輜重隊しか持っていないであろう農耕器具を搔かき集めて、シルバーキープに向かったのさ」

「シルバーキープ兵に……そっか、だからあんなに深い穴を、早く掘れたのね？」

「浮遊城をあの形に埋めるには、遠投投石機の真下にも穴を掘っておかなきゃならない。つまりグレン伯爵はオレの策を信じてくれた上に、半ディエも経たたずに浮遊城の頭を北側に埋めるために大きな穴を掘り終えた後、遠投投石機の下にも穴を掘ってくれたんだ。オレの策では、浮遊城があんな深くまで落ちるとは思っていなかったからね。結果的に、予想を超こえる効果を上げてくれたよ」

「でもさ、降下してくる浮遊城はどうして落とし穴に気づかなかったの？　もし気づいていたら、そのまま降下せず、また浮遊しちゃえばよかったのに」

「その可能性もあった。だからオレは、大きな天幕を一つ使って、遠投投石機ごと落とし穴を隠かくすように提言したんだ。これで浮遊城からは〝遠投投石機に布が掛けられている〟だけだと思い込んだ」

「……凄すごいねジノは。何でもお見通しだったんだ」

「謙けん遜そんしても仕方ないね。まあ、オレは天才だからさ」

「うん、ジノはやっぱりそうでなきゃ！」

　高らかに、笑い合う二人。

「今回はジノがヒトであることで助けられたのね。カルウラ戦でもジノが侍従贄フイーズじゃなかったら、あたしはカルウラに勝てたかどうか分からないし、昼間にそれだけの仕込みができたのも、日中に動けるヒトだったからだし」

　ヘネシーが、素直にジノが言い続けてきていたことを認めた。

「辺境姫様の言う通りさ。まあ、いきなりかぶりつかれるとは思わなかったけどね。でも、もし今日の策が使えなかったら、シルバーキープは遠投投石機を失うばかりでなく、陣中で砲ほう撃げきを受けて壊かい滅めつしていたかもしれない。そうなったらこのストーリア平原の戦い、勝敗は分からなかったよ」

「うん。ジノの言う通りだと思う」

「オレはこういう戦いが起こることを、朧おぼろ気げながら予感していた。だからこそ、辺境姫様からの誘さそいを頑かたくなに断り続けたのさ」

「全く、ジノがヒトであることが国家の行く末を決める戦いの決め手になるなんて……これじゃ益ます々ます、ジノをヴァンパイアにする訳にはいかなくなっちゃったじゃん」

「だから言ってたでしょ？」

「でも、それでも、あたしは諦あきらめないよ。ジノはやっぱり、ヴァンパイアになるべきよ」

　ヘネシーが真ま面じ目めな顔で、ジノをじっと見た。

「そうだね。その時が来たら」

「その時っていつよ!?」

「だから、その時さ」

「もう、いっつもそうやってはぐらかして！」

　ヘネシーが、思わず破顔する。

　ジノは、口くち許もとを緩ゆるめてヘネシーと視線を交かわした。




　こうして、ストーリア王国の内乱は、二ディエで決着を見た。常勝無敗だった公都軍は、奇くしくも同じ国であるフェザーミル・リンカーフォル・シルバーキープ連合軍の前に、大惨ざん敗ぱいを喫きつしたのだった。







　　　第六楽章　新大公







　ヘネシーはジノ、アリューゼ、トレーフルを連れて、投降して来たカルウラら公都軍二〇〇、リンカーフォル軍三〇〇を率い、ストーリア平原を陣じん払ばらいした後、一路、馬の足を北の公都に向けた。

　ストーリアの中央に位置する平原から公都までは、軍の足で二ディエあれば着く。

　公都軍の兵は主君がワーテイスではなくカルウラだと思っていたので、そのカルウラがヘネシーに従うならばと、拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単にヘネシーへの服従を誓ちかった。

　そのカルウラは今、ワーテイスではなくヘネシーを公都へ導くべく賜たまわった真しん紅くのヘルムを被かぶり、この軍を先導していた。

「ねえジノ、あたし、公都に着いたら何をすればいいのかな？」

　ヘネシーは轡くつわを並べている紅くれないの仮面を被ったジノに訊きいた。

　結局、ジノは三ハルも寝てしまったので、頭の切れは戻もどっていた。

「当たり前だけど、まずは城下町に入る。これは新大公の凱がい旋せんなのだと公都民に知らしめた後、ストーリア城に入ることだね。ワーテイスの悪評は公都民なら誰だれもが知っているはずだから、帰ってきたのが辺境姫様だったなら、きっと大歓かん迎げいされるさ」

「そんなもんかなあ」

「心配はいらないよ。それより、ストーリア城に入ってからが大変だよ。まずは戴たい冠かん式しきを行う準備をしなきゃならないからね」

「うーん、堅かた苦くるしい儀ぎ式しきは苦手なんだけどなー」

「オレも今回の戴冠式はなるべく肩かた肘ひじ張はらず、大々的に、派手にやった方がいいと思う。公都の広場で戴冠式をすればいいんじゃないかな。そうすればワーテイスによって泥どろを塗ぬられた、黒こく炎えん神しんヴェルフレイム教会の威い信しん回復にも繫つながる」

「いいわね！　それでいきましょ！　戴冠式は、公都第三層の大広場でやるわ！」

「それなら公都のヴェルフレイム教会に通達して準備させよう。戴冠式のやり方も、教会なら知ってるはずだしね。伝信鳥はまだいるかな？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。フェザーミルから沢たく山さん連れてきたからね。早さつ速そく、ヴェルフレイム教会に手紙を送って準備させるわ！」

「その場合、教会は一つ提案してくるよ」

「提案？」

「今までヴェルフレイム教会の活動は公都のみに限定されてきた。何な故ぜなら教会が力を持つと、為い政せい者しやにとっては国内に自分の息がかかっていない勢力を生み出すことになる。これが決起したら内乱の火種になりかねない。そうなると先の戦いよりも厄やつ介かいなことになる。しかもヴァンパイアが信しん奉ぽうする黒炎神ヴェルフレイムは、戦の神だからね」

「そっか、だから地方には教会がないのね」

「そこで取り引きだ。教会側は戴冠式を取り仕切るほどの力を持ちながら、地方には大っぴらな布教を許されていない」

「つまり地方に教会を作り、布教を許すこと。それが教会側の条件って訳ね？」

「その通り。どうせヴェルフレイム教会の布教は裏で行われているんだから、それを公式なものとして許せばいい。但ただし、それは新大公である辺境姫様に忠誠を誓い、反乱が起きた際は大司教の首を以もつて責任を取る、という条件付きでね」

「その条件、吞のむかしら？」

「絶対に食いついてくるよ。ヴェルフレイム教会は公国各地に布教したくて堪たまらないんだから。それに、信しん仰こうは国境を持たない。辺境姫様の許に大司教がいることは、絶対にプラスになるよ」

「ジノが言うなら、そうするわ！」

　ヘネシーのジノに対する信しん頼らいは、絶対である。

　それは短い期間ながら、時間を共にしたからこそ、育はぐくまれたものだった。

「やっぱり、ジノに訊いてよかった。少し、肩かたの荷が下りた気分だわ」

「辺境に追いやられた哀あわれな姫君が、一国を統すべる大公になる。いいじゃないか。たまには世の中、こういうことがあってもいい」

　ジノは口許を緩めて、月夜に照らされたヘネシーの姿に見入った。

　こんな美しい大公が今後、どんな政治を行っていくのだろうか。

　それが今から、楽しみだった。

「あ、それと、フェザーミルから何人か引き抜ぬくわ。それは構わないでしょ？」

「辺境姫様は実質的に大公だからね。その辺は自由じゃない？」

「じゃあ、ルシールは絶対に貰もらうわ。これからストーリア公国を治めていくのに、欠かせないもの」

「うん、それはオレと同じ意見だ。フェザーミルの地じ盤ばん固めはもう終わっている。ルシールがいなくても問題ないだろう」

「それと、ヴィオラはどうしよう。公都にはヴィオラの宗そう家け、ウォティア家があるわ。呼んだら、ひと悶もん着ちやくありそうだけど」

「そうだね……公都四大名家は、無視できないかもしれない。でも、長く辺境姫様を助けてきたんだから、呼んでもいいと思うよ」

「そう？」

「オレに一案あるんだ。だから構わないよ」

「何か企たくらんでない？」

「そりゃ、企んでるさ」

　ジノは平然と言ってのけたが、その一案というのが、後に公都を大いに揺ゆるがす大事件になろうとは、この時は誰も予想していなかった。

「軍事面に関しては、引き続きジノにお願いすることになるけど……やっぱり、まだヴァンパイアになる気はない？」

　またも、ヘネシーから誘われた。

　ジノは、顎あごに手を当てて考えた。

「その前に、オレは公都に行って、前大公の部屋を見てみたい。グレン伯はく爵しやくが言っていたことが本当なのか、裏を取りたいんだ」

「それと、ジノがヴァンパイアにならないのと、何か関係があるの？」

　首を傾かしげるヘネシー。

「大ありだよ。もしイーラが実在したのなら、またオレが昼間に動かなきゃならない戦いが起きる」

「また、戦いくさが？」

「それも、規模が違ちがう。ストーリア平原の戦いなんかよりも、ずっと大きな試練になりかねないよ」

「それって、オーガ？」

「そうだね、オーガも加わるだろう」

「どういう……って、まさか!?」

　ヘネシーは、紅の仮面を被ったジノに、驚きよう愕がくの目を向けた。

「多分、辺境姫様が予想したことを起こそうと、イーラは方々を飛び回っているよ」

「噓うそでしょ？　そんな可能性が……」

「ある。もしもオレがイーラならそうするよ」

　ジノは唇くちびるを引き締しめて、ヘネシーに告げた。

「ヴァンパイアはストーリア平原の戦いで、ヘネシー・ストーリア女大公の許、過去最大規模の勢力を得るに至る。早々に叩たたかなければ、次はこの国が襲おそわれるだろうと説くね」

「うう……つまり、東のゴブリン、コボルト、中央北のリザードマン、西部のオーガ、南のトロール、ダークエルフが、一いつ斉せいに攻せめて来るっていうの!?」

「そう。つまり、合がつ従しよう軍だ」

　ジノの言葉に、ヘネシーは肩から力が抜ける思いがした。

「いいかい、辺境姫様はストーリア公国の東西南北を平定したことにより、恐おそらく三〇〇〇近い軍勢を揃そろえた。この国が、それだけの兵力を持ったことはない。列国からすれば、それだけで脅きよう威いに値あたいするよ」

「何てこと……列国が兵を集めたら、どれだけの戦力になるというの？」

「率そつ直ちよくに合算だけ言う」

　それはヘネシーやジノだけでなく、ストーリア公国に迫せまり来る最大の危機でもあった。

「合計で、四十万」

『よ、四十万!?』

「下に見積もっても、それだけの魔ま物ものが押し寄せて来る。五十万かもしれない」

「それに対してあたしたちは、たったの三〇〇〇……」

　ヴァンパイアで三〇〇〇という数字は、過去にないほど多いものだ。それにしても、合従軍が興おこれば、大事件である。

　下手をすれば、グラファリア大陸の地図からストーリア公国が消え去るかもしれない。

「先の内乱を収めたからといって、気を緩ゆるめちゃダメだ。逆にここは、気を引き締めなきゃならない。間かん諜ちよう組織を大きくして、グラファリア大陸中の国々の動向を探さぐるんだ。あらゆる戦術、戦略を練り、この難局に立ち向かわなきゃならないんだ」

「ジノはどう思うの？　合従軍、興ると思う？」

「興るね」

　ジノは、あっさりと断言した。

「イーラはかつてのオレと同じで、魔物を、妖よう魔まを憎にくんでいた。合従軍を興さなければ、ストーリア公国はまず隣りん国ごくオーガの国のベーゼ王国を攻め落とすだろう。そして兵を二分し、一方はリザードマンの国サウラ王国を、もう一方はダークエルフと共きよう闘とうし、トロールの国、ブランド共和国を落とす。これで大陸の半分は、ヴァンパイアのものとなる。後は五月雨さみだれ式だよ。そう説得しながら、各地の魔物たちを結集させるだろうね」

「いずれにしても、とんでもないことが起こるのね、これから」

「イーラが、オレの姉であればね」

　ジノはそれから黙もくして、視線を前に向けた。

　その先には、公都ストーリアがある。この国の都であり、最も膿うみを持つ大都市だ。

　これからは、このヴァンパイアの国を、戦える国にしなくてはならない。

　ジノの思考は、既すでに遥はるか先に向けられていた。

「あたし、ジノが好きよ」

「!?」

　ヘネシーの爆ばく弾だん発言に、ジノは思わず周囲を見回した。

　幸い、カルウラは遥か先にいるし、護衛の兵もヘネシーの前後にいたため、馬ば蹄ていと馬車の響ひびきで、小さな声なら搔かき消えていた。

「ちょ、大だい胆たんなことを言うものじゃないよ！　誰かに聞かれたらどうするのさ!?」

「あら、あたしは誰に聞かれたっていいけど？」

「オレが困るんだ。もし誰かの耳に入って、辺境姫様が侍従贄フイーズ如ごときに好意を抱いだいていると知られたら、引き離はなされてしまうかもしれないじゃないか」

「ということは、ジノもあたしと離れたくないって考えてるってことだよね？」

「う……はは、まいったな、こりゃ」

　ヘネシーがジノに顔を向けて、その金の瞳ひとみをまん丸に開き、にんまりと口くち許もとを緩めた。

「あたし、絶対にジノと離れないよ。ジノが好き！　たとえ大公になったとしても、絶対に離さないんだから！」

「オレも、辺境姫様の側そばにいたい。それに……離れたくない。どんな状じよう況きようでも。あのストーリア平原での戦でも、ずっと一いつ緒しよに戦ったんだ」

　ヘネシーの機き嫌げんは、絶頂に達していた。

　再び前を向くヘネシー。

　その凜りんとした横顔。微かすかな風に靡なびく、銀色の髪かみ。瑕か疵しのない、無む垢くな金色の瞳。その全すべてが、ジノにとって……愛いとおしく思えた。

「んー、もうちょっと違う言葉が欲ほしかったなー」

「それを言葉にしたら──」

　ジノは、そこで口を止めた。




　……キミが欲しくなっちゃうじゃないか……




　危あやうく、そう言いかけた。

　それだけは、言ってはならない。

　今のジノは、恵めぐまれすぎている。

　ジノはここまでの道のりを、頭の中で回想していた。

　初めは辺境フェザーミルの領主に、何とか近づければいいと思い、あれこれと策を練った。その結果、ヒトの希少種である〝エーテリオン〟というのが決め手になったのか、辺境姫ヘネシー・ストーリアの侍従贄フイーズとして、迎むかえ入れられた。

　ヘネシーは知識が欲しいというジノの要望を受け入れ、侍従贄フイーズとしての仕事は殆ほとんどさせず、蔵書室への扉とびらを開き、司書に任じてくれた。

　これは、ジノにとって人生を左右するほど、寛かん大だいな措そ置ちだった。やがて内政局長ルシールと共にフェザーミル改革を断行し、たった一ヤーズでリンカーフォル、シルバーキープに負けるとも劣おとらない勢力に成長させた。

　また、ジノとヘネシーはヴィオラの指導の下もと、ヴァンパイアの社交界の礼れい儀ぎを叩き込まれている。あれは辛つらかったけど、少しだけ楽しかった。

　そしてあの頃ころは、まだターシャの父、ライバー・ツェンペルト大将軍の勇姿があった。

　リンカーフォルにある白はく南なん関かんがトロールの軍勢に攻め込まれ、援えん軍ぐんを求められた時は、ライバー将軍、ターシャと共に向かった。ライバーは【疾しつ風ぷうの】二つ名に負けぬ働きを見せ、また、ジノの策によってトロール軍を潰かい走そうさせた。

　あれもまた、今となってはいい思い出だ。

　何せその後……折角、打ち解けたライバー将軍は、ジノの苦肉の策によって、アリューゼの父ゴダード・イセントリク子し爵しやくと共に、戦場で灰となった。

　あのリンカーフォルの戦いは、策士とは辛いものだと悟さとった、貴重な経験となっている。

「何を考えてるの？」

　隣となりで馬の歩調を合わせるヘネシーが、そう訊きいてきた。

「いや、何だかあっという間の出来事だったけど、ここまでの道のりは、決して楽ではなかったな、って思ってね」

「……そうね。何せ、辺境フェザーミルの領主から、一気にストーリア公国の大公だもんね。大きな犠ぎ牲せいも払はらったし」

「うん。でも、ライバー将軍も、ターシャの活かつ躍やくで、きっと喜んでいると思うよ」

「ターシャは、今度こそ上う手まく領主になれるかしら」

「誰だれでも、すぐには無理だと思う。でも、見知らぬ土地の領主になるのと、生まれ故郷の領主とでは、全然違うよ。きっと、領民もターシャを助けてくれるさ」

「そうなると、いいなあ」

「まあ、辺境姫様の真ま似ねをしていればいいんだから。楽なんじゃない？」

「……むかっ。どういう意味よ～！」

　ジノは声を上げて笑いながら、ヘネシーらと共に、北を目指して行軍を続けた。

　こうしてストーリア平原を経たって、二ディエ後。

　カルウラが先導するヘネシー軍は、遠目からでもはっきりと目にすることができるほどの、煌こう々こうとした明かりが闇やみ夜よを打ち消す巨きよ大だいな城じよう塞さい都市をその目に捉とらえた。

　公国の都、ストーリアである。




　それはこの国最大の城塞都市であり、最も権力と物資、ヒトやヴァンパイアが集まった、ストーリア公国の象しよう徴ちようでもある。

　ストーリアに近づくにつれ、街かい道どうを行き来する魔物の旅人や商隊などが増えていった。以前であれば、彼らは西のフェザーミルなど完全に視界に入らず、東のシルバーキープを目指し、そこでまた一つ商売をして、南のリンカーフォルを通り、白南関を抜ぬけて国を出る。

　しかし今では、東西に向かう商人は半々のようだった。

　フェザーミルも、商売ができる土地として認にん識しきされている証しよう拠こである。

　その旅人たちの動きを見て、ジノとヘネシーは力強く頷うなずき合った。これまでやってきたことは、全部無む駄だじゃなかったという証拠だからだ。

　そしてこれから、ヘネシーは地方の一領主から、それらを束ねる大公への道を歩み出す。馬が一歩、足を前に出す度たびに、ヘネシーはその重さを受け止めた。

　愚ぐ兄けいワーテイスが滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまった公都を、この国を、立て直すために公都に向かうのだ。それは賓ひん客かくとしてではなく、ヘネシーが大公として、公都を今以上に拠きよ点てんらしくしなければならない。やがて公都の正門前に辿たどり着くと、カルウラが右手を挙げて行軍を止め、ヘルムを脱ぬぎ、声こわ高だかに叫さけんだ。

「衛兵に告げる！　ストーリア平原の戦いを終え、真の大公陛下をお連れした！　速すみやかに道を空けよ！」

　城門を守る衛兵二人は、それが間ま違ちがいなくカルウラ将軍であることを悟り、道の両りよう脇わきに移動して背筋を伸のばした。

「失礼します、カルウラ将軍。外交局より、ストーリア平原でのご活躍は聞き及およんでおります。公都外交局、内政局、軍事局、宮内局は、全会一いつ致ちでヘネシー様を新大公としてお迎えする、とのことです！」

　衛兵からそう聞かされ、カルウラは、にっ、と笑った。

「今の言葉、後続のヘネシー様にも伝えておく。城下町はどんな感じかな？」

「それはもう大変な賑にぎわいで……皆みな、新大公のご到とう着ちやくを心よりお待ち申してますよ」

「それは何より。じゃあね」

「ははっ！」

　カルウラが右手を振ふり上げ、それを前に下ろす。そして側にいた騎き兵へいに衛兵の言葉をヘネシーに伝えるよう命じると、カルウラは勝利を収めた軍の指揮官として堂々と胸を張り、城門を潜くぐった。

　ストーリアは、小高い丘おかの上にあるストーリア城を守るように五層の城じよう壁へきに守られ、四つの区域に分かれている。

　ジノはヘネシーと共に城門を潜る際、馬を端はしに寄せて、内うち堀ぼりを覗のぞき込んだ。そこには掘ほっ立て小屋のような住居で、泥どろまみれになったヒトが、所ところ狭せましと暮らしていた。

　どのヒトも胡う乱ろんな目つきで、食しよく糧りようが行き渡わたっていないせいか、瘦やせ細っており、中には横になって全く動かないものまでいた。

　次に、公都第四層に目を向けると、そこには豊かな畑があり、牧草地帯があり、遠くで屋や敷しきを建造している様子が窺うかがえた。

「これは、予想以上に酷ひどいね」

「あたしも同感よ。こんなの、まともな為い政せい者しやのすることじゃないわ」

「これを見て、辺境姫様が最初にやることが、理解できたかな？」

「理解はしたけど、それ相応の覚かく悟ごが必要ね」

「今のうちにしておいてほしい。そして、この先は領民階級が暮らす公都第三層だ。きっとそこは、お祭り騒さわぎになるだろうね」

「うん、分かったわ」

　ジノは仮面で顔を隠かくし、ヘネシーは真しん紅くの衣い装しようを身に纏まとい、凜とした姿で公都内部へと向かった。公都第三層は最も広く、主に領民階級のヴァンパイアが住んでいる。旅のものたちが出入りできるのはここまでだ。ここから先の公都第二層は貴族階級の土地であり、そして第一層にはストーリア城がある。

　ジノとヘネシーは第三層のものたちから喝かつ采さいを受けつつ、広場を避さけて第二層に入り、早くもヘネシーに取り入ろうとする貴族らを押しのけて、第一層に向かった。

　ストーリア城の門は常時閉まっているが、今に限ってはそうではなかった。公都で暮らす四大名家の宗そう家けたちが並び、その後ろには彼らの私兵と、侍従贄フイーズが控ひかえていた。

　貴族の侍従贄フイーズともなると、衣類も空堀に住まわされていたヒトたちとは違い、立派な礼装を身につけていた。

　やがてストーリア城の正門前にやって来ると、カルウラはそこで兵を二つに分け、ジノとヘネシーに道を譲ゆずった。ジノは先に下馬し、ヘネシーの手を取って地面に降ろした。ここから先は、ごく限られたものしか入れない。公都軍の兵士すら、衛兵以外は登城を許されていなかった。

「カルウラ将軍は、ジノと共に私の後ろからついてきなさい」

「ははっ！」

　ジノとカルウラはヘネシーの言う通り、ヘネシーの左後ろにジノ、右後ろにカルウラを従え、長い廊ろう下かを歩き、謁えつ見けんの間に入った。

　ストーリア城の謁見の間は、まるで劇場のようだった。

　四階まで席が設けられ、それぞれ内政局、外交局、軍事局、技術開発局、宮内局の責任者を筆頭に、ここ公都の政治を担になっているものたちで満席になっていた。

　そんな満場の謁見の間に、故ハーシュタット・ストーリアの第二継けい嗣しであり、辺境姫と呼ばれていたヘネシーが入って来ると、動どう揺ようの声が広がった。

　何せ公都軍事局長を務めているカルウラ大将軍を従えていること、そして何より、餌えさであるはずのヒトであり、侍従贄フイーズの分際で、一領地の軍師になったジノが入って来たからだ。

　特に仮面姿のジノの姿を目にしたヴァンパイアからは、驚きよう愕がくと困こん惑わく、侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようの声があちこちから聞こえた。ヘネシーは懐ふところに大公の証あかしである冠かんむりを納めている。これはジノの、あくまでヴェルフレイム教会が主しゆ催さいする〝戴たい冠かん式しき〟が終わるまで、頭に乗せない方がいいという意見を聞き入れた。

　そしてもう一つ、大事なことをヘネシーに伝え、それを今、実行していた。それは、壇だん上じように登らず、玉座にも座らないということである。

　ヘネシーとジノ、カルウラの前には、立派な髭ひげを蓄たくわえ、黒と赤をあしらった豪ごう勢せいなローブを纏ったヴェルフレイム教会の大司教が、他の司教らを従え、ヘネシーらと対たい峙じする形となった。

「黒こく炎えん神しんヴェルフレイム教会、大司教殿どのに告げる。先の大公、即すなわち故ハーシュタット・ストーリアは、貴教会に対して布教こそ制限を掛かけたものの、それ以外は協力的だったと思う。然しかるに、恥はずかしながら我が愚兄ワーテイスは教会を蔑ないがしろにした挙げ句、勝手に戴冠して大公を名乗った。その非礼、父に代わって私が詫わびまする」

　ヘネシーはそう言うと、大司教に片かた膝ひざを突つき、頭こうべを垂れた。

「何と、面おもてをお上げ下され。ヘネシー様のお気持ちは充じゆう分ぶん、伝わり申した。我々は、ただ前大公陛下……ハーシュタット政権下の状態に戻もどれば御おんの字だと思っておりまする」

　大司教の発する声は、心に染しみ渡る。それは、誰しもが認める事実だった。

「伝信鳥で伺うかがったのだが、戴冠式を公都第三層の大広場で行うというのは、本気じゃろうか？」

「無論、そのつもりです。私は乞こわれて大公の座に就つくものではありません。本来ならば父より冠を賜たまわりたかったのですが、今やそれは叶かないませぬ。そこで、私は黒炎神ヴェルフレイムより戴冠を許されたこととし、公共の場である広場で、公都民や旅人たちの眼前で、大司教殿より大公の冠を賜るまで、自ら大公を名乗るつもりはありません」

「な、何という殊しゆ勝しようなお心こころ掛がけか。ワーテイス殿は我らへの寄進を無駄な出費と捉え、教会の顔に泥を塗ぬった。それに比べてヘネシー様は……」

「ワーテイスは色々と至らない男でしたが、私は違います。黒炎神ヴェルフレイムを信望するものの一人として、大司教殿と、教会の皆様と、そして、公都の民たみに認められ、戴冠したいと存じます」

「真まことに英断かと存ずる。こちらとしても、失しつ墜ついした権けん威いを取り戻すことができる。有り難がたきご配はい慮りよじゃ」

「そもそも【黒炎神の現うつし身み】と呼ばれた父上のことを思えば、ヴェルフレイム教会を蔑ろにする行こう為いは、父上を侮ぶ辱じよくするのと同じですから」

「重ね重ね、有り難きお言葉。では、ヘネシー様、玉座へ」

　大司教が、右手を玉座に向けた。

　だがヘネシーは首を振り、片膝を突いたまま、その場から動こうとはしなかった。

「私は愚兄ワーテイスの悪行を正すため兵を興おこしました。故ゆえに、その地位を簒さん奪だつしたと思われても仕方がない身であります。そのため、公式な戴冠式が終わるまで、私があそこに座ることはありません」

　ヘネシーは、わざと高らかにそう宣言した。

　ざわめきが、街を覆おおう霧きりのように、静かに広まっていった。

「うむ、うむ。よう分かり申した。ならば、すぐ戴冠式を行いましょうぞ。今、公都第三層の大広場の真ん中に、祭さい壇だんを設けさせておる。そこで身分の違いなどなく満座の中で祝福を受け、正式に第八代目大公となられるがよかろう」

「有り難き幸せ。それでは、これをお受け取り下さい」

　ヘネシーは懐から冠を出し、両手でそれを丁てい寧ねいに、大司教に差し出した。大司教はその冠に一礼し、両手をピンと伸ばして冠をヘネシーから受け取った。

「大公の証、確かに受け取りました。では、ヘネシー様は大公の部屋で礼服に着き替がえて頂く。戴冠式は明日のゼロハル。それまでに準備を整えておきましょう。本日の二十二ハル頃ごろに、使者を送りまする。それまでは身を清め、城でごゆるりとお寛くつろぎ下され」

「何から何まで、ご配慮、忝かたじけなく存じます」

　ヘネシーが再び、大司教に頭を垂れた。




　こうして、ストーリア城でのヘネシーのお披ひ露ろ目めは終わったが、誰だれもがその場で戴冠式を行い、この国に新たな大公が誕生すると思い込んでいたので、肩かた透すかしを食くらったような顔をしていた。

　そして戴冠式、即ちストーリア公国初の〝公開戴冠式〟が、翌日の公都第三層の広場で行われると聞いたものは、真っ先に足を広場に向け、歴史に名を残すであろう、この戴冠式を特等席で見ようと、大広場に面した四階建ての宿屋の予約に走った。

　第三層の大広場は公都で最も広く、そして一番賑やかな場所でもある。

　公都民は広場の中央に、仰ぎよう々ぎようしく建造された祭壇によって、近いうちに何か大きなことがある、というところまでは察していたが、それがまさか史上初の公開戴冠式であると知ると、その噂うわさは風よりも早く、公都の東西南北全すべてに行き渡った。

　そして、翌日。

　夜の到とう来らいを知らせる時告げの鐘かねが公都に響ひびき渡ると、様々な魔ま物ものや領民階級のヴァンパイアが、続々と広場に集まってきた。

　公都ヴェルフレイム教会が大広場の中央に設置した祭壇は、高さが十メルはある。これならば、広場にいるものたち全てに、ストーリア公国初の〝公開戴冠式〟を目にすることができる。

　やがて、カルウラ大将軍率いる公都軍が祭壇をぐるりと囲んで警護すると、いよいよ祭りの予感が漂ただよい始めた。

　公都ストーリアには、様々な魔物や妖よう魔まが集つどう。

　広場に面した酒場や宿屋は満席となり、嬉うれしい悲鳴を上げている。商しよう魂こん逞たくましいゴブリンの商人は、さっさといい場所を取り、敷しき物ものを広げて商品を並べている。食通が多いコボルトの料理人も、屋台を開いて客寄せしていた。

　芸術に秀ひいでたダークエルフの音楽団が、場の雰ふん囲い気きを盛り上げるために軽かろやかなステップを踏ふみたくなる音楽を奏かなで、怪かい力りき自じ慢まんのトロールは大岩を持ち上げて喝采を浴びていた。

　ストーリア公国では、敵対している隣りん国ごくベーゼ王国のオーガ以外なら、スライムからアンデッドまで受け入れている。

　当然だが、他に害をなすような魔物はカルウラ率いるヴァンパイアの衛兵によって追放されるか、捕とらえられて地ち下か牢ろうにぶち込まれた。

　そんな騒そう然ぜんとした公都第三層の広場を、礼装に着替えたジノとヘネシーが、ストーリア城の頂上にある中央の塔とうの一室から眺ながめていた。

「ねえ、オレもこの服じゃないといけないの？」

　ジノは首が絞しまり、堅かた苦くるしいストーリア公国の礼装に、文句を言っていた。

「当たり前じゃない！　だって戴冠式にはジノも参加するんだから！」

　ヘネシーは赤と黒を基調とし、胸むな元もとを開けたドレスに身を包んでおり、それは幼顔ながら、妖よう艶えんな魅み力りよくを引き出していた。

「だって、祭壇の下まででしょ？　だったらいつもの軍服で──」

「そうはいかないわよ。この後、すぐに夜議を開くし、それに……ふふっ！」

　ヘネシーが目を細めて、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「うー、むうう」

　この格好で夜議を開くのか、とジノは窮きゆう屈くつに感じた。

　そして次のヘネシーの言葉で、ジノは全身から冷ひや汗あせが噴ふき出した。




「戴冠式の祭壇にはあたしとジノ、二人で登るのよ！」




「ちょっ、そんなこと、出来る訳が──」

「んふふ、大司教様の許可は貰もらってるんだもんね～だ」

　ヘネシーは蠱こ惑わく的な笑みを浮うかべ、ジノを抱だき締しめる。

　突とつ然ぜんの抱ほう擁ように、ジノはどうしていいか分からず、腕うでを泳がせていた。

「だって、ジノのお陰かげで、あたしはここまで来れたんだから。本当に、有り難う」

「オレだけの力じゃないさ。ターシャ、ルシール、ヴィオラ、トレーフル、アリューゼ、エデッサ、グレン伯はく爵しやく、カルウラ……そして、ライバー大将軍らの活かつ躍やくによって、今があるんだよ」

「勿もち論ろん、分かってるわよ。でも、やっぱりジノが一番頑がん張ばってくれた。あなたをフェザーミルのヒト収容区画から連れ出したあの時から、あたしの運命は変わったのよ」

「それは辺境姫様が、辺境姫様だったからだよ。そうでなければ、オレを見み出いだすことなんかなかっただろうし、この公都の中ちゆう枢すうから、ストーリア公国を見下ろすこともなかったよ」

「えへへ。素す直なおに喜んであげる」

　ヘネシーが、ジノを抱き締める力を強め、その頰ほおをジノの胸に埋うずめた。

「誇ほこっていいよ。辺境姫様のお陰で、ヒトはただの餌じゃないってことを、一つ証明出来たからね」

「うん。だからこそ、公都のヒトたちの待たい遇ぐう……即ち、悪あしき膿うみを出し切らないとね」

「本当に鋭するどくなったね、辺境姫様」

「ジノのお陰よ」

　ジノもヘネシーの細い身体からだに身を預け、ヘネシーの頭の上に頰を寄せた。

「そういえば、さっきヴェルフレイム教会から伝信鳥が来たそうだよ。どうやらグレン伯爵が、戴たい冠かん式しきに間に合いそうだってさ」

「グレン様が！」

　今回の戦いでシルバーキープは、決定的な大功を挙げた。それはシルバーキープの遠投投石機であり、結果的に浮ふ遊ゆう城じよう攻こう略りやくの決め手となった。

「そういえば、どうしてグレン様は、あの戦いで遠投投石機なんか持って来たんだろう？」

　ヘネシーはジノにくっつきながら、そう漏もらした。

「オレは初めから全部分かってたよ」

「本当に？」

「ああ。オレは噓うそなんかつかないよ。シルバーキープがストーリア平原に現れたことや、そのシルバーキープ軍が遠投投石機を持ち出して来るであろうことも、全部、オレの戦略に入っていたことなんだよ」

「どうして分かったの？」

「シルバーキープは東のベーゼ王国からの侵しん略りやくを防ぐため、白はく麗れい関かんの内側から敵に攻こう撃げきを加えられる兵へい科かを所有していることを、影かげ蛇へびからの情報で知った。その時、ストーリア平原に持ち込んで来るって、確信した」

「なんで？」

「あの時、グレン伯爵がフェザーミル・リンカーフォルの陣じんに来たときまで、まだ迷ってたんだよ。ワーテイスの息むす子こ、聡そう明めいなアルベリックがいる。正統なる血を守って、愚おろかなワーテイスに付くか、それとも次代の平和を選び、辺境姫様に付くかでね。何せ辺境姫様は、辺境フェザーミルをシルバーキープ、リンカーフォルに負けないほど発展させた実績があるからね。だからグレン伯爵は、自分の領地でそれを決することを避さけ、戦場で実際に辺境姫様と会って、どちらに合力するかを決めることにしたのさ」

「そっか、それで開戦前に、あたしに会いに来たのね」

「そういうこと。もしあの場で辺境姫様が強気な態度に出ず、へりくだって、グレン伯爵が辺境姫様の中に前大公の姿を見なければ、きっとグレン伯爵は血統を優先し、ワーテイスに与くみし、カルウラ軍と共にフェザーミル・リンカーフォル連合軍に攻せめ込んで来ただろう。だってあの傲ごう慢まんなワーテイスのことだから、きっと上から目線でグレン伯爵にカルウラ軍と共きよう闘とうせよ、とか伝えていたはずさ。それはカルウラ軍が浮遊城から出て、一直線にこちらに進軍して来たことからも窺うかがえる」

「ははあ、成る程ほど……」

「そして、フェザーミルに付こうと決心したあの時、カルウラ軍、つまり公都軍全軍が、開戦直後にフェザーミル・リンカーフォル連合軍へ突とつ撃げきすることを事前に知っていたグレン伯爵は、こうなることも想定し、フェザーミル・リンカーフォル連合軍に加担した場合、最も辺境姫様に喜ばれる、大武功を挙げられるのは何かと考えると、遠投投石機による浮遊城への攻撃に思考が至った、って訳さ」

「じゃあ、グレン様はワーテイスが浮遊城を使うことを知っていた!?」

「ワーテイスから見ればグレン伯爵は味方であり、貴重な戦力だからね。包み隠かくさず、全部話していたと思うよ。それも一方的にね。これでグレン伯爵の不信感が強まったのは間ま違ちがいない」

「え？　どういうこと？」

「だって、ワーテイスは浮遊城じゃないと出しゆつ陣じんしないのは明白だった。何せワーテイスは小心者だからね。絶対に安全が確保された状態で戦場に現れる。そして手元には浮遊城がある。使わない訳がないさ。しかしそれは即すなわち、自分は血を流す覚かく悟ごなどないから戦場には降りない。シルバーキープ兵とカルウラ軍で、敵を殲せん滅めつせよ、って言われているに等しいんだ。辺境姫様がそんなことを、いくら大公の息子とはいえ、ただの若造から言われたら、どう思うかな？」

「絶対に味方したくないわね。でも、やっぱり浮遊城は怖こわいわ」

「その心理がグレン伯爵にも働いたんだよ。だからグレン伯爵は、フェザーミル・リンカーフォル連合軍に合力する可能性も考えた訳だ」

「そういうことだったのね。そして結果的に勝負を決めたのは、シルバーキープだった」

「それは違うよ」

「へ？」

　ジノは少し間を置いて、ヘネシーに告げた。

「勝負を決定づけたのは、シルバーキープの遠投投石機じゃない。フェザーミルのヒトが持ってきた道具だ。あれがなければ、オレの戦略は使えなかった」

「そうね、ジノの言う通りだわ。それに、フェザーミルほど、ヴァンパイアとヒトの関係が良好だった領地はないと思うの。フェザーミルのヒトたちの心を変えたのは、あなたよ、ジノ」

「ということは、やっぱり決め手はオレだったのかな」

「ふふっ。そのジノを見出し、知識を与あたえたあたし、とも言えるわね」

　二人は抱き締め合いながら、高らかに笑った。心の奥底から込こみ上げてくる感情を、抑おさえることなく解放したのだ。

「さてと、今は二十一ハルだから、あと一ハルくらいで迎むかえが来るだろうね。その前に、大公の部屋を見せて貰っていいかな？」

「あ、あたしも見たかったんだ。一いつ緒しよに行こう！」

「ああ、時間もないし、急ごう」

「うん！」

　こうして仮面を着け、礼服姿のジノとヘネシーは、手を取り合って、前大公ハーシュタット・ストーリアの居室に向かった。




　前大公の部屋は、先ほどジノたちがいた尖せん塔とうを降り、ヘネシーのために用意された部屋の隣となりである。扉とびらには大きく「何ものの立ち入りも禁ずる」という、軍事局と宮内局からの張り紙がされていた。

「へえ、公都の機関も分かってるじゃないか。こんなものを貼はり付けてるくらいだから、ワーテイスもこの部屋は使えなかっただろうね」

　ジノはそう独りごちながら、堂々と扉を開け、ヘネシーと共に部屋の中へと足を踏ふみ入れた。

「父上のお部屋……久しぶりだわ」

　この時、ヘネシーがどんな感想を抱いだいたのか、ジノに察することはできなかったが、ジノは礼装用の手て袋ぶくろを手て際ぎわよく嵌はめると、辺りの観察に入った。

　さすがはストーリア公国を統すべる大公の部屋である。この部屋こそ美と芸術を愛めでるヴァンパイアが、その有り余る資金を投じて造らせたものだった。

　リビングルーム一つとっても、広々として天てん井じようは高く、大きな蜂はちの巣のようなシャンデリアがぶら下がっている。エーテルの力を感じるところから、この照明器具はエーテル仕じ掛かけのようだ。

　見事な彫ちよう刻こくが施ほどこされたテーブルの上に載のっている、黒こく炎えん神しんヴェルフレイムを象かたどった彫ちよう像ぞうとエーテルの波動がリンクしていることから、ジノはその彫像を持ち上げて、そのまま降ろしてみた。すると、天井のシャンデリアが、この時を待っていたとばかりに輝かがやき、辺りを煌こう々こうと照らした。

「凄すごいわね。よくこの仕掛けが分かったね」

「ああ、何たってオレはエーテリオンだからね。エーテルの動きに敏びん感かんなんだよ」

「……その能力で、この部屋に何があったのか、分かるの？」

「まだまだ、これからだよ。まずは前大公が焼かれたっていう寝しん室しつを見てみよう」

　ジノは集中力を高め、この部屋に残されたエーテルの残ざん滓しを感知できるよう、仮面の下で眉み間けんに皺しわを寄せた。

「あたし何度かお父様にここへ入れて貰もらったから、部屋の場所くらい分かるよ。寝室はこっち」

　ヘネシーはジノの手を引き、豪ごう奢しやに飾かざり立てられたリビングルームを抜ぬけると、これまた華か美びに装そう飾しよくされた扉を開いた。

　その瞬しゆん間かん。何ともいえぬ悪あく臭しゆうが、二人の鼻を突つき刺さした！

「これは!?」

　そこに広がっているのは、かつてこの国を統べていたものが眠ねむるに相応ふさわしいほどの豪ごう華かな寝室……の、残ざん骸がいだった。天てん蓋がいの下にはやや横に、黒ずんだ石せつ棺かんが置かれ、その隣が真っ黒に焼け焦こげ、ずぶ濡ぬれになった後に乾かわいた木もく片へんが、その当時の様子を語っていた。

「やはりイーラという魔ま女じよは、前大公と暮らしていたのね」

　イーラは石棺で眠っていたか、若もしくは火をつけた張本人なのか、二人は口にこそしなかったが、状じよう況きよう的に後者だろうと連想した。

　ジノはこの部屋の様子を一いち瞥べつすると、すぐにその部屋を出て、隣の部屋の扉を開けた。

　そして、絶句した。そこはまるで、小さな図書館だった。両面の書しよ架かが四連並んでおり、一番奥には簡素な木の机と椅い子すがあり、その机の上にまで書物が並んでいた。

「わあ、何これ!?　以前はもっと落ち着いた書しよ斎さいだったのに!?」

　ジノの後ろから、ひょこっと顔を出したヘネシーが呟つぶやく。

　そしてジノは……微かすかに震ふるえていた。

「どうしたの、ジノ？」

　ゆっくりと部屋に入り、残されたエーテルを探さぐるジノ。しかし、この部屋から感じるものは、前大公を思わせるものばかりだった。

　しかしこの書物の量は、尋じん常じようではない。恐おそらく前大公はイーラに更さらなる研けん鑽さんを求められ、イーラはこの書架全すべての知識を吸収したのだろう。そして、滅めつ多たに表に出なかったのは、ここで莫ばく大だいな知識を身につけていたからに違いない。

「これで【漆しつ黒こくの】魔女イーラが、オレの姉である可能性がぐんと高くなったな……」

「そうなの？　あたしにはそうは思えないけど」とヘネシー。

「イーラの知識欲は尋常じゃなかったからね。だからこそイーラは、たった一人であのコボルトの国の隠れ村を抜け、空白地帯を旅して、ここに至ったんだ。参ったな……あのイーラがヴァンパイアになって暗あん躍やくしていたとなると、オレたちは初めからイーラの手のひらの上で踊おどらされていた可能性がある」

「まさか、ストーリア平原の戦いも？」

「いや、もっとずっと前さ。ことの発ほつ端たんは、前大公の暗殺だった。しかし、そうすることで、イーラは何を企たくらんでいたんだろう？」

　顎あごに手を当て、そっと木の机を撫なでる。

　そこから微かに、以前は敬愛の対象であり、母代わりだったイーラのエーテルを感じ取ることができた。

「間違いない。ここでイーラは殆ほとんどの時間を過ごしていた。このエーテル……イーラだ」

　そうであってほしくない、というジノの願いは、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

「前大公を暗殺できたものは三人しかいない。第一継けい嗣しワーテイス、魔女イーラ、そしてワーテイスの息子、アルベリック」

「そんな!?　ワーテイスはともかく、アルベリックはそんなことをする子じゃないわ！」

「アルベリックを侮あなどらない方がいいよ、辺境姫様。結果だけ見れば、アルベリックは前大公が亡なくなったことで、第二継嗣に格上げされたんだから。もしかしたら、イーラと組んでいたのかもしれない」

「か、可能性の、問題だよね？」

「いや、可能性というよりも憶おく測そくさ。何の証しよう拠こもない。ただオレが言いたいのは、前大公暗殺の真犯人は、その三人の内の誰だれかだよ。これだけは確信を持てる」

「そんな……アルベリックまで……」

「客観的事実を述べたに過ぎない。そこには情も思い入れもない。純然たる事実だけさ。辺境姫様はそれを受け入れた上で、戴たい冠かんするんだよ」

「うん……」

　少し気落ちしたヘネシーの腕うでを、ジノが取った。

「さあ、時間だよ。主役がそんな顔をしちゃダメだよ。頭を切り替かえて、今はこの国の大公になる儀ぎ式しきに備えるんだ」

「そうね、そうよね。でも、あたしは誰であろうと、お父様を殺した犯人を許さない。必ず裁くわ！」

「もう裁かれてるかもしれないけどね」

　それはストーリア平原でターシャに討うたれた、ワーテイスのことだ。

「行こうか」

「うん」

　こうして二人は、かつてこの国を大混乱に陥おとしいれた現場を後にして、階段を下り、城門前の広場で既すでに待っているであろう馬車に向かった。







　　　最終楽章　咆ほう哮こう







　ヘネシーはジノと共に馬車に乗り、ヴァンパイアの衛兵に囲まれて、坂道を下っていった。ジノは馬車に乗るのを躊ちゆう躇ちよし、衛兵もジノを、つまり侍従贄フイーズを、次期大公の馬車に乗せまいと立ちはだかったが、ヘネシーの一いつ喝かつで衛兵は、奇き襲しゆうを受けたかのように驚おどろき、ジノに道を譲ゆずった。

　ジノは、ヒトである。

　ヒトは、ただの餌えさである。

　フェザーミルでは確固たる地位を獲かく得とくしたジノだったが、これからは違ちがう。

　一領主と大公とでは、比べものにならないほどの立場の開きがあるのだ。

　しかし辺境姫ヘネシーは、どこまでも辺境姫だった。大事なのは身分や種族ではなく、それらを超ちよう越えつしたところにあると、ヘネシーは悟さとっていたのだ。

　大公が乗る馬車の乗り心地は、申し分なかった。もしかしたら、ヒトがこの馬車に乗れたのは、過去から遡さかのぼっても自分が初めてかもしれないな、などと思いつつ、なるべく目立たぬよう、窓のカーテンを少しだけ開いた。

　ヘネシーを乗せた馬車は、貴族が住まう公都第二層を通過し、第三層に入る。

　突とつ然ぜん、大きな歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき起こり、それに驚いた小鳥たちが、一いつ斉せいに羽ばたいた。

「ねえジノ、あたし、どーすればいーのかな？」

　明らかに「緊きん張ちようしてます」といった表情で、訊きいてくるヘネシー。

「基本的にはいつも通りでいいと思うよ。辺境姫様は、いざとなれば凜りんとした態度を取れるヴァンパイアだ。その姿を、大勢の領民に見せるんだ。この国は、変わるって印象づけるためにね」

「うー、自信ないなあ」

「柔にゆう和わで暖かく、それでいて王者の風格を持っている。辺境姫様は、そのままで魅み力りよく的だから、自信を持って行けばいいよ」

「ジノに言われたら、そんな気になってきた。いつも通りでいいのね？」

「もっと肩かたの力を抜くんだ、辺境姫様。思うがままに、自分の中に浮うかんできた言葉を発しているだけで、辺境姫様はみんなが認める大公になれるよ」

「そういうもんかなあ」

「冠かんむりを被かぶっただけじゃ大公とはいえない。大公になるということは、この国の頂点というだけじゃなくて、ヴァンパイアという種族そのものがこのグラファリア大陸で、どう盛せい衰すいするかを担になっている。キミの兄は、残念ながらそこを履はき違えた」

「よく分かってるわ。あたしは、ストーリア公国の大公だけじゃ終わらない。終わるつもりもないわ！」

　ジノは満足げに、にっこりと微笑ほほえみ、その笑みを見たヘネシーは、ほうっ、と息を吐はき、肩どころか、身体からだから余計な力がすうっと抜けていくのを感じた。そんなヘネシーの表情を見て、ジノはこれで後こう顧この憂うれいはないと感じた。

　やがて馬車が停とまった。

　窓の外は、魔ま物ものたちで溢あふれかえっていた。ここには当然、ヒトの姿などない。まだヒトの居場所はこんな場所ではなく、恐らく厨ちゆう房ぼうだ。

　ジノはこの現実を変えるために、ヘネシーに付き従ってきたのだ。

「さあ、行こうか」

　仮面姿のジノが、ヘネシーに手を差し伸のべる。

「うん！」

　ヘネシーはにっこりと満面の笑みを浮かべて、その手を取った。




　公都第三層にある広場に集まったものたちは、中央に築かれた巨きよ大だいな祭さい壇だんの前に停車した馬車に注目した。

　あの中に次期大公であり、西の辺境フェザーミルに飛ばされ〝辺境姫〟と渾あだ名なされる第二継嗣ヘネシー・ストーリアに加え、ヘネシーの侍従贄フイーズであり、ヒトでありながら次々と手て柄がらを立て、ついには偽にせ大公ワーテイスを討うつに至った、ジノがいる。

　観衆の関心は西からやって来た辺境姫だけでなく、餌、奴ど隷れいの身でありながらヴァンパイア以上の知識を身につけたと噂うわさされるヒト、ジノにも向けられていた。

　やがて馬車の扉とびらが開き、威い風ふう堂どう々どうとした男が姿を現すと、広場の喧けん噪そうが瞬しゆん時じにして消え去った。背筋をぴんと伸ばし、馬車から降り立ったそのヒトの姿は、礼装であることも幸いし、辺りの魔物を魅み了りようし、音楽団らが思わず手を止めてしまうほどの威い厳げんを放っていた。

　そして、ヘネシーが顔を出すと、また辺りの雰ふん囲い気きががらりと変わった。

　その美しさに、肉を食べていた魔物は思わずぽとりとテーブルに肉を落とし、その凜り々りしさに、多くのヴァンパイアは心臓を鷲わしづかみにされたかのような衝しよう撃げきを受け、銀の髪かみを振ふって祭壇を見つめる姿に、故前大公の姿を重ね合わせ、早くも涙なみだする衛兵まで現れた。

　ジノはヘネシーの手を離はなして一歩後ろにつき、ヘネシーは胸を張って、祭壇の下まで歩いた。そこにはカルウラ大将軍と、アリューゼ女子し爵しやく率いる衛兵が、皆みな揃そろって紅あかいヘルムを被り、真しん紅くの公国記を掲かかげ、片かた膝ひざを突ついていた。

「カルウラ大将軍、アリューゼ女子爵。私は先の戦いくさで二人が味方してくれたことを、誇ほこりに思う！」

「ははっ、有り難がたき幸せ！」

　ヘネシーの言こと葉ば遣づかいは、まるで父である前大公を連想させた。

「さあ、ヘネシー様。軍師と共に、この祭壇をお登り下さい。私はここで、祭壇をお守りしますよ」

　アリューゼに促うながされ、ヘネシーとジノは、祭壇の前に立った。

「分かったわ」

「了りよう解かいした」

　ヘネシーが、目に力を込こめて手を伸ばす。

　ジノはその手を、しっかりと摑つかんだ。

　ヘネシーはスカートの裾すそを持ち、一歩、また一歩と祭壇を行く。

　その横を、まるで新しん郎ろうのように凜々しい姿の男が、平行して歩む。

　二人の優美な姿に、辺りはしん、と静まりかえった。

　やがて中段の踊おどり場ばに着くと、見知った顔の男が、一振りの宝ほう剣けんを両の手のひらの上に置き、泰たい然ぜんとして立っていた。

　それは、シルバーキープ伯はく、グレン・レヴァンダだった。

（グレン様!?）

　思わず目を丸くしてしまったが、小さな声で、驚きを隠かくすヘネシー。

　そんなヘネシーを尻しり目めに、グレンは広場中に轟とどろくような声で、口上を述べた。

「我、グレン・レヴァンダはストーリア公国、全てのヴァンパイアの意思として、故ハーシュタット・ストーリア大公の高貴なる魂たましいを、この宝剣に託たくした。これを前大公の御み子こたるヘネシー・ストーリアに譲り、戴たい冠かん式しきに臨のぞまれることを願わん！」

　唐とう突とつにそう叫さけばれ、辺りから拍手が起きた。一瞬、戸と惑まどったヘネシーとジノだったが、不思議とヘネシーの身体が勝手に動いた。

　ジノは一歩後ろに下がり、片膝を突く。

　ヘネシーはグレンから両手で宝剣を賜たまわった。

「このヘネシー・ストーリア、全ての公国民のため、粉ふん骨こつ砕さい身しん、善政を行うことを、この宝剣に誓ちかいまする！」

　その瞬間。

　広場は再びヘネシーの凜然たる返礼に対して、拍手喝かつ采さいに包まれた。

　ヘネシーは宝剣を腰こしに差し、再び祭壇を上がっていく。眼下には大勢のヴァンパイアたちが、熱い眼まな差ざしで新大公誕生の瞬間を待ち望んでいた。

　ふと上に目を向けると、蒼あおの月と紅の月が姿を現していた。

　双そう月げつまでもが、ヘネシーを祝福してくれているようだった。

　やがて祭壇の最上階に辿たどり着つくと、正面に教壇があり、その上には大公の証あかしである黄金の冠が載のせられており、その向こう側にはヴェルフレイム教会の大司教が、威厳たっぷりに立っていた。

　ヘネシーは、ジノと共につかつかと教壇の前まで歩を進めた。

　内心は「これでいいのかな」の連続である。しかし、下から見ていたカルウラやアリューゼの目には、ヘネシーの態度は想像以上に立派で、誇らしく映っていた。

　こうして教壇の前まで達すると、ジノは一歩引き、ヘネシーは一歩歩み出て、大司教と向き合った。二人の間には教壇があり、その上には大公の冠が載のせられていた。

「それではこれより、戴冠式を執とり行う！　本来ならばストーリア城内で厳おごそかに行われる式典だが、ヘネシー・ストーリア女侯こう爵しやくたっての願いで、このような形となったことを、先に述べておく！」

　おおおおお、という公都民と旅人らの歓声が、公都の夜を突き破った。

　大司教が右手を挙げて、場を静める。

「ヘネシー・ストーリア女侯爵殿どの。貴女あなたは故七代目ハーシュタット・ストーリア大公の志を継つぎ、ヴァンパイアに更さらなる繁はん栄えいをもたらすことを誓えるか？」

　大司教の問いに、ヘネシーは自信を持って応こたえた。

「私が目指すのは、ヴァンパイアに永えい劫ごうの繁栄と秩ちつ序じよを与あたえ、先代を超こえる為い政せい者しやとなることです。独裁者になるつもりは毛頭ございません。黒こく炎えん神しんヴェルフレイム教会、才能ある臣下、そしてここに集つどいし公都民、領民の後押しを頂けるような大公になることを、この場にて宣言します！」

『おおおおおおおおおお！』

　まるで地鳴りのような歓声と喝采が、祭壇を包み込んだ。そして大司教は教壇の上の冠を両手で丁てい寧ねいに持ち上げ、片膝を突くヘネシーの前へやって来た。

「その殊しゆ勝しような心こころ掛がけと、確固たる信念を称たたえ、ここに正統なる第八代目大公が誕生したことを観衆に告げよう！」

　ヘネシーの頭に、冠が被せられる。

　するとヘネシーは大司教に一礼し、立ち上がってその姿を広場にいるものたちに見せた。鳴り止やまない拍手喝采、堰せきを切ったように溢れ出す音楽と熱気が、新大公誕生を祝福していた。

　そしてヘネシーは両手を上げて観衆に応こたえると、堂々と腕うでを下ろして叫んだ。

「ここに集まったものたちは皆、第八代目大公の戴冠式に参列したものである。本来ならばごく限られたヴァンパイアにしか許されないのだが、見方を変えれば、私は第一継けい嗣しであった兄ワーテイス・ストーリアを戦で破り、その権限を力ちから尽ずくでもぎ取った、簒さん奪だつ者である。

　だが、聞いてほしい。兄は愚ぐ鈍どんで金銭や権けん威いに異常なまでの執しゆう着ちやくを持つ男だった。現に、公都第四層をヒトから取り上げ、自分にすり寄ってきた貴族に与えていたという。

　私はそのような偏かたよった政治は行わないことを誓う！

　そして、故ワーテイス・ストーリアの嫡ちやく子しであるアルベリック・ストーリアこそ、大公家の本筋である。故ゆえに私はアルベリックを養子として迎むかえ、これを私の第一継嗣とすることを、宣言する！」

　どおおおおおおお、とこの日一番の大きな歓声が上がった。

　ヘネシーが宣言したのは、公都で殆ほとんどのヴァンパイアが抱いだいていた忸じく怩じたる思いを、春風のようにさらっと吹ふき飛ばすに値あたいする言葉だった。しかも、ワーテイスが戦で命を落としたことにより、その息むす子こアルベリックは己おのれの立場を察し、自ら獄ごくに入ったという、公都でもヘネシーに次いで人気が高いヴァンパイアだった。

　そのアルベリックが、ヘネシーの養子となる。

　それをヴァンパイアたちが歓かん迎げいしない訳がなかったし、それを高らかに宣言した新大公ヘネシーへの畏い敬けいの念は、ますます強まっていた。

「それと私からもう二つある。一つ目は、約六〇〇ヤーズに亘わたってこの国を守ってきた尊父、七代目大公ハーシュタット・ストーリアの偉い業ぎようを称え、この広場を以後〝ハーシュタット大広場〟と名付け、この祭壇の跡あと地ちに銅像を建てる！」

　異論の声は、どこからも上がらなかった。

　それどころか、かつてはグラファリア大陸を所ところ狭せましと暴れ回り、晩年は優やさしい為政者だった故ハーシュタット・ストーリアを偲しのんで、涙するものもいた。

　六〇〇ヤーズもの永きに亘って国を支配した魔物は、このグラファリア大陸には、前大公以外、一人として存在しない。その栄えい誉よを称えるのは当たり前のことである。

「そしてもう一つ！　第四層に建築されている別べつ荘そうを全すべて叩たたき壊こわし、内うち堀ぼりに追いやられたヒトを第四層に戻もどすこと！　そしてこの場に呼び、この戴冠式への参加を許す。勿もち論ろん、食料としてではない。ヒトという種族として招き入れよ！」

　ヘネシーの言葉は直ちに履り行こうされ、公都のヒトが続々と大広場に集まって来ては、新大公の姿を見て膝ひざを突き、拍手喝采を送った。

「最後に、これは私から……心を込こめた言葉を贈おくるわ」

　ヘネシーは大公の冠かんむりを被かぶったまま……ジノを抱だき締しめて、叫んだ。




『ジノ、有り難う！　大好き！』




　唐突に訪おとずれた愛の告白に、周囲は困こん惑わくするものあり、拍手喝采を送るものありと、この日、一番のどよめきが起こった。

　何と、ヴァンパイアの大公が、ヒトに愛の告白をしたのである。騒そう然ぜんとなって当然だった。ジノは震ふるえる身体に、ヘネシーの温ぬくもりを肌はだで感じながら、圧縮されてきた想おもいを全力で解放し、咆ほう哮こうした。




『オレもキミが大好きだ、ヘネシー！』




　二人は大勢が見守る中、抱き合って、唇くちびるを交かわした。

　わああああああ、と祝福の声が、二人を包み込み、この日で最も大きい歓かん声せいが起きた。やがてヘネシーはジノから離はなれて、大司教に一礼すると、振ふり返ってジノと手を繫つなぎ、空に向かって叫んだ。

「さあ、もう言うことはないわ。今日という記念すべき日を存分に味わって。但ただし、ヒトを殺すか、そうなるまで血を吸うことだけは禁止する。それさえ守ってくれれば、みんな飲んで食べて、存分に歌い、踊ってちょうだい。今こ宵よいはこの国の、再誕の夜よ！」

　広場に集まったものたちは、ヘネシーの言葉で弾はじけたように活気を取り戻し、祭りの夜が再開された。

　そんな時だった。ヘネシーとジノが階段を降りきると、周辺の衛兵の合間を縫ぬい、転がるようにヘネシーの前に現れたヴァンパイアがいた。それは公都技術開発局長キリエ・カールツヘルツだった。

「ヘ、ヘネシー様ぁあああ、あ、あの、あたしの大事な、浮ふ遊ゆう城じようは!?　シルバーキープの遠投投石機はぁああ、どどど、どうなりましたか無事ですかぁああ!?」

　この金色の髪かみの毛けをぼさぼさにして、ヴァンパイアにしては珍めずらしく分厚いレンズの入った丸眼鏡を掛かけ、所々に焼やけ焦こげや着色がある、ぼろぼろの白衣を着ており、ヘネシーよりも身長が低い、この女性こそキリエ当人である。

「あー、えーっとぉ……」

[image: ]

「あだ、あたし、あのワーテイスに浮遊城を使わせまいとねばったのでずが、ぐすっ……昏こん睡すいのエーテル術で眠ねむらされていたようで……気づいたら、浮遊城がなくなってて、グレン様も、あたしが造った巨きよ大だい遠投投石機を出したと聞いて……」

　ヘネシーが返答に窮きゆうしていると、代わりにジノが応えた。

「申し訳ない、キリエ局長。キミの傑けつ作さくの数々は、先の戦いで、丸ごと穴の中に埋うまっちゃった」

「びょっ!?」

　キリエが、へなへなと両手を突ついた。

「あ、あ、あたしの巨大遠投投石機……大傑作の、浮遊城が……ふえ、ふええん」

　この満員の広場で、子供のように涙なみだするキリエの姿は、哀あわれというよりは寧むしろ滑こつ稽けいで、周囲から笑いを引き出した。

「ごめんね、キリエ。この埋め合わせは、必ずするから」とヘネシー。

「絶対ですよ!?　予算、下さいよ!?」とキリエ。

　そんな二人のやり取りも微笑ほほえましく、一度は水を差された広場だったが、再び笑いと祝福に満たされていった。




　こうして無事に戴たい冠かん式しきを終えたヘネシーは祭さい壇だんを降り、再びジノと共に馬車に乗り込むと、馬は嘶いななき、馬車の車輪がガタゴトと音を立て、ストーリア城に向かって走り出した。それは古き体制が瓦が解かいし、この国が新たな道に進む音でもあった。







　　　あとがき







　どうも、お久しぶりです。上かず総さです。

　まずはヒト剣けん二巻をこうしてお届けできたことを、心から嬉うれしく思います。




　一巻が発売されて、この二巻がお手元に渡わたる間に、僕自身、大きな変革がありました。

　サバイバルゲームにハマったことです。

　これまで興味がなかったワケではなく、何となくやってみたいなあ程度だったのですが、身体からだを動かしたいという理由で一いち念ねん発ほつ起きしました。

　迷めい彩さい服やエアガンを買い、サバゲーフィールドに行って、ゲームを楽しむようになりました。




　これが、もの凄すごく楽しい！




　サバイバルゲームというのは、もっと殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きで行われるのかと思っていました。ですが、フィールド運、ヒトの運にも恵めぐまれたせいか、とても良い雰囲気で、毎回森林を走り回り、汗あせをかいてゲームを楽しんでおります。気がつけばエアガンを分解するまでハマってしまいました。

　新しいことを始めるには勇気がいりますが、時には勢いも大事です。

　でも、その第一歩を越こえた先には、新しい世界が広がっています。

　皆みな様さまも、何か興味はあるんだけれど、足あし踏ぶみしている状態であれば、思い切って「いっちゃえ～」という勢いでやってみて下さい。

　きっと、世界が変わると思います。




　これは僕の私見ですが、何事も、始める前に一番最初に必要なのは〝勢い〟だと思います。技術や知識なんかは二の次でいいんですよ。

　まず、勢いに任せて、楽しくやってみることが大事だと思います！

　因ちなみにその相乗効果で、体重がグンと落ちまして。元々やや多めだったので自転車で毎日二十キロほど走っていたのですが、さらに減り具合が伸のび、なんと八キロも減量できました。目標まであと三キロ。がんばります！




　閑かん話わ休きゆう題だい。




　二巻です！　やった～！




　ああ、本当に一巻で終わらなくて良かったです。

　一巻がなければ当然この巻もないワケで、そう言う意味で一巻を応おう援えんし、二巻を求めて下さった方々に、深く、深～く、感謝しております。

　そして、この二巻をお楽しみ頂ければ、幸こう甚じんです。

　この後の展開ですが、いよいよ僕がやりたかった〝大戦〟に突とつ入にゆうします。

　四方八方から迫せまり来る魔ま物ものたちの大軍勢に、寡か兵へいのジノとヘネシーがどう対たい峙じしていくのか。そこをお楽しみ頂ければ、と。




　寧むしろ、二巻まではこれからの布石なのです。




　この第三巻を無事にご披ひ露ろうできることを、切に願っております。




　さて、ここからは謝辞を。




　まずは、イラストを担当して下さった細ほそ居い美み恵え子こ様。

　お忙いそがしい中、素敵なイラストを描えがいて頂き、誠まことに有り難がとうございます。

　旧担当編集者である、近こん藤どう様。ヒト剣第一巻を以もつて交こう替たいとなりましたが、本当にお世話になりました。個人的には、共に成長できたなあと実感していたところなので、少し残念です。今まで有り難うございました。そして、新部署でも頑がん張ばって下さい！

　現在、私を担当して下さっている竹たけ林ばやし様。私はまだまだ未熟者なので、色々とご教授下さい。宜よろしくお願いします。




　いつも楽しませてくれるサバゲーフィールド「アテナ」さんの皆様に。

　そしてこの本を手にして下さっている、読者様に。




　全ての方々に、心から御お礼れい申し上げます。







　最後に、やはりどうしてもこれを書きたかったので、それを以て、あとがきを締しめさせて頂きます。







『それでは、次の巻でお会いしましょう！』







　次、出せればいいなあ……。

　皆様どうぞ、宜しくお願いします！




　ご拝読、ありがとうございました。


２０１８年12月　上総朋とも大ひろ
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